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序
 〈掌の小説〉は川端康成独特の文学形式である。その生涯にわたって書き続けられたという創作期間の
長さと一四〇編を超えているという創作量
１
の多さから言うと、 「前人未踏の業績」
２
を遺している。三〇
代の川端は「私の旧作のうちで、最もなつかしく、最も愛し、今も尚最も多くの人に贈りたいと思ふのは、実にこれらの掌の小説である。この巻の作品の大半は二十代に書いた。多くの文学者が若い頃に詩を書くが、私は詩 代りに掌の小説 書いた であつたらう
。無理にこしらえた作もあるけれどもまたおのづか
ら流れ出たよい作も少なくない。今日から見 この巻を『僕の標本室』とするには不満はあつても若い日の詩精神はかなり生きてゐると思ふ」
３
と〈掌の小説〉への愛着を示している。後年「しかし、こんどこ
の全集 ためにこれらの掌の小説を読みかへしてみて 私は『最も愛し』 てゐると言ふことはためらはれ、『若い日の詩精神はかなり生きてゐる』 言 ことにも疑ひを持つた。今 これらの掌の小説 あらはれた自己に対する嫌悪が先立つてならないのである」
４
と前の言葉を考え直すことになるが、相反しながら
も人間の情を大きく動かす愛着と嫌悪の念を作者に抱 せる 〈掌の小説〉 の意味を自ずから物語っている。川端の〈掌 小説〉のみを集 た短編集には『感情装飾』 （金星堂
 
一九二六・六） 、 『僕の標本室』 （新潮
社
 
一九三〇・四） 、 『短篇集』 （砂子屋書房
 
一九三九・一一） 、 『一草一花』 （青龍社
 
一九四八・一）と
いう四つの単行本がある。
 
 
〈掌の小説〉についての評価を見ると、横光利一は『
感情装飾』出版の直後、それを「何と不思議な感
情の装飾であらう。剃刀の刃で造られた花のやうだ」
５
と評している。また、島木健作は「すべてこれらの
作品は十枚足らずのも だが広く深い人生を感じさせるこ に於て大きな文学とは又異なる味を持つ。これは世間でいふコントなどとは違ふ。人間への温かな気持が直接読む 胸に触れて来る点でも、後年の川端さんのも とはだいぶ違ふと思 心が洗はれ
るやうな清々しさのなかに、美しく懐かしく喜ばし
く悲しい人生を眼のあたりに感じる 何といふ詩情であらう。私 川端さん 文学 他 何よりもこれらの小篇を好むものだ」
６
と、初期に発表された〈掌の小説〉に愛好を示している。
 
 
渋川驍は、最初に〈掌の小説〉を取り上げて論じており、その作品内容の難解さについて「それはその
内容に多くの省略がほどこされて るか であ 。そ
れは不必要なものを極度に切り棄てようとする彼特
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有の美学から来ているのであろう。時には必要なもの
さえ投げ棄てる冒険をおかしている。そのような激
しい処置によつて、彼は小さな結晶体に角度の数を殖
やそうと試みる。そこから生れる多くの面の放つ光
りが互 に反射し合うことによつて、そこ 複雑な輝きを起させるのだ。その複雑さがときに難解の相貌を呈してもくる だ」と解釈し、さらに「彼の美的観念の奥底には無限 自由へ 希求が強く流れているように思う。それは時 はアナーキスティックな色彩さえ帯びている。自由への希求であるかぎり、それはむしろニヒリズムへの対立物 考えることが きるが、またアナーキズムへの指向においてはニヒリズムへの接近が現象的に眺められる。ここに彼の美的観念の複雑 がある」
７
との観点から〈掌の小説〉の代
表作をそ 主題・傾向ごとに論じている。
 
 
渋川の作品論には鋭敏な鑑賞の視点が提示されている。そのほかにも、 〈掌の小説〉は多くの作家や文学
研究者達の注目を浴びて「川端文学の故郷」 （河上徹太郎
８
） 、 「川端文学開扉の鍵」 （長谷川泉
９
） 「川端文
学の源流」 （松坂俊夫
１０
）などと評価されてきた。長谷川は初期の〈掌の小説〉を「川端の才華の万華鏡
である」と指摘し、 「才華の万華鏡は、変位によってその面貌を異にする。フィクションであるだけに、底の浅さがめだつところもある」と作者の自作への嫌悪感が生じた理由 つい 述べ、 「しかし、掌の小説は川端文学の貴重な道標であると思う。 『雪国』 『山の音』 『千羽鶴』など川端文学開扉の鍵は 『伊豆の踊子』などではない。 掌 小説群である。 そし 掌 小説群
から川端文学入門のすべてを把握しようと思ったら、
人を恐れさせる川端のあ ぎょろりとした眼光 ような洞察が必要である」
１１
と〈掌の小説〉が川端文学
における位置を示している。また、松坂は 『掌の小説』は、作者自身の資質を生かすにもっともふさわしい創作形態として書き続けられ、小品ながら川端文学
の系譜の中で、見逃すことのできない独自性を主張
し、砂金のような光彩 放っ といえよう」
１２
として、 〈掌の小説〉群を位置づけている。
 
 
〈掌の小説〉の定義について、松坂俊夫は一二三編 〈掌の小説〉を対象に四〇〇字詰め原稿用紙換算
枚数を調べ 「七枚前後をピークとして、短きは一枚余 長きは十六枚余の、 極 て短 小説』である」１３
と指摘している。羽鳥徹哉はそれを受けてさらに詳細に調査した結果、 「分量」の面から「本文一枚余
から十四 程度までの極めて短い小説」とし、 「性格」の面から「日常生活のちょっとしたスケッチなどではなく、優れた結晶力と鋭い輝きを持ち、形式は短くとも無限に深く広い内容を蔵するもの」
１４
と定義し
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ている。
 
 
発表の時期区分を見ると、松坂
１５
は〈掌の小説〉群を、その発表の時期（途中二回ほど中断の時期が置
かれたこと）から、 「大正十年から昭和十年にかけて」の第一期、 「昭和十九年
１６
から二十七年にかけて」
の第二期と「昭和三十七年以降」の第三期とに分けている。羽鳥は前掲の論において、 「この区分は、川端の作家的生涯の中で掌の小説が六、七年制作されなかった時期が二回あり そこを区切り目としており、穏当な分け方である」 としながらも 「ただ、 大正十年 ら昭和十年までをひっくるめ 第一期とするのは、十五年間と期間も長く、その間にいろんな変遷も予想
されるのに、それが見えてこないのは心許ない。ま
た時期区分は、表現法という観点からする小説の分類と一体するのが理想である」と指摘し、 「第一期中に於ける変遷」を「新感覚派以前」 、 「新感覚派、モダニズ
ム時代」 、 「新感覚派、モダニズム以後」という三
つの段階で考えている。本論 基本的に松坂 よ 時期区 を受けて考察を進めたい
 
 
松坂は、第一期の作品に「川端文学の主題・素材・発想
・文体・様式に至るほとんどの原点がある」と
主張し、 「素材の面」から〈初恋 女性にかかわる作〉 、 〈湯ヶ島が舞台の作〉 、 〈浅草に取材した作〉 、 〈 「聖書」にかかわる作〉という四項目と「主題の面」から〈神秘的傾向〉 、 〈夢の世界〉 、 〈怪奇的傾向〉 〈牧歌的傾向〉 、 〈野性への憧憬〉 、 無貞操 美〉 、 家庭か の解放〉 、 〈自伝的作品〉 、 〈女性の生活力 女性の虚栄心〉 、 〈輪廻思想〉 、 〈少年少女の愛〉 、 〈テーマ小説的傾向〉 〈生活 一場面 と う一四項目を列挙 ている。なお、長谷川はそれに加わって、 〈掌の小説 全作品を〈超現実 、神秘的な作品〉 、 〈怪奇、霊感、輪廻思想的 作品〉 、 〈空想、夢、幻想的な作品〉 、 〈夫
婦間の情愛、男女心理の機微の作品〉 、 〈人間心理の
機微と対決の作品〉 、 〈少年少女 愛や官能と感傷 作品
〉 、 〈女性の生活力や本質的な力を扱った作品〉 、 〈女
性の無貞操の魅惑を扱った作品〉 、 〈野性へ 憧れを描い
た作品〉 、 〈家庭からの解放を描いた作品〉 、 〈女性
の虚栄心を描いた作品〉 、 〈生活の断面を描いた作品 〈風俗的な 〉 〈鳥獣を扱った作品〉 、 〈牧歌的な作品〉 、 〈肉親に関する作品 伊藤初代に関す 作品
〉 、 〈浅草に関する作品〉 、 〈伊豆に関する作品〉 、 〈抽
象的、思想的な作品〉 、 〈病的な感覚を扱った作品〉
１７
との二一項目に分類している。
 
 
第二期の作品について、松坂は「第一期とはかなり異なる作風が見られる」とし、また「ひらがなのみ
の題名の作品が書かれはじめたこと」と「日常生活の中にもとめられた素直な題名が多いこと という「題
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名の変化」は、 「その作風とも密接なかかわりをもつ筈である」と指摘している。さらに、この時期の作品の特質について次のように述べている。
 
 
 
この時期の作品の多くは、戦中戦後の生活の描写であり、いわば非常の中にあって、それゆえにか
えって輝く人間のあわれさ、かなしさが静かな筆致でえがかれている。 「さと」 「水」 「わかめ」 「十七歳」 「小切」 「ざくろ」は戦争中の、しかしいずれも
若い女性のたたずまいが素材をなし、 「さざん花」
「五拾銭銀貨」 「笹舟」には戦後がえがかれている。もとより戦中、戦後にかかわらぬ作品もあるが、「掌の小説 に、 直接に時代の波だちがわずかながら描か るのはこの時期の作品のみである。 （中略）
 
 
この時期の作者には、市井の日常生活 中に、ときとしてひらめく、生のかなしさ、美しさを求め
た作品が多い。
１８
 
 
 
斬新な素材・手法で彩られていた「第一期」から約八年間を置いての「第二期」は、戦中戦後の日常、
特に「若い女性のたたずまい」を素材にしたも が多く、時代の流れの中の人間の「あわれさ、かなしさ」が描き出されており、 「第一期 と趣を異にしている。その点について、松坂は次の論においても触れている。
 
 
 
「掌の小説」を「若き日の歌」であり、 「詩の代り」に書くという創作観は、少なくとも二期頃 昭
和十九年前後から変わってきていると思う。それは、作者の資質を生かす もっともふさわしい小説形態として書き続け れた一面はあるが、たんに だけではなく、作者が、自己の文学的源流にたちかえり、自己の文学の本質を確認し、あらたな創造へ 基点として 掌の小説」を創作するようになっていると考えられることである。
１９
 
  
松坂の指摘によると、 「第二期」の一九四四（昭和一
九）年前後から〈掌の小説〉における作者の「創作
観」が変化しており、この時期の川端は一度自己の根
源に戻って新たに文学の出発をするようになったの
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である。そうだとすれば、 「第二期」に発表された戦中の作品「さと」 、 「水」 、 「わかめ」 、 「十七歳」 、 「小切」 、「ざくろ」と戦後の作品「さざん花」 、 「五拾銭銀貨」 、
「笹舟」は、戦中戦後の「時代の波だち」が映され
ているだけでなく、創作の転換期における〈掌の小説〉の特質が表明されており、この時期の川端文学を考えるうえで見逃すことのできない作品群となっている。
 
 
同じく、この時期の〈掌の小説〉の特徴及び位置づけについての言及を挙げると、森本穫は戦中の作品
「ざくろ」を取り上げて論じたうえで、 「戦争の間、川端の創作活動はかなり停滞しており、 『名人』 『寒風』の続行を除けば、創作とし は『父の名』 『冬の曲』
の両短篇と、未完に終った『故園』 『東海道』を数え
るばかりである。このうち『冬の曲』以外は時代を直接 素材とはしていないから、戦中の生活を描写し『直接に時代の波立ち』 感じられるこれら 六篇
２０
のささやかな小品は、この時期における川端の内面
を知る上に相当なウェイトを占める 考えてよいだろう。 （中略） 『ざくろ』をはじめとする諸篇は、特殊な世相を背景 、懸命に生きる人々の姿、その心根を共感をこめて描き出したすぐれた作品群であ と規定されよう」
２１
と語っている。
 
 
そして、羽鳥徹哉は戦時下という異常な状況下での作家川端の心情をとらえる中、戦中の掌編小説につ
いても「戦争を積極的に賞揚でき かった川端は、結局、小さな個人がとやかく言ってもどうにもならぬような歴史の流れの中で、その中 流される一つ一つ 可憐な命に、 じっと悲しみの目を注ぐ、といった程度の所に、自分 作家 力を発揮する以外なかった。 ざくろ （昭
18） 『十七歳』 『わかめ』 『小切』
（昭
19） 『冬の曲』 （昭
20）などは、そのようにして生まれた珠玉の短編である」
２２
と言及している。また、
羽鳥は戦後の〈掌 小説〉 「さざん花」についての作品論の中で 初期や晩年 造型性の高い 反俗、反良識性の際立つ作品に比べると、戦中から戦後にかけての掌の小説は、日常的リアリズムを基調 し、良識を基盤とするものが多い」と指摘し、 「さざん花」を「そういう作品 一つであ し、 「戦後の一時期の世相が良く捕らえられ、またその頃の 川端の自
身に対する思い、願いも窺われ、川端文学を論ずる
上で、やはり無視出来ない作品である」
２３
と評している。
 
 
しかし、これらの〈掌の小説〉については、その全体的な特徴及び重要性が指摘されているも の、個々
のテキストが取り上げられる機会は、全般的に少なか
ったと言える。それぞれの作品において、作者がど
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のような世界を構築してきたのか、それを通して何を表したいのかを分析・考察しなければならない。右のように指摘されるほどテーマ・モチーフが相似 いるからと って一括するには更 る論究が必要である。また、戦中戦後の〈掌の小説〉は、一九三七（
昭和一二）年から一九四三（昭和一八）年まで作者
自ら選評した「婦人公論」 「新女苑」の女性投稿作品を改作したものが多く
２４
、川端が記した「 『さと』 、
『紅梅』 、 『足袋』 、 『笹舟』は婦人雑誌の小品投書の選外作 もとにして、私流に書き変へた」
２５
その根拠
及び意図についても考えなくてはならない。 さらに 〈掌の小説〉 とそれ以外 文学作品との関係について、松坂は「三つの区分による『掌の小説』 発表時期と、同時期に書かれた短編・中編の小説とは、その主題、発想などが呼応する関係にある」
２６
と述べているほか、森晴雄は「研究余滴
 
川端康成『掌の小説』
論」
２７
の中においても、 「川端は掌の小説を初期から晩年まで書き続けた。代表作「伊豆の踊子」 『浅草紅
団』 「禽獣」 『雪国』 『千羽鶴』 山 音』 『みづうみ』 『古都』 『眠 る美女』 『 んぽぽ』などのうち、掌の小説との関わりが少ないのは『雪国』と みづうみ』だけである 掌 小説の比較的少ない昭和十年代、昭和二十年代後半の発表だからである」と記してい 。したがって、戦中戦後の〈掌の小説〉の全体像を明らかにするためには、川端の同時期の他の
作品をも念頭に置かなければならない。
 
 
以上のことを踏まえ、本論文は戦前から戦後までの時代・社会背景を視野に入れながら、その背景をも
とに書かれた「令嬢日記」 、 「ざくろ」 、 「十七歳」 、 「 切 、 「さと」 、 「水」 、 「五拾銭銀貨」 、 「さざん花」 、 「笹舟」 、 「明月」という一〇編の〈掌の小説〉を対象に様々な視点から分析・考察してい い。 「令嬢日記」（ 「福岡日日新聞」一九三四・一・一）は松坂の〈掌 小説〉について 時期区分の「第一期」 属しているが、 第二期」の作品の要素を含んでお 、戦前における作者の時代認識や「ざくろ」といった作品群との連続性を考えるには意味を持つ一編であると考えられる
。 「ざくろ」から「明月」までの九編は「第二期」
に属しており いずれも戦中戦後の 時代の波立ち」
が映し出されている作品である。もとより、この時
期の〈掌 小説〉には戦争から離れた空間での物語が描かれた作品もあるが、考察 対象外としたい。
 
 
本論では、 まず個々のテキストにおいての描写や表現を緻密に分析し、 その意味や内実を明らかにする。
そして、戦争 関する直接な描写は見 れないが、これら 作品 中に 争がどのように影を落としているのか、また 後の世相がどのように捉え て る
のかを究明しつつ、作者が戦争・敗戦の現実をどの
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ように受け止めているのかを浮き彫りにする。個々の
作品のテーマ・作者の意図を分析・指摘し、 〈総体〉
として浮かび上がるそれぞれの時期においての作品の特徴及び作者の内面的世界に迫れたらと考えている。そのうえで、あらためて戦争を背景とした〈掌 小説〉群の位置付けをはっきりさせることを目標とする。
 
 
具体的に言うと、第一章では、 「令嬢日記」と「ざくろ」を取り上げて論じる。 「令嬢日記」については、
主人公朝子 生活ぶり及 朝子の視点から見た同窓生
達の生き方に注目し、朝子の人物像を通じて相対的
に浮かび上がらせた閉塞社会を生き 人間の姿及び作
品の主題を明らかにする。 「ざくろ」につい は、主
人公きみ子の感性に着目 、その感性によって支配されているきみ子の内的世界を読み取る。それから、母の両義的な役割を踏まえ、小説の全編を貫
いてきた「ざくろの実」の意味を考える。
 
 
第二章では、 「十七歳」と「小切」を取り扱う。 「十
七歳」について、一七歳の妹に焦点を当てて考察し、
その妹の悲しみの内実を解明する。 「小切」につい 、作品の題名であ 〈小切〉に着目し、それによって照らし出される主 美也 内面を分析する。そして、大沢中尉との縁談を拒否する美也子の立場・理由や作者の「小切」に込められている思いなどを浮き彫りにする。
 
 
第三章では、 「さと」 、 「水」二編の日常生活における主人公の心の動きに着目し、作品の成立背景を視野
に入れながら、当時 戦争状況下 作者の姿勢について考察する。
 
 
第四章では、 「五拾銭銀貨」 、 「さざん花」 、 「笹舟」三編を取り上げる。全三節によって構成されている「五
拾銭銀貨」について、その「二」 もとになっている平島愛子の作品「特売場」と比較して作者の創作意識をはっきりさせる。そして、特売場での母の心理的過程や「三」における芳子の心境の変化を掘り下げて追求する。 「 ざん花」 「笹舟」に関して、それぞれの主題を明らかにする形で両 共通点についても比較検討
 
 
第五章では、 「明月」を「思ひ出」という隠しテーマを持つ小説として考察し、戦後の川端の姿勢へと結
び付けられていく方向性を見出したい
 
 
最後の結章では、戦前から戦中、そして戦後における〈掌の小説〉の特徴及び作者の内面についてまと
めたい。
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 第一章
 
「令嬢日記」 、 「ざくろ」論
 
 第一節
 
「令嬢日記」
 
「令嬢日記」は、川端康成が「福岡日日新聞」一九三四（昭和九）年一月一日（月）付朝刊紙上に「新
春女風景」 【その 】という副題を附して発表された〈掌の小説〉である。著者生前のいずれの単行本・全集にも収められず、 「未刊行作品」として三五巻本『川端康成全集』第二二巻（新潮社
 
一九八二・七）に
収録されている。
 
 
作品は石川啄木の歌二首から始まり、老会社員の娘
・朝子は日記帳の頁の隅に印刷された歌を眺めなが
ら、昼間母に連 られての年始回りのことを思い出す。どこでも話題は朝子の結婚の話ばかりであった。朝子の着ていた訪問着は、母が嫁入り支度で長らく着られるようにと念入りに選んだ晴着である。 「新しい年の希望も計画も」心に浮かばない朝子は、元日の日記が書けないまま年賀状を手に取り、同窓のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ子のことを思 出しなが 「自分一人が古い時代に、おだやかな家庭に取り残されて」いるように感じる。そ 時二階から妹達の百人一首の札を取る騒ぎ声が聞こえ 「唇を め消す紅や初鏡」という句を日記の頁に読んだ は 化粧を拭き取ると「妹
」の年頃に帰るために梯子段を上っていく。
 
 
小説「令嬢日記」において、 「時代の不安の雲」に覆われている戦前の社会情勢は、古い家庭に取り残さ
れた娘・朝子 日常生活における実感を通じて活写されている。旧習に われ 自由に生きていられない朝子の生活ぶりは、それぞれに時代の影 背負って独自 道 歩んでいるＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ子のそれと対比的に描かれている。
 
 
先行研究において、長谷川泉は「令嬢日記」を「女性の生活力や本質的力を扱った作品」だと評し、細
島大も「 〈時代の不安〉に自らの不安を重ねつつ 〈
妹の年頃にかへ〉ろうとする朝子の姿勢こそ、川端に
おける現実逃避の傾向を示すものとして注目すべきであろう」
２８
とするなど、女性の生き方に注目してい
る。しかし、いずれも作品内に立ち入った分析はして ず、その意味するところは曖昧である。ほかに本作に対する論考は見られず、文章を具体的に ・考察しなければならない。その際、作品が暗 時代
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を背景にして主人公朝子や同窓の女性達を描出しているということや、新年の始まりの日に発表された意味などを視野に入れて考察する必要がある。
 
 
そこで、本節ではまず作品に登場している若い女性達がどのように描かれたのか、それがどういう社会
背景をもとに写し出されたのかを究明する。そして作品冒頭におけ 啄木の歌 作品全体との関わりを考察する。さらに小説の結末の意味を え、女性の生き
方を通じて提示されている作品の主題を明らかにし
たい。
 
 第一項
 
不安定な時代と経済不況下の家庭生活
 
 
小説の冒頭には「静かな落つき」がない心境と疲労を
感じる主人公朝子が登場する。 「日記帳の頁の隅に
印刷された」歌を「ぼんやり眺めてゐた」のである。そして 「頭 ぼんやりするのは、結ひなれない日本髪の重さのせゐであらうか とらへどころのない時代 不安の雲が 誰の上にもおつかぶさつてゐるせゐであらうか」と時代に対する茫漠 した不安が語られてい
 
「元朝の新聞には、大政治家や大実業家が、新しい年
の国家の希望や、国民の覚悟について、威勢よく
語つてゐた」というのだが、 「国民の覚悟」とは何を意味するのか。 「朝日新聞」一九三三（昭和八）年二月二四日付朝刊に掲載された「国民の覚悟徹底に
 
各機関を総動員
 
連盟脱退後の方策
 
文部省側決定」
という記事によると、文部省は「連盟脱退後におけ 日本の立場及び覚悟等を一般国民に十分徹底的に」知らせるため、各機関を動員し、講演会 講習会などを開催する ともに積極的な広報活動を通じて「全国に呼びかける」との方針 決定 た である。同年
六月に文部省社会教育局が「非常時と国民の覚悟」
というパンフレットを発行している。その中 、 体を動揺させ 過激思想、窮迫した経済状況及び外交上の困難すなわち「内憂外患交々至る 非常時 国家内外 情勢を叙述したうえで、目 前 難局 乗り越えるために、時局の現状をよく認識し、 「自力更生」の意気や「堅忍持久」の精神 発揚 、 一致団結して力を傾けなければな な と国民 呼びかけている。 」というのは、つまり「非常時」に直面 国家と共に戦 自覚であ 。
 
新聞の中の「威勢」のいい刺激的な語句に喚起され、 「朝子も新しい力の加 つたやうな足つきで年始廻
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りに出かけて行つたのであつたが、ぐつたりして帰つ
てみると、それらのえらい人達の言葉は、老会社員
の家の平凡な娘の朝子には、なんのかかはりもない大言壮語のやうに思はれる」のである。不安定な時代に重苦しさを感じている人々 政治や経済への失望感、
無力感が、平凡な家庭の娘・朝子の気持ちを通じ
て表されている。
 
では、老会社員の家の状況はどうなっているのか。小説は朝子が年始回りに着ている「訪問着」に焦点
を当てて展開している。
 
 
「あの小間使しやうがないね、紅茶をこぼしてさ、茶碗の底が濡れたまま出すんだもの。晴着のお客様にね。お前、よごしやし かつた？」
 
と母は重役の家の門を出るなり、朝子の前に腰を
かがめて、訪問着の膝を覗いた。朝子は火が出る
ほど赤くなつたが、帰つてたたむ時には、やはりしみはないかと真剣に調べずにはゐられず、宝船を刺繍した半襟の白粉を発揮油で拭き取り がら
この訪問着一枚を買ふにも、一家の争ひがあつたこ
とを思ひ出した。
 
  
訪問先の重役の家を出ると、すぐ「小間使」について文句を言いながら朝子の着ていた晴着が汚されは
しなかったかと「腰をかがめて」覗く母の大げさな行
為に、朝子は恥ずかしさのあまりに「火が出るほど
赤くなつ」た。しかし、やはり「しみ」などを気にか
けないではいられず、帰宅後に真剣に手入れをした
のである。そのように母娘に大事にされている晴着には「一家の争ひ」という思い出が隠されている。
 
 
「母は銘仙一反、伊達巻一本買ふにも、すべて嫁入り支度といふ頭から割り出して、しかも、結婚後五
年も七年も着られるといふことを第一にして」 「地味
なもの」と考えている。 「財産家の息子でない限り、
今日の若い者 安月給では、女房のなりを整へ く る余裕など、先づあるまい」とそ 理由を挙げている。そして、父は「胸算用より少な つた年末賞与 を七人の子供 割り当 て「幾度も数へ直しながら、顔をしかめてゐる」のである。若者 安給与では生活の余裕がな ばかりでなく、老会社員 父も少な「年末賞与」に困った表情を顔に出して る。
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家庭の暮らしに余裕がなくなってきているのは、減俸
減給、物価騰貴といった社会事情を背景にしてい
る。一九三一（昭和六）年六月から、官吏の減俸が実
施された。減俸率は「月俸百円以上が五分、月俸二
百円以上が一割以上、年俸一万二千円の親任官が二割
だった」のである。 「民間ではそれ以前から厳しい減
給が行われていた」といい、 「首を切られるよりも自ら減給を願い出る者もいた時代」であったという
２９
。
一九三三（昭和八）年の内閣家計調査によると、当時
の給料生活者の世帯主収入平均が八五円八四銭であ
った
３０
。一九三〇（昭和五）年七月の小汀利得が中央公論に発表した「初任給調べ」には、出版前年の一
九二九（昭和四）年の初任給 覧が出ている。それを参照してみると、官庁は普通官立の医学部・工学部出身の一〇〇円から私大出身の経済学部の五五円までで
、民間会社は例えば、三菱財閥の七〇円（大学、
専門学校卒）か三五円（中等程度 学校卒） 三井銀行の七五円（大学卒）か六五円（専門学校卒） 、住友財閥の八〇円から三五 までであることが分かる。経
済不況などによる月給減少がそのまま「年末賞与」
に直結していくことは想像に難くない。
 
 
「朝日新聞」一九三三年一一月四日付朝刊紙上に「米も炭も乾物もすべて騰貴
 
下層階級が景気づいて
 
月給取は苦しい」と う記事が掲載されている 「鮮魚 般昨年の今頃に比して約三割 騰貴、青物もまた既報通りの酷い暴騰を示して来てゐる」ほ 、 「主要食糧品 大部分が相当な騰貴を見せ ゐ 」という。結論として、 「 よ〳〵インフレ景気の物価騰貴時代
が実現し、給料生活者の台所が脅かされる日が近づき
つゝあるのではあるま かと観測されてい と述べられている。
 
 
世間で年々派手な衣服が好まれるようになるために、一〇年前に仕立てた着物も今「地味で困る」と朝
子は言うが、母は結婚してからもずっと着ら るようにと「地味なもの」を勧める。不況が長引くと派手な衣装もだんだん着られなくな だろう 考えたからではない 。一方、父は 戦争 起こつてみろ、戦争が。人目に立つやうなも を、ぴらぴら着て歩ける 」と言って、母娘を沈黙させた。さらに だいたい、嫁入りに持つて行 たものを、さうさう着歩ける 思つ るのは、 だ甘 よ。 づれ亭主が赤坊のために質屋へ入れる覚悟でな 質屋向きのを買つといた方が利口だね」と冗談半分に言っ る 実際に生計が困窮しているだけでなく、これからの生活をも悲観的に見てい こと 母の着物を選ぶ際の言動や父の皮肉 た話から窺い知れる。
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さて、その「一家の争ひ」を引き起こした晴れ着を着て、朝子は「重役だとか、出身女学校の校長だと
か、父の旧友の代議士だとか、平素顔出ししない家へ母に引き廻されて年始に行き」 、結婚するために自己宣伝する。まるで「 『ここにも一人こんな上等の花嫁志
願者がゐることを、お思ひ出し下さいまして、何分
よろしく』と哀願に歩いてゐるのだと思はれもする」 である。結婚のことで日々苦しめられて日常に張り合いが感じられない朝子 生活ぶりである。しかし、彼女と対照的 、同窓のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ子は全く違った人生の道を歩んで 。
 
 第二項
 
同窓のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ子
 
Ａ子は婦人評論家に新聞で話題にされたことがあり、 「百貨店の婦人洋服部に勤めて」いる。
 
 
 
Ａ子は初めて月給を貰つた時、ひどく驚いて、
 
「まあ、持てあましてゐた時間をお店で愉快につぶさせて貰ふ上にお金をいただくなんて、思ひがけないことですわ。このお金は貧民救済事業にでも寄付して下さい。 」
 
 
と云つたさうだ。
 
  
Ａ子はお金のためにではなく自己の生活を豊かにする
ために仕事を楽しんでいる。彼女は「勤務時間も
服装も、並の女店員とはちがふのである。店員の規制に縛られるこ く、ただ高級婦人客の接待をしたり、相談相手になつたりするだけな 」である。彼女の
ような「ブルジヨアの令嬢は、之までの 店員よ
り遥に教養があり、趣味が広く、朗かな社交性がある で、客に喜ばれ、どこ 百貨店や大きなお店でも、競つて雇」う対象となっている。
 
 
Ａ子はいわゆる富裕層の「ブルジヨアの令嬢」の代表である。一九三五年に大阪毎日新聞・東京日日新
聞によって創刊された「富裕層の若 女性向け」のグラフ雑誌「ホーム・ライフ」の創刊号
３１
から彼女達
の世界を垣間見ることができる。創刊号は次のような写真が載ってい 。 「日光・中禅寺湖のヨット・レース」 「交詢社『クラブの午後』 」 「洋画を習 令嬢たち」 、 「大阪 茨木のゴルフカントリー クラブ」 、東京・
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銀座と神戸元町の「あるく……ファッション」などである。そして写真に続く巻頭の記事のタイトルは「令嬢ばかりのヴエランダ・パーテイー／近代女性の叡智
と情感が／構成する趣味生活の話題」である。この
記事は東京・清澄庭園に一〇人の「令嬢」を集めて行
った座談会の記録であ が、話題は映画、趣味、フ
ァッション、グルメ、そして結婚についてである。彼女達は洋画を見ており、ハリウッドの映画やフランス映画が好きだという。趣味は「水泳・スキー・テニス・乗馬 で、ファッションはほとんど洋装であるが、結婚について 「若い時は結婚なんか考へて見る
のもいやだといふ気持です」と述べられている。Ａ
子も同様の考えを持っており、 「女学校 頃から、降 ほどの縁談があつた」にも関わらず、 「職業戦線」に身を投じて、生活 享受しつつも、結婚を視野に入れ いない。
 
 
同じ座談会における次の発言に注目してほしい。 「私のように洋服ばかりきてゐると、日本服のいきなも
の、渋いものが着たくなります。 」 、 「私もさうです。いつもキモノを買ふ時 お母様と喧嘩です。お母様は派手な方が ゝとおつしやるので」などとあるように、着物を買う時に母娘で「喧嘩」をしているが、朝子の家庭とは正反対 内容となっている ここで注意
すべきなのは、両家庭の着物のとらえ方の違いであ
る。前者は現時点での個人の趣味を優先して考え い が 後者は実用性に拘って朝子 結婚後の流行を問題とするばかりで 自らの好みなど考慮する余裕もな 。そこから両家庭 おける経済状況の差異が窺える。
 
 
続いてＢ子の検討に移ろう。
 
 
「今年こそは亭主が就職出来ますやうにつて、恵方詣
りしようと思ふのだけれど、朝子さんどこか霊
験あらたかな神様を知らない？」
 
 
と、相変らず乱暴な字で書いてゐるのは、Ｂ子であつた。
 
  
Ｂ子の「恵方詣り」の話は、一九二九（昭和四）年の世界恐慌とその翌年から始まった昭和恐慌下の就
職難を背景にしている。一九二九年には「大学は出た
けれど」という大学生の就職難を描いた映画の題名
が流行語となり、 「この年、３月の東京帝大（東大）卒の就職率はわずか三〇％であった 内務省の推計で
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は失業者は三十万人を数え、有識青年層の失業者は十万人に達する」と発表された。同年一〇月二二日には「東京市営の職業紹介所で知識階級のため 登録を受け付け始めた」
３２
のである。 「朝日新聞」一
九三二年三月三〇日付夕刊紙上に「憂うつな求職な春
 
紹介所を訪ふ少年少女約四千
 
しかも就職者は一
割」という記事が載っており、 「就職戦線」が白熱した厳しい時期を迎えていることが分かる
 
 
一方、Ｂ子の自由奔放な性格も「乱暴な字」や、女学
校中の「評判の熱烈な恋愛結婚」を通して描かれ
ている。朝子は、生活の苦境に立っても「やつぱり明るく笑ひ がら、じやうだんのつもりで」葉書を書くＢ子を思いながら もしかするとがらりと性格が変 て、もう世帯やつれしてしま てゐるのではなからうか」と彼女の近況を想像している。
 
ここで朝子の視点からＢ子の存在がどのように意味づけられているのかに注目してほしい。相手の経済
状況や家柄といったことをしっかり見定めたうえでの見合い結婚ではなく、 「評判の熱烈な恋愛結婚」をしたＢ子は、亭主の就職難などにより生活が大変で、も
う「世帯やつれ」してしまったのではないかと思わ
れている。自身の考えを通しても同じく の辛さを味わうことになるという朝子の当時の社会生活への見方が垣間見られる。
 
Ｃ子の葉書は「幾十組もの男女が踊る写真の下に、新年の舞踊会の誘ひが印刷」された「ダンス・ホオ
ルの宣伝」に自分の名前を「小さいペン字」で書いてあるだけである。 「ダンサアになつたことを、もうＣ子は同窓の友に隠しもしなけ ば、恥し とも思は」ないのである。それ 彼女が当時の社会的 偏見押し切って自力で生活する姿、言い替えれば自立的態度を表している。
 
関東大震災後退廃的、 「刹那的な享楽志向」を象徴する「エロ・グロ・ナンセンス」がアメリカ文化の影
響下に社会を席巻していく。 「震災で焼けなかった新
宿は、郊外と結ぶターミナル駅を中心に、新たな歓楽
街として栄える。 安価な飲食店やダンスホール 軽演劇の劇場 など 、 地方出身 若者たち 吸い寄せた。 「地方出身のサラリーマンや職業婦人 『新
中間層』が、大衆文化の担い手となっていた」
３３
のであ
る。ダンスホールのダンサーであるＣ子も、こ ような 刹那的な」文化 主役で と言え しかし彼女は決して堕落 享楽のためにダンサーになっ なく、 「生活のため、パンのため」に あ いは一家を養う めに「享楽機関に飛び込んだ」のである
３４
。
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「職業婦人」として働くダンサー達には、 「最高二百円から三百円の月収を確実に得てゐる者が、一流の
ホールなら必ず十人以上はゐる」という状況であった
。 「男子ですら月収二百円以上と云へばインテリの中
でも課長級以上である」
３５
というのだから、一部のダンサーの収入は一般の男子の収入を超えている。Ｃ
子は、世間一般の人より高い収入を得 機会が多かったと考えられ、少なくともダンサーを職業とすることによって一定の収入を得て自立している。彼女は職業婦人 してのプライドを持っており、ダンサーであることを誰に 隠す必要がない。朝子は「ホオルの
広告以外に、一字も書かない年賀状から」Ｃ子のそ
のような意志の固さを多く読み取ったのである。そこには、ダンサー いうイメージに凝縮された都市文化に対する社会的な位置づけが見られ、ダンサーと う職業に対する世間の偏見への反発も映し出されている。
 
Ａ、Ｂ、Ｃ子は同窓生でありながら、卒業後には大きく異なる水準で生活している。そこから戦前昭和
の格差社会の一端が汲み取れる である。それでは三
者とは異なり、現在の暮らしぶりがほとんど明かさ
れないＤ子の葉書から何が読み取れるだろうか。
 
 
Ｄ子の手紙には「今年も結婚しては厭よ。 」といふ文句があつて、いまだに少女の友情の夢が覚めな
いのであらうか。
 
  
「今年も結婚しては厭よ」というＤ子の文句から、朝
子は「少女の友情の夢が覚めないのであらうか」
と推し量っている。それは結婚に悩まされて俗悪な現実から遠ざかって女学校時代の夢をいつまでも見たいという朝子自身の内心の投影ではないだろうか。
 
 
『娘が語る母の昭和』
３６
には、一九三一（昭和六）年に大手前高等女学校から奈良女子高等師範学校に
入学した母親の女学生時代 日記が紹介されて る。そこでは次のような一九三四（昭和九）年二月二七日の日記が引用されている。
 
 
 
卒業したら就職困難の苦痛もあるし、家にいてぶらぶらしていることの苦痛もあれば、遠くへ行く
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ことの出来ぬ家庭の事情、それに就職したとしてもいわゆる先生タイプ、オールドミスタイプの女教員になる はイヤだ。むしろ平凡な結婚を 方がいい。いや結婚と言えば青春時代の結末で、結婚は墓場なり か言った人もあるくらいだ。してみる 学校を出て、就職もせず、結婚もせず、ブラブラしていられれば一番いいのだが、家庭の事情、世間の体面で、そんなわけにはいかない。どうしたらいいのだろう。ピアノでも買ってもらって、その他茶道など続けて芸術に没頭してゆく ら、独り身の憂さも拭えるかもしれない。 けれどもそれはあまりにも具 性のな ことだ。 （中略） 理想も何も、メチャクチャになる人生、そ がこれから先、ず と続いているも なら、せめ いまだけでも どうして楽しませておい くれ いの 。 ま楽しんでおか ければ、 もう楽し 、 う わしい時って、ないのじゃないか？
 
  
「ピアノ」や「茶道など」という「芸術」は、一九二〇～三〇年代あたりから一般化大衆化していく和
洋折衷の「女学生文化」の世界を象徴するものである
。そのような「女学生文化」と卒業後の「現実」と
のギャップが、ここでは明確に述べられてい 。予想
される将来 りも今の自由を大切にしたいというの
は、戦前期の女学生の夢だったことが想像できる。
 
 
一方、女学生時代に日記や手紙のやり取りを通して女学生らしい感性や感覚が共有され、親密な関係が
築かれていく。稲垣恭子は にとって手紙の世界は、自分達を『女学生』として一般化し、現実の女学校生活を核としながらもそこからやや距離をとった理想的な世界を創出することによって、ロマンディックで親密な理想的関係を経験する とを可能にしてくれる独特のリアリティをもった世界であった。それは、 『女学生』という時 に限定する と よ 、 『現実』を受け止め対峙することから回避させるものでもあった」と述べ る さらに「現実と理想世界の間に創られたこ ような『女学生』的な世界やそれに基づく絆は、社会的な連続性をもたない一時的なもの 見える」にして 、 「それは現実生活からまったく消去さ たわけ はない。手紙を媒介と 『 』的関係やそ よって思い描か る世界は、その後も『現実』を読み解くコードとして、ものの見かたや感じかた なかで維持され いった面が大きい」
３７
と指摘している。Ｄ子の手紙は、朝子に女学生的情緒を蘇らせ、現実を相対化することの出来る世
 - 17 - 
 
界に「絆」を求めさせているのである。
 
 
ここまで、 「机の片隅に重ねた年賀状」を通じて、同窓のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ子の生活状況を見てきた。彼女
達はいずれも因循な生活を捨て 自由奔放に生きている。
 
 
片岡鉄兵は、一九二七（昭和二）年刊行の『モダンガアルの研究』
３８
において、モダンガールを力強く
肯定している。片岡は彼女達の特徴を「比較的自由 恋愛を享受し、比較的に物質家である。比較的に精神的でない」と指摘し、 生活態度を「一、彼女は現実家であると云ふ女性本質を確実に把握して、生活を科学的に合理化して行かうとする。二、彼女は
表現に於て自由であり、ヒステリイに反対なる者、
即ち健康で明るい性格の持主である」ようにまとめ
いる。片岡にとって、モダンガールは時代精神の象
徴であり、特定の「職業婦人」のことを指すのではない。 現代のあらゆる婦人が 共通に、或者は濃厚に又ある者は極めて微弱に、程度 差こそ れ、誰も彼も持って居る型 性格、生活であるに過ぎない。すなわち、あらゆる女が、今日はモダン・ガアル的な要素を持つのであ 」という。
 
 
それぞれ時代の影を背負って独自の道を歩んでいるＡ、Ｂ、Ｃ子の生活態度は、片岡のモダンガールに
ついての指摘と一致している。彼女達の持っている「モダン・ガアル的な要素」は時代を生き抜く力になり、彼女達 生活様式は時代の最先端を行くものであ
る。一方、保守的な家庭に取り残された朝子の生活
ぶり（髪型、衣装、結婚観） それと正反対にな 。朝子は、両親の意思に従い、結婚のために「高島田の盛装」で年始回りさせられてい 。結婚 ほかにはこれといった希望 持って な 。しかしながら、手紙から分かる自由恋愛 したＢ子の現状を消極的 受け止めている。さらに、 今年も結婚 ては厭よ」というＤ子の文句から「少女の友情の夢」まで思い浮 べ、現実から目 そらしている。
 
 第三項
 
啄木の歌について
 
小説は啄木の歌二首から始まっている。本項ではそれ
ぞれの歌を鑑賞し、それが作品においてどのよう
な役割を果たしているのかを考察する。
 
 
 
何となく、
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今年はよい事あるごとし。
 
 
元日の朝、晴れて風無し。
 
  
第一首は、一九一一（明治四四）年一月号の雑誌「創作」に発表され、啄木死後の一九一二年六月に東
雲堂書店から出版された歌集『悲しき玩具』に収められた。初出は三行書きで句読点がない。 「今年はよい事あるごとし」という表現の「今年は」に、昨年（明治四三年）度中を「不幸な年と考えている気持ち」３９
、 「苦渋に満ちたものであったという気持ち」
４０
、 「ほとんど自分にとって『よい事』はなかったな、と
いう情けない思い」
４１
を隠している。 「今年こそは」の心境である。 「なんとなく」に頼りない思いがこも
る。 「元日の朝、晴れて風無し」という穏やかな天気から、今年何か「よい事」があるのではないかという儚い期待と祈願を歌ったものである。何 なく今年は何かよいことがあるように感じられる。元日の朝が晴れて風のな 天気であるからだという意味の歌である。
 
 
 
 
 
正月の四日になりて
 
 
あの人の
 
 
年に一度の葉書も来 け 。
 
  
第二首は、一九一一（明治四四）年一月号の「精神修養」に発表され、同じく『悲しき玩具』に収録さ
れている。初出は三行書きで句読点がない。待ちわびる「あの人 の賀状も届いたのは「正月の四日」になってからである。 「待ちかねていた時間 長さと、漸く挨拶を交わした喜び 安心」
４２
が読み取れる。
「年に一度の葉書」に、その人とのつながりが薄いこ を示唆す 。 「恒例の年賀状に材をとり、恒例であるがゆえ 時には単調な生活のはかない色どりにも る と いう歌」
４３
だと解釈されている。正月の四
日になって、あの人 年に一度 葉書も届いたという意味合いの歌で
 
 
本文の歌に関連した部分は次のような 節である。
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朝子にとつては、今年も結婚出来なかつたと云ふのが歳暮であり、今年こそは結婚出来るかしらと
いふのが正月なのだらうか。 「何となく、今年はよい事あるごとし」とは、結婚以外のなにごとでもないのであらうか。新しい年の希望も計画も、はかばかしく心に浮かばないので、朝子は元日 日記が書けないのであつた
 
  
そして、 「 『あの人の年に一度の葉書』といふ『あの人』とは、昔の恋人のことであらうかなどと思ひな
がら、机の片隅に重ねた年賀状をまた手にとつてみる」というような内容が続いているのである。
 
 
このように、小説の全体的構成から見ると、冒頭における啄木 歌二首 小説の前後半を繋ぐ役割を
果たしているのである。つまり、小説は、第一首と関連付けながら前半を締め括り、第二首を契機に後半を語り始めるわけである。また、具体的な内容から見る
と、気分の晴れない正月を過ごす朝子は、冒頭に
置かれた啄木の歌を思い浮かべながら物思いに沈んでいる。第一首は自分にとって不幸な年 「よ 事」はなかったなという気持ちが 「今年も結婚出来 かつた」という朝子の情けな 心境と一致しており、 「今年こそは」と「よ 事」に寄せる儚い期待も た朝子の「今年こそは結婚出来 かしら」という正月の願望と重なっている。一方、 「朝子にとつては、今年も結婚出来なかつたと云ふのが歳暮であり、今年こそは結婚出来るかしらといふのが正月なのだろう
、、、、、、、
……結婚以外のなにごとでもないのであらうか
、、、、、
」とのよ
うな、 すべて結婚に結びつけられることに疑問を投げかける書き方では、 結婚のほかに何の希望も持たず、行き先が見えない朝子のもど しい心情が描き出され
ている。第二首に関して、 「あの人の年に一度の葉
書」から「机の片隅に ねた年賀状」を思いつき、 「また」手 取 。今ま 何度も ていたのであろう。「一年も二年も合わない」人達か の便り 繰り返して
見るのは、その人達の近況を気にかけていること
を表している。それだけではなく、朝子にとって、 「同窓」の彼女達の葉書は自分の「単調な生活」 「色どり」にもなっていたのであろう。歌と小説 内容との対応 見られ
 
 
啄木の歌二首はいずれも明治四三年の作であるが、そ
の年に「大逆事件」が発生し、啄木に大きな思想
の変動をもたらしたのである。この時期の啄木の歌に
は、当時の暗い政治的、社会的動向に対する鋭い洞
察と、文学者・生活者としての理想と現実の離反する悲哀が込め ている。ここでは、文壇での新思想
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への弾圧、当時の「時代閉塞の現状」 、愛児の夭折に直面しながら、新しい年を迎える複雑な心境が詠み込められている。時代こそ違っているが、作品「令嬢日記」は同じく時代の不安に面する時の人間のやるせなさが描出されている。
 
 第四項
 
結末の意味
 
 
 
 
朝子は彼女等の誰とも一年も二年も会はない。そして彼女等のいづれの道にも進むことも出来ない。
自分一人が古い時代に、おだやかな家庭に取り残されて――二階から妹達の百人一首を取る騒ぎが聞えて来る。
 
 
 
唇をなめ消す紅や初鏡
 
 
といふ句を、また日記の頁に読んで、朝子は厚化粧をクリイムで拭き取ると、とにかくも妹の年頃
にかへるために、楽しさうに梯子段を上つて行つた。
 
  
小説の冒頭では、 「日記始盆梅の日に静心」という歌を日記の頁に読んで、その歌の世界と、自身の心境
との差を実感している。小説の結末では、朝子は同窓
生達と同じように生きていられず、時代遅れになっ
ている自己の現状を意識しながら、 「唇をなめ消す紅や初鏡」
４４
という句を目にする。新年に初めて鏡に
向かって化粧する際、 何度も口紅を塗り直して 鏡の
中の自分に見惚れている女の姿を歌う一首であるが、
そのような歌の情緒が朝子にも移ったのだろう、朝子は「厚化粧」を落とし、百人一首に興じる「妹の年頃」の単純な世界に一時的に帰ろうとする である。 「
楽しさうに梯子段を上つて行つた」と表現される結
末は、 「ぼんやり」 「不安」といった冒頭部とは対照的である。では、朝子の「妹の年頃」に戻りたいという姿勢をどう理解したら い か。作者の同時期の作品を辿りながら見ていきたい。
 
 
「末期の眼」は川端が一九三三（昭和八）年一二月号
の「文芸」に発表した随筆である。芸術家の運命
に触れ、川端の芸術観や死生観も垣間見るこ ができ
る一編である。表題の「末期の眼」は、芥川龍之介
の「或旧友へ送る手記」 （ 「東京日日新聞」一九二七
・七・二五）に書かれた「自然の美しいのは、僕の末
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期の眼に映るからである」という言葉から取られてい
る。三好行雄は川端における「末期の眼」を次のよ
うに解釈してい 。
 
 
 
末期の眼は死者の眼ではない。死をとおして生を
見る独自の発想ではあるが、すべて無に帰す死者
の眼とひとしくはないのである。いわば生と死の接点
によみがえる刹那の認識である。死によって、
あらゆる人間感情のドラマから、まさに解きはなたれ
ようとする人間の眼である。だから、それはい
っさいを放下し、同時にいっさいを許すものの謂であり、まさしく虚無を超えた肯定の世界に放たれる視線で った。末期の眼 うつる自然が真に美しかったとすれば、それは自然があらゆる人間くさい虚飾をはぎと れて、純粋なものそれ 体と化したからだっ に違いない。
４５
 
  
「生と死の接点によみがえる刹那の認識である」 「末期の眼」で、虚無を超越し、 「あらゆる人間くさい
虚飾」が剥ぎ取られたことによって「純粋なものそれ自体」の美が発見できるのだと述べられている。
 
 
川端は一九三三（昭和八）年七月の「改造」に小説「禽獣」を発表した。小説の中で、人間を嫌悪し日々
禽獣と暮らしている主人公「彼」は、十年前に千花子と心中 ようとしたことがある。 「無心に目を閉ぢ」て合掌した千花子の姿に「彼」は驚かされ、 「稲妻のやうに、虚無のありがたさに打たれ」て自殺を諦めたのである。羽鳥一英は「千花子のその姿は、彼の無意識の、そこ 憧憬と一致 わけで さらにいえば、作者自らの、痛苦のどんづまりの てに浮かぶ
憧憬が、千花子を借りて形象化されたわけである」
と指摘し さらに、その「憧憬 を「人間的なものすべて放下し、つまり、 よって他人を侵害し、自らを傷つける、すべて 人間的な『我』を放棄し、死生同一と観じたよ な姿であろう」
４６
と解釈して
いる。そういう姿 前では あらゆる苦悩もまた無意味になると述べられている。
 
 
そのような人間的な虚飾をすべて剥ぎ取り、何物にも執着しない「自由な無拘束」
４７
な状態に近い「虚
無のありがたさ」に憧れて救いを求める姿は、 末期の眼 で「純粋なもの」に美を見る作者に重なっている。また、 「令嬢日記」の結末におい 、 厚化粧」を拭き取り 「妹 頃」 帰ろ とする朝子の姿勢にも影を落としたのではないだろ か。そして 朝子の「厚化粧」 落と て「楽しさうに梯子段を上つて
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行つた」という行動には、すべてを元に戻して、きりりと生き返る女性の「本質的力」を見ることもできるのではないか。しかし、それは「とにかくも
、、、、、
妹の年頃にかへる」と表現されているように、客観的に見
た場合現実を留保した姿勢であり その狭間の中で一時的に自由の快楽を味わっているとも言える。この問題を最後に考えてみた 。
 
   
「令嬢日記」は新年に対する儚い期待と旧友からの葉書をもらった喜びを内容とする啄木の歌二首から
始まり、前半において暗い時代と経済不況下にある朝子の家庭を舞台に、その日常生活における世帯間の感覚的ずれを通じて、それぞれの将来への 安な気持
ちや結婚に苦しめられて張り合いのない朝子の暮ら
しぶりを描き出している。後半において年賀状によっ
て伝えられている同窓のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ子の現状及
びそれに対する朝子の受け止め方を描写することによ
って現実生活に溶け込めずに時代状況から遊離して
いる朝子の人物像を浮き彫りにして る。
 
 
片岡は「女性がリアリストである、現実に根ざした生活をなす者である」 、 「女性こそ、斯る世界に生存
する適者であるのだ」と述べ、モダンガールの「現実
家であると云ふ女性本質を確実 把握して、生活を
科学的に合理化して行かう 」
４８
という点がモダンガールの性格態度を決定していると指摘している
が、作品中Ａ子からＣ子 いずれも合理的な生活への憧れを持っ 努力して る。 かし 朝子は「彼等のいづれの道に進むことも出来」 、時代に取り残さ
れているように感じている。時代に反抗することも
できな 従順 生きることもできないのである。
そのような観点から暗い時代をどのように生き の
かという命題を負わされた視点人物であった 言える。
 
 
作品は正月に思い悩む朝子の視点から、将来の見通しが立たない不安の中を生きる女性達の姿を相対的
に捉えている。各人物はそれぞ 時代 向き合 生き方を と言えるが、朝子自身はいずれをも積極的に選び ることができずに「とに く 妹の年
頃にかへる」ことにする。それによって俗世間の
わずらわしさを一切捨てて現実から解放された快楽を体得して 。それは客観的には一時的な解放を求めた逃避に過ぎないの もしれ いが、朝子に っては閉塞状況の中で現実に押しつぶさ ずに本来のま
 - 23 - 
 
まの姿でいられるような工夫だと言える。時代に取り込まれることなく遊離すること。そうした朝子を通じて時代を相対的に浮かび上がらせ、そこに欠けているものが照らし出されたのである。作品は明確な結論を導いてはいな ものの、朝子を視点に据 たごく短 この掌編には、このような時代をいかに生きるべきかという主題が通底しているのである。
 
 
「令嬢日記」において、川端は同窓のＡ、Ｂ、Ｃ子のような現実社会に溶け込んだ理性的な生き方に注
目しながら、 片岡のように積極 肯定し かったが、 これといった理想的な生き方を打ち出せなかった。当時の川端は「立場も主張も現在は格別意識致し居らずといふが、素直な回答かと存じ候。自省すれば無論あるべきもの、他より見てもあるべきもの、さりなが 、自分では日常考へ居らず候。只今はさういふ一時期に小生居るものと存じ候」
４９
と自らの方向に確信が持てない文章を書き記している。一方、 〈掌の
小説〉の執筆状況を見ると、 「令嬢
日記」に続いて「愛犬安産」 （ 「東京朝日新聞」一九三五・一・二一）が
発表されてから、 「ざくろ」 （ 「新潮」一九四三・五）まで、八年間以上にわたり、執筆が中断されていることが確認できる。時代に取り込まれることなく芸術の独立性を確保することは、川端であってもそう容易ではなかったことを物語っている。作品 令嬢日記 は暗い時代 中での若い女性達の生き方を描きながら、現実 対峙する作者 姿勢をも映し出している。
 
 第二節
 
「ざくろ」
 
一九四三（昭和一八）年五月、 「新潮」に掲載された
川端康成の小説「ざくろ」は、婦人雑誌の小品投
書の選外作から作者が加筆し、作品化したものである
５０
。川端は戦争末期から敗戦の時期において、時
代の流れの中での人間、特に若い女性の哀歓に目を注ぎ、戦中 日常を素材とした〈掌の小説〉をいくつか発表した
５１
。これらの小説は、創作活動があまり盛んではない「この時期における川端の内面を知る
上に相当なウエイトを占め」
５２
ている。 「ざくろ」はその中の「味わい深い佳篇」
５３
として評価されて
いる。
 
 
物語の世界は、主人公きみ子の感性を中心に描かれて
いる。繊細で感じやすいきみ子と「無頓着」で現
実生活に立脚した母親と 対照的な姿勢が見られるが、先行研究では、このような母娘の対照 通じ 作
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者は何を表わしたいのか、あるいは、母は作品においてどのような役割を果たしているのかという点についてあまり触れられて ない。また、これまで小説の最初と最後を貫き、恋人啓吉との愛を昇華させた「ざくろの実」 、視覚的に「生命の象徴」として取り扱われて来たが、ここではそれを踏まえたうえで、その象徴的な意味について考察を進める
 
 
戦争との関連として、田中実は主人公の愛を権力側のイデオロギーとの関係から検証し、 「ざくろ」を
「戦争遂行者にとっ 恰好の小説」
５４
だと見られ、戦争への加担を指摘している。が、田村嘉勝は「川端
は自分好みの女性を登場させ、自分の世界に固執し続けて来た。だが、そ を打ち砕くものをプロットの中に入れたことは、ささやかな川端 戦争への批判」
５５
であったと見ている。前者と後者との考えには距
離があり、 検討の余地が残され いる。 「ざくろ」 という作品に戦争 どのように影を落しているだろうか。川端が「固執し続けてきた」世界はどのような世界であったろうか。また 「それを打ち砕くもの」と 何か。
 
 
本節では、主人公きみ子の感性に着目し、現実的な母の役割を踏まえ、作品中の表現の内面的、象徴的
な意味をおさえていきながら、新たに作品における「ざくろ」 意味を考察する それによって 戦時下の川端の内面的な世界を探り、戦後の川端文学 繋げ きたい。
 
 第一項
 
きみ子の感性
 
主人公きみ子の感性あるいは内的世界はいくつかの
場面から読み取ることができる。まず、作品の冒
頭部分である。
 
 
 
 
 
一夜の木枯にざくろの葉は散りつくした。
 
その葉は、ざくろの木の下の土を丸く残 て、そのまはりに落ちてゐた。
 
雨戸をあけたきみ子は、ざくろ 木が裸になつ のにも驚いたが、葉がきれいな円を描いて落ちて
ゐるのも不思議だつた。風に散り乱れさうなものだつた。
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作品は自然描写から始まる。それは主人公きみ子の心
理状態を反映している。 「木枯」しは晩秋から初
冬にかけて吹く冷たい風で、索漠たる雰囲気を漂わせる。それと対照的に、木枯しによって「散りつくした」葉が「きれいな円を描いて落ちてい 」のがさっぱりとした穏やかな気持を伴っている。しかし、「円」の形 なった葉が「風に散り乱れさうなも 」であった。そうしたきみ子の気持が安定したものではなく、いつか消えてしまいそうな伏線はここに置かれたのである 「驚いた」 「不思議」という表現はきみ子の鋭敏な観察力から生まれた反応である。目の前の光景 きみ子の内的世界へ繋がっている。
 
 
次はきみ子の恋人啓吉の登場した場面である。
 
 
二階に上つて、さつさと縫物をしてゐると、十時
頃、啓吉の声が聞えた。木戸があいてゐたか、い
きなり庭の方へ廻つたらしく、気負ひ立つ早口だつた。
 
「きみ子、きみ子、啓ちゃんが来たよ。 」
 
 
 
 
 
 
 
 
と、母が大声に呼んだ。
 
あわてて絲の抜けた針をきみ子は針山に刺した。
 
 
啓吉が来たと気づいた瞬間金縛りにあったように、自
分の全ての注意を啓吉に向け 居場所を確
認しながら、 「気負ひ立つた」啓吉の勢いまで感じ取っている。母の呼び声で我 返 、 「あわてて 針を「針山に刺した」 。啓吉に会うことを熱望してい
る繊細で敏感な初心な娘の姿が描かれている。
 
 
 
 
 
 
きみ子がおりて行くと、啓吉は眼で迎へるやうに、その眼 待ちきれぬやうに、きみ子を見てゐる
ので、きみ子は足がすくんだ。
 
啓吉の眼にふとあたたかいものが浮びかかつた時、
 
「あつ。 」
 
と、啓吉はざくろを落した。
 
二人は顔を見合はせて微笑
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微笑し合つたことに気がつくと、きみ子は頬が熱くなつた。
 
 
二階から下りてきたきみ子は、 「眼で迎へるやうに」 「その眼は待ちきれぬやうに」自らを見ている啓吉
の目線を受け、心で感応し、 「足がすくんだ」のである。二人は暗黙のうちに愛の意を交わし、 「顔を見合わせて微笑」し、そのあと、 「微笑し合ったことに気がつくと、きみ子は頬が熱くなつ」ている。この時点で、きみ子は相手との視線の交錯によって、自分の恋心を鮮明に意識するようになっている。
 
そして、母は「ざくろの実」を拾い、 に差し出した。その「ざくろの実」を受け取る場面は次の
ように描かれている。
 
 
「いやよ、きたない。 」
 
顔をしかめて、身をひいたが、ぱつと頬が熱くなると、きみ子はまごついて、素直に受け取つた。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上の方の粒々を少し啓吉が齧つたらしかつた。
 
母がそこにゐるので、きみ子は食べないと尚変だつた。 にげない風 歯をあてた。ざくろの酸味
が歯にしみた。それが腹の底にしみるやうな
悲しいよろこびを、きみ子は感じた。
 
 
 
 
「顔をしかめて、身をひいた」 「ぱつと頬が熱くなる」 「まごついて、素直に受け取つた」という一連の動作が、きみ子の瞬間的な反応であるが、ひとつひとつの動作が読点によって区切られている。しかも、読点の間は意味が飛躍している。読点を頻繁に使うと、ご ごつした骨張った文章になるが、作者は何故一文の中で、 読点を四つまで使ったのだろうか。 読点を重ねることによって 語と語 間に余白が生まれる。語間の余白が読み手の想像によって積極的に埋められ
ていくうちに、新たな意味が生じ、文の意味が重層
的になっていく である。もし、読点を使わず、適切な言葉でこれらの動作を繋げる 確か 思考の展開や語調を滑らかにすることができるが、それにつれて語間の余白が浅くなり、文章の緊張感が落ちる。
 
 
瞬間的な反応としての一連の動作の間に、 「余白」が残っており、 れが深くきみ子の内的世界 語って
いると考えられる。最初はただ落ちたざくろが「きたない」と思い、 「顔 しかめて」 「身をひいた」きみ
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子は、その「ざくろの実」が啓吉の口をあてたものだと意識し、自分の拒否があまりにも過剰ではないか、それが理由でざくろの実を拒否したのだという自分の心理の深い所に潜んだ秘密を、母にさらけだしたようなもので ないかと、 「ぱつと 頬が熱くなった。 「ぱつと」というオノマトペ言葉の使用 よって、臨場感、緊張感 引き上げられる。きみ子は自分の緊張した心理を隠すために、ざくろを「素直に」受け取っている。読み手は余白からきみ子の内面を読み取ろうとするうちにきみ子に寄り添っていくので る。
 
啓吉が口をつけたものを自分が食べるのが、啓吉との
間接的な接触だという「心の秘密」を持ちながら、
きみ子は「なにげない風に」ざくろに歯をあてた。 「ざく の実」を食べるこ によって啓吉と結ばれたような一体化を感じたのである。しかし、このような結びは現実的な身体の触れ合いではなく、ただ「ざくろの実」を通じて自分の内心で感受 たもので、きみ子は心の中に切 い感情が湧いて「腹の底 しみるやうなよろこび」を感じた。それはざくろによって啓吉と結ばれた よろこび」であったが、真 触れ合うことのできない「悲しさ」を伴うものであり、啓吉が戦場へ赴くことに対する「悲しさ」が通底している。戦争による啓吉との 劇的な別離 間際に得られ
たひと時、両極の感情に引き裂かれたきみ子の姿が
そこにある。
 
小説の結末で、母は鏡台の前に坐り、櫛で髪をすきながら、 「お父さんが、なくなつた当座はねえ。 」 「髪
を梳くのが、こはくて……。髪を梳いてると、つい ぼ
んやりしちゃふのね。ふつと、やつぱりお父さん
が、梳き終るのを待つてらつしやるやうな気がし ね、はつとしたりする が つてね。 」ときみ子に亡夫について語っている。
 
このような場面が川端 長編小説「波千鳥」にも二箇所ある。
 
 
ゆき子は顔をクリイムで拭き、頭の毛ピンを抜いて、寝支度をした。髪を振りほどいて、櫛をあて
ながら、
 
「私も髪を短く切つてみようかしら？いいですか。 首のうしろを見せるのが、 なんだか恥づかしいの。 」
 
と、うしろ髪を持ち上げて見せた。
 
口紅が落ちにくいのか、顔を鏡に近づけてこころもち脣をひらき、ガアゼでこすつてはながめてゐ
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た。
 
闇のなかであたためあひながら、 （中略）
 
 
 
 
ゆき子が寝入ると、菊治は腕を引いたが、ゆき子
の体温を離れることはおそろしくさびしかつた。
 
………………………………………………………………………………………………………………………
 
ゆき子は夕飯後に一人 町へ買ひものに出て 果物や花まで抱へて帰つた。夜おそく台所の掃除を
した。それから鏡台の前に坐つて、長いこと髪をいぢつてゐた。
 
「今日ね、よつぽど髪を短く切つてしまはうか 思つたのよ。切つてもいいつて、この前おつしやつたでせう。でも、父がおどろくといけないと思つて 。セツトしてもらつたんですけれど、気に入らないわ。なんだかをかしいの。 」
 
と一人で言つてゐた。
 
寝床にはいつてからも、ゆき子は落ちつかぬやうだつた。 （中略）やはらかく抱き寄せた。
 
 
「手が冷たいんだね。 」
 
菊治はその手を自分の胸にあてさせて、ゆき子の首に片腕を巻いた。そして片手で袖口から肩をさ
ぐつた。
 
「なにか話してちゃうだ 。 」
 
ゆき子は脣を離して顔を動かした。
 
「くすぐつたいね。 」
 
と、菊治はゆき子の髪を拂ふと、耳のうしろへまとめるやうにして、
 
 
小説「波千鳥」の主人公ゆき子が鏡台の前に坐り、髪に櫛をあて、髪をいじりながら、甘えるような言
葉で寝床に入っていくまでの時間を埋めてから夫に慰
められる。性的匂いを帯びた「髪」からは、夫婦間
の情愛が読み取れる。こう見てくると、 「ざくろ」 おいて、母が鏡台に坐って髪に櫛をあて、亡夫の記憶と同時に呼び起こしたのはおそらく亡夫 の肌の触れ合い、つまり性的慰謝ではないだろうか。きみ子は「母がよく父の残しものを食べてゐたのを」思い出した。ここで、きみ子にとって、相手の残しものを食
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べる行為が性的意味合いを持ち、夫婦間の情愛を表わしていることになる。
 
トーマス・
E・スワン氏は、川端の長編小説「千羽鶴」について、
 
 
この作品では、象徴主義が非常に巧妙に生かされている。すでに述べた象徴は別として、まだほか
に考慮すべきものがある。川端が赤楽と黒楽の茶碗を
用いたこと、志野と唐津の茶碗を組み合わせた
ことは、移転象徴主義とでもいうべきものであろう。まず始めに、愛・罪・死を引き出すことで、これらの茶碗は、太田夫人と三谷を表わす 、後になると、これらが文子と菊治を表わすようになる。このように、二組の男女間において、象徴主義を前後移転させることはきわめて微妙なことであり、ここの移転によって生じた情感はきわめて美しいものである。
５６
 
 
と述べ、作品では一つの象徴的な意味が、二組の男女間において移転するという「移転象徴主義」が生
かされていると指摘している。
 
 
作品「ざくろ」も同じパターンによって成り立っていると言える。 「髪」に象徴された両親の間の「性
は、相手の残しものを食べる行為を通じてきみ子の「ざくろ」を食べる行為と重なり、啓吉ときみ子の間へ投影されている。つまり、この時点におい 、きみ子は自分が啓吉の齧ったざくろの実を食べることによって、啓吉との間に両親と似たような関係性が成立したように思い、夫婦間の情愛のようなものを味わったのである。
 
 
母がよく父の残しものを食べてゐたのを、きみ子は思ひ出した。
 
きみ子はせつない気持がこみあげ 来
。泣きさうな幸福であつた。 （中略）
 
しかし、啓吉に知られないで、心いつぱいの別れ
方をしたやうに思ひ、また、いつまでも啓吉を待
つてゐられさうに思ふのだつた。
 
 
母が亡夫への切ない思いと、きみ子が啓吉への「悲し
いよろこび」とが重なり、啓吉と夫婦のように結
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ばれた気持が自分の内心において無限に広がっていき、 「泣きさうな幸福」まで込み上げてきたのである。
 
以上のように、この小説が主人公の感性を中心に描かれていると言える。出征前の恋人啓吉の愛の視線
を受け、 きみ子は無言のうちに相手のことを全身で受け止め、 自分の恋心を鮮明に意識するようになった。啓吉が帰ってからも、ざくろの実を通じて、啓吉と結ばれたような一体化を感じ、 「悲しいよろこび」を味わっている。さらに、きみ子のこ 「悲しいよろこび
」は母の亡夫への切ない思いと重なり、啓吉との間
で、夫婦間の情愛に似たようなも を体感したのである。
 
 第二項
 
母の両義的役割
 
きみ子は半月ほど前に、いとこが発見するまで葉に隠れていたざくろの実を忘れていた。しかし、その
後再び実のことを忘れてしま 、葉が散りつくした今朝になって改めてその実の存在に気付く。母の 忘れていた」という言葉から、 「自分達のさびしさを思い出し」ている。 の「さびしさ」はどこから来たのだろうか。
 
川端の長編小説「山の音」に次の一節がある。
 
 
菊子はいつも公孫樹の方に背を向けてゐるわけだつた。
 
それにしても、あのやうな大木が、時ならぬ芽を出してゐるのを知らずに過すのは、なにか菊子の
心に空白があるやうで、信吾は気になつた。
 
 
鶴田欣也は、主人公信吾が自らを公孫樹に重ね、 「公孫樹が持っている属性 雄々しさや強さにあやかり
たい」という気持が働き、 「裸木になった公孫樹が秋だ いうのに若芽 出しているのを見て」 「いたく感激する」 、そして、菊子の公孫樹に気づかな っ こ に対し、 「おかんむりになる」と述べ、そ 理由として、信吾の「頭の中で公孫樹と自分との連なりがかなり強度で、自分と公孫樹と 同一視しているようなところがあ 「公孫樹とはアイデンティティ くなってきている」
５７
点を指摘している。
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信吾はきみ子と同じく豊かな感性と鋭敏な観察力の持
つ老人である。 周りの自然から刺激を受けながら、
頭の中で彼自身が憧れている世界を作り上げている。信吾が「菊子の心に空白があるよう」に感じたのは、菊子が彼自身と同じような認識を持たず、彼の想像の世
界に属しない部分、彼のあこがれを満たさない部
分、いわゆる現実的な部分を意識したからである。
 
信吾と同じように、きみ子はざくろの実に気づいた瞬間心を躍らせ、自分の頭の中で、ざくろの実を自
分と同一視しておいたが、母の「忘れてゐた」という言葉、さらに「ちょつと見ただけで、また台所へもどつて行つた」と う無関心な様子に っ 、目の前
の自分達の現実生活に戻らされた。そこで「縁先き
になつてゐるざくろの実も忘れて暮らしてゐる」と う自分達のさびしい生活を意識するのである。母はきみ子を想像の世界から現 の世界に引き戻す役割を果 したと言え
 
作品の中で、母娘は対照的に描かれている。母 きみ子 内的世界に属しない「無頓着」な人間である。
啓吉が帰り、きみ子の思いがまだ啓吉に残り、 「ちょつと庭の木戸の方を見送つてゐる」時、母は ざくろを拾つ」た。そして、それを「台所で洗つて来 」 み子に「差し出 」 。自分の想像に耽っているきみ子は常に母の言動に触発され、我に返ったり、新しい思いを頭 浮ばせたりする。母からざくろを渡されることによって、きみ子の内心に潜んでいた恋人と結びたい いう娘心を引き出 ざくろ 実を食べた瞬間、 「悲しいよろこび」を味わう。しかし、 「そんなきみ子に母は、一向無頓着で、もう立ち上つてゐた」と、きみ の心の機微に通じることなく、 つも通 の行動を取る。
 
「一向無頓着」な母が鏡台の前に座り、 「ゆつくり」 亡夫の話をす 場面では、女としての柔らかい側
面を見せている。 「髪」が匂わせ 夫婦間の情愛は
きみ子の、啓吉の恋人になりたいという思い、つまり
女心に連なっ く 母は娘 ざくろを渡すこと、 らに眼の前で「髪を梳く」こ よって、きみ子の内心に潜んだ欲望を引き出し 心 「質的変化」をもたらし、娘 ら女への変化を促した であ 。
 
こうして、きみ子の内的世界は母と深く関わり、揺れ動きながら変化していくのである。今まで自分の
内的世界で、感情の頂点に至ったきみ 、もう一度原点――「泣きさうな幸福」 も ら てくれた ざくろの実」――に立ち戻った時に、現実との距離感を再度認識させられた である。
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母はただ勿体ないと思つただけで、 今もただそれだけのことで、 ざくろをきみ子にくれたのだらう。
母はさういふ暮しをして来たので、つい習はしが出たのだらう。
 
きみ子は、秘密のよろこびに触れ 自分が 母に恥かしかつた。
 
 
きみ子の内的世界は想像と空想が入り交じりながら揺れ動き、現実に近づいたり、遠ざかったりする。
きみ子の内心に潜んだ願望・欲望が彼女の想像を促し
、さらにざくろの実を食べる行為、または母の行為
によってそれが刺激され、次第に空想に走っていく。その過程を通してきみ子は夫婦間の情愛を味わい、心に「質的変化」を生じたのである。しかしながら、現実を意識させられた時、自分の「泣きさうな」幸福があくまで母と共有できない、分かち合えない「秘密のよろこび」だということに気づく、現実生活に立脚した母 よって、自分の感情を再認識させられた
。また「啓吉に知らないで、心いっぱいの別れ方を
したやうに思ひ、 たいつまでも啓吉 待つてゐられさうに思ふ」のである。
 
このように見てくると、 「ざくろ」という作品においての母の役割は両義的で、きみ子は母の言動によっ
て、想像から現実 戻されたり、自分の感情を再認識
させられたりする。一方、母はきみ子の内 に潜ん
だ欲望を引き出し、想像上においての啓吉と 関係 成就させたりもする。
 
 第三項
 
「ざくろの実」の意味
 
作品の冒頭部分で、 「ざくろの葉は散りつくした」 「
ざくろの木が裸になつた」のは落葉して生を終えた
死のイメージがする。 「山の音」にも「裸木」が死 象徴 して同じく取り扱わ て
 
 
その公孫樹が台風の一夜で、裸木になつたのだつた。 （中略）
 
公孫樹 大木は再び芽を吹いた。
 
大通りから小路に折れると、信吾はその公孫樹に向つて帰るわけなので、毎日眺めてゐた。茶の間
からも見てゐた。
 
「公孫樹はやはり、桜よりも強いところがあるんだね
。長生きをする木はちがふのかと思つて見てゐ
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るんだ。 」と信吾は言つた。
 
「あんな老木が、秋になつてもう一度若葉を出すには、どれほどの力がいるものだらうね。 」
 
「でも、さびしさうな葉ぢやありませんの。 」
 
「さう。あれで、春に出る の うな大きさになれるかと思つて見てゐるんだ 、なかなか大きくならないね。 」
 
 
葉は小さいばかりでなく、まばらであつた。枝をかくすほどには多くない。その葉はまた薄いやう
であつた。色も緑が足りなくて、薄黄色かつた。
 
秋の朝日は公孫樹のやは 裸木にさしてゐる感じだつた。
 
 
「山の音」の物語は主人公信吾の死への恐怖から始まっている。物語の冒頭で自分の老いや衰えから死
への恐怖を抱いている信吾にとって、台風で裸木にな
る公孫樹は死の象徴であると言える。自分を公孫樹
と同一視した信吾は「裸木が再び芽を吹く」のが、 「死から生へ」と時間的に退行しようとする自分の「回春願望」を実現させたようなものであると感じている。公孫樹が長 きする木だから、自分も長生きするだろうと信吾は思うのである。引用 最後の一文にお て 日 さす」という表現は何を意味してい のだろうか。
 
鶴田欣也は前掲の論文で「信吾は裸木になっても若い芽をふき出す公孫樹に感激し、裸木になったまま
の桜と公孫樹を較べて、公孫樹の強さを強調しようとす のだが、それを聞いている菊子の反応は意外に冷ややか」だと指摘している。菊子 水をかけるような反応にもかかわらず 信吾は「秋の朝日は公孫樹のやはり裸木にさしている」 感じた である。 「日 さ 」 表現は信吾の自意識への執着を表わしている。「やはり」という副詞によって、そういう意志が らに強調されている である。
 
「ざくろ」という作品においても、 「日の光り」 「日がさす」に関する表現は重要な役割を果た
以下の首尾二箇所である。
 
 
このざくろの実も、落葉に丸くかこまれた庭土も、凛と強くて、きみ子は庭に出ると、
 
竹竿でざ
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くろの実を取つた。
 
熟し切つてゐた。盛り上る実の力で張り裂けるやうに割れてゐた。縁に置くと、粒々が日に光り、
日の光は粒々を透き通
 
きみ子はざくろにすまなかつたやうに思つた。
 
………………………………………………………………………………………………………………………
 
そつと母の方を見ると、鏡台を隔てる障子にも、日がさしてゐた。
 
膝に持 たざくろに歯をあてること ど、もうきみ子には恐ろしいやうだつた。
 
 
きみ子は「みごとな果実」を自分の生命に重ねている。母の「忘れてゐた」という言葉によって、自分
達の生活を意識させられたが、目の前の「ざくろの実も、落葉に丸くかこまれた庭土も、凛と強く」感じる。 「凛と強く」という表現はどう理解したらいいだろう。
 
川端の長編小説「千羽鶴」の中では、 「強くて、凛としてますわ」という表現が「唐津」の茶碗を形容す
るために用いられている。
 
 
「強くて、凛としてますわ。あの志野よりも、ずつと立派ですわ。 」
 
「くらべるのは無理でせう、志野と唐津と……。 」
 
「でも、ならべ みればわかりますわ。 」 （中略）
 
志野と唐津との二つの茶碗をならべて置いた時、菊治と文子はふと目が合つた。
 
 
 
 
そして、同時に茶碗へ目を落した。
 
菊治はあわてたやうに言つた。
 
「男茶碗と女茶碗ですね。かうし ならべてみると……
 
文子はものが言へないらしく、うなづいた。
 
菊治にも自分 言葉が、異様にひびいた。
 
唐津は絵つけがなく、無地であつた。枇杷色がかつ 青に、茜もさしてゐた。腰が強 張つてゐた。
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「旅にもお待ちになつて、お父さまのお好きなお茶碗でせう。お父さまらしいですわ。 」
 
文子は危険な言葉を、危険とは気がつかないやうだ。
 
志野の茶碗は、文子の母らしい 、菊治は言へなかつた。しかし、二つの茶碗は、菊治の父と文
子の母との心のやうに、ここ らんでゐる。
 
三四百年昔の茶碗の姿は健康で、病的な妄想を誘ひ しない。しかし、生命が張りつめてゐて、官
能的でさへある。
 
 
「冷たくて温いやうに艶な志野の肌は、そのまま太田夫人を菊治に思はせる」ように、 「絵つけがなく、
無地で」 「枇杷色がかつた青に、茜もさしてゐた。腰が強く張つてゐた」という唐津が菊治の父らしいと文子は見ている。唐津と志野の茶碗が二人の目には「男茶碗と女茶碗」のように「官能的」に映っている。
 
「熟し切つてゐた」 「張り裂けるやうに割れてゐた」ざくろの実は「凛と強くて」 、きみ子の成熟した生
命そのものである。また、 「盛上がる実の力で張り裂けるやうに割れて」 「竹竿でざくろの実を取つた」という描写は官能的である。熟れた女体の象徴であるざくろの実を、男性を示唆する「竹竿 で取ったのは、きみ子と後に登場する啓吉との男女関係を暗示する場面となっている。
 
それでは、文章の冒頭部分において、縁側に置かれていたざくろの実が「日に光り」 、 「日の光は粒々を
透き通つた」という描写から 何が読み取 るのだろう
か。きみ子は「縁先きになつてゐるざくろの実も
忘れて暮らしてゐる」 「自分達のさびしさ」を意識しながら、目の前のざくろの実を「凛と強く」感じている。つまり、自らの生命そのも としてのざくろの実の象徴的なイメージは、きみ子自身の頭の中に強く存在している。さ に、 「粒々を透き通つた」日の光は、きみ子が想像の世界に浸っ いる光な ではないかと理解できる。 「ざくろにすまなかった」のは、きみ子が自分の女性として成熟した生命に何か物足りなさを感じてい からである。
 
小説の末尾にも、 「鏡台を隔てる障子にも、日がさして」いる。鏡台は嫁入り道具である。また 母が鏡
台の前に座り、亡くなった夫の話をきみ子 聞かせている。小説の最後に、 「泣きさうな幸福」を味わ 、「いつまでも啓吉を待つてゐられさうに思ふ」きみ子が自分 頭 なかで啓吉と夫婦にな ことを想像す
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る。 「日がさしてゐた」のはきみ子のそのような想像への執着を表わしていると言える。ただし、障子は日を通すことが出来ないので、きみ子の想像 世界と現実との隔たりが象徴され、小説の結末へ繋がっていくのであ
 
では、きみ子は何故想像の世界へ執着するのだろうか。きみ子にとって、啓吉との愛は想像の中で成就
したものである。啓吉が戦場から帰ろうと、帰るまいと関係なく、いつまでも心の中にあり続け ことができる。そうすると、ざくろの実はきみ子に って、
官能的なざくろの実から、自分を想像の世界へ連れ
ていく媒体、さらに生 死の境界を超えるきみ子の愛 象徴になっていると言える。ざくろの実に「歯をあてる」と、そのよ な想像の世界もはかなく消えてしまうだろう 感じられるからこそ、きみ子は「恐ろしい」と思うのである。そして そのことは啓吉が戦場から ってこ いことを暗示している。小説死のイメージから出発 また死の世界へ戻り、首尾一貫し いると見られる。
 
きみ子は繊細で敏感な娘で、自分の感性で一つの想像の世界を作り出している。そのような想像の世界
において、官能的なざくろの実を自分に連ね、自分 女性としての成熟 た生命に何か物足りなさを感じたが、母が「ただ勿体 い つただけで」ざくろ
果実をくれたことで、内心で恋人との一体化を体験
し、 啓吉との間に両親と似たような関係性が成立 た
ように思い、 夫婦間の情愛のようなものを味わった。
自分の生命もこの意味において満たされた きみ子に対して 母は現実生活に立脚した人間で、きみ子を想像の世界から引き戻す、ま 、きみ子の内心 潜んだ欲望を引き出す両義的な役割を果 している。小説の最後 場面で、きみ子がざくろの実に歯 あてるこ を恐ろ く感じ 。それは きみ子の頭の中で自らを想像の世界へ連れ いく存在としてのざくろが、食べ物として実物化す こと より、啓吉との生死を超える愛が消失に向 うと考えたからであろう。 「娘 から「女」へ 変化する過程で現実的指向が強くなって たきみ子は、戦地に向かう啓吉との愛が自らの想像 中でしか成立 ないという 感とともに、そ 悲哀 噛みしめているのである。きみ子
の悲しい思いは、 「悲しいよろこび」という両極に
引き裂かれた感情によ 表層化し、 「泣きさ な幸福」を経 徐々 重層的に り、さらに「恐ろ 」さを伴うこ によってより複雑な感情と 描出されている。
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第四項
 
戦争との関連及び戦後の作品への繋がり
 
川端は「ざくろ」において、豊かな心の持つ娘きみ子
を登場させ、彼女が執着した想像の世界で、恋人
啓吉との愛を成就させ、生命の充実を実現させた。しかし、現実生活に立脚した無頓着な母や戦場へ赴く啓吉は、ある意味でそれを打ち砕く存在として目の前の生活を強く意識させている。戦争へ対する川端のささやかな批判が読み取れる。作品は死の象徴として
の落葉から始まり、きみ子の、啓吉の戦死の予感が
する「恐ろしさ」で閉じられる。戦争に関する直接な描写は見られないが、作品に大きく死の影を落している。
 
本節では主人公きみ子の感性に焦点を絞り、ざくろの実の意味を考察して た。一方で、小説にはそれ
と交錯するもう一つの軸があるのである。 は啓吉の出征という戦争 背景である。もう一度作品に戻ってみると、きみ子は「盛り上る実 力で張り裂けるやうに割れてゐた」 「ざくろの実」に「すまなかつやうに思つ」てい 。それは単に自分自身の生命そのものに対する思いなのであろうか。おそらく、戦場へ赴く啓吉の生命を愛おしいと感じたのではないだろうか 「啓吉 眼にふとあたたかいものが浮びかかつた時」 、ざくろを落している。それが戦場で命を落すことを暗示しているのではない 。啓吉 「自分で気づかずに手を動かし」 、 「二つに割らうとしたはず
みに、取り落とした」ざくろを母が拾い、それはまた
きみ子に手渡される。きみ子はざくろの実によって 一体化になり、自分の生命が満たされる。小説の結末で、きみ子が「ざくろに歯 あてることなど」恐ろしく感じたのは、きみ子 啓吉へ対する愛と同時に、ざくろに生命の重さ 感じたのではないだろうか。
 
戦時下に川端は八年以上停滞していた〈掌の小説〉の
執筆を「ざくろ」を以て再開し、 「ざくろ」その内
部から生命力が迸り、人間の生命を象徴する にいか
にもふさわしい果実をモチーフに、自分の戦争へ対
する思いを込めている。作品から荒い時代の波 打たれ がら、 お人間の心 繊細さ、生命の充実、さらに生死を超えた純粋な愛を求めようと
する作者川端康成の内的世界が窺える。
 
「ざくろ」は、主人公きみ子の想像の世界で描いた恋人との愛が、 「ざくろの実」が実物化することによ
って消失に向う物語である。川端は戦後の短編小説「生命 樹 （ 『婦人文庫』一九四六・七）においても同じく主人公敬子の愛の幻滅を描いている。
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特攻隊員として命を失った恋人植木を思い、殉死する
ことを望む敬子は、寺村と一緒に東京へ向う車中
に、視線の先にあるものが相手と差があることを気にしている。
 
 
さういふ日々があつたので、私は東海道の新芽のあ
ざやかさも、自分の死ぬつもりと結びつけるの
かもしれなかつた。
 
自然よりも焼跡が気にかかる、寺村さん 生きる
人、自然に目をひかれる私は、死ぬ人なのかもし
れなかつた。
 
 「確かに明日死ぬお方だつたから、あの五月の星空はき
つと不思議に美しくお見えになつてゐた では
なかつたらうか」 「その植木さんのお傍だつたから、
私にもあやしい火が燃えたのだつたらうか」と感じ取
った敬子は、植木が戦死したあとも
、自らの視線が空襲の焼跡より「新芽のあざやかさ」に向いているこ
とを強く意識し との一体化を図っている。
 
 
植木さんと私とは、お互ひに愛してゐたと、寺村さんはおつしやつたけれど、ほんたうに確かなこ
となのだらうか。御遺族のお宅へ持ち出せるほどの事実であつたのだらうか。 （中略）
 
愛はあからさまな言葉に出すべきものなのだらうか。
 
寺村さんによつて、私の思ひ 初めて言葉といふものに現はれた。人前にさらされた。日の目を見
た。第三者を入れて、現実の問題となつた。 （中略）
 
植木さんは私を愛して したのか、私 確かめよう
ともしなかつたし、疑
はうともしなかつた。
 
しかし、第三者にあからさまな言葉で指さされて、私は心 なかから取り出して、人手に渡してみ
せなければならないやうになると それはとらへるべき形がなく、は なく消え失せさうだつた。心の外に出ると冷たく るのを嫌つて、私の底にかくれてしまひさうだつた。
 
 
植木の母との面会の後で、敬子が自ら心の中に潜んだ愛あるいは意識は、 「あからさまな言葉に」出され
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言語化し、 「言葉といふものに現れ」 「人前にさらさ
れた」時に、はっきりと形にあらわれ、それと同時に
寺村さんによって植木の御遺族の前にさらされ、つまり「第三者を入れて、現実の問題となつた」時に顕在化する。言語化 顕在化することによって、敬子の愛は不確かなものになり 「とらへるべき形がなく、はかなく消え失せさう」なものになってしま た。
 
鶴田欣也は戦後川端の長編小説「山の音」の主人公信
吾の世界を、 「美しい義姉の世界」と「現実の世界」
と二つに分けているとし、小説を前者から後者に「彼が移行する過程」だと指摘している。
 
 
信吾の世界はおおまかにいってふたつに分けられ
ると思う。ひとつは美しい義姉の世界であり、も
う一つは現実の世界である。山の音、夢、菊子、新宿御苑等が美しい義姉の世界に属し、信吾の家族、東京の仕事の場所、そこへ通う電車、友人等が現実の勢力である。自然や美術品は両方の世界にかかわり、あるとき 向う側の世界に主人公を連れていっ
たり、また、あるときは、こちら側の現実に連
れ戻す役を果たしたりする。信吾の教育というのは、向こう側からこちら側に彼が移行する過程を指したものといえる。
５８
 
 
最終場面で、信吾は「美しい義姉の世界に属」する菊子を呼んだが、洗い物の音で声が届かないようだ
った。それは彼自身がいままで義姉の面影への執着・憧憬が遠ざかって行き、現実生活に戻ってくることを暗示している。実現不可能な理想美に取り付かれ、死の恐怖におののい いる信吾は、最後 夢からめ、自己を取り巻く世界を素直に受け止めようとする人間 なりつつも、寂し と悲しさを同時 味わうことになったのである。
 
このように見てくると、主人公の心象が、自らの執着
心から次第に現実へと向かい幻滅していく、そし
てさらにその悲哀 味わうと う方向性が示される。
新感覚派から出発した作家の「現実」との対峙がそ
こにある。戦中戦後において、想像や内的世界に執着しながら、純粋な魂の強さ、鋭さと同時に、時代の流れの中で、数々の規制 さえぎられ、抑制を受けず はいられない人生のはかな 人間の弱 悲さも描いて見せてくれている。理想と現実の両極の間に往来す この時期の川端文学の特色と成り得てい
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る。
 
  
第二章
 
「十七歳」 、 「小切」論
 
 第一節
 
「十七歳」―妹の悲しみの内実
 
川端康成の小説「十七歳」は「わかめ」 「小切」と併せて、 「文芸春秋」第二二巻第七号（一九四四・七）
に「一草一花」という総題のもとに発表された。後に『朝雲』 （新潮社
 
一九四五）に初めて収められ、そ
れ以後の全集に収録された
５９
。 「十七歳」は「ざくろ」 （ 「新潮」第四〇巻第五号、一九四三・五） 、 「わか
め」 「小切」など戦中に書かれた〈掌の小説〉とともに「それぞれの環境で銃後を守ってひたむきに生きる日本の女たちが、共感をこめて描 ている」
６０
作品として評価され、 「康成の戦中の心情、戦争に寄せ
る関心を探るのに見逃せぬ作品
６１
だとされてきた。しかし、その実態は未だに明らかになっていない。
本節では、作品解釈の鍵と思われる妹 焦点を当てて
考察を行う。まず「イヤデスさん」が呼び起こす一
七歳の妹の悲しみを読み取る。そして、その悲しみが深化していく過程においての妹の精神的成長と心境の変化を解明する。さらに、戦争を背景とする姉と妹の対照的な姿、 「イヤデスさん」と「オツカア」の意味など多角的な視点から分析し 一七歳の妹の悲しみの内実を明らか したい。
 
 第一項
 
妹の悲しみ
 
まず、この作品がある一七歳の少女・妹の十年前
の思い出から始まっていることに留意したい。
 
 
銀杏が落ちてゐるからといふ妹に誘はれて姉も寺の庭へ行つてみると、銀杏の木蔭の地蔵堂に貼紙
をして、 「ここで遊んではいけません」と書いてあるのが眼についたが、よく見ると、その墨の字の横に薄い鉛筆で、
 
「イヤデス」と子供の字があつた。それを書いたのが妹だと分 と、姉はあわてて 連れて帰つた。
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家で叱られてから妹もこはくなつて、寺
の庭へはもう遊びに行けなかつた。
 
 
妹は寺の警告の貼紙に「イヤデス」と書くような、素直で無邪気な子供である。大坪利彦は「無邪気な
ある面では放恣ともいえる反抗の出来ることが子どもの特権であ」
６２
ると述べている。小説の冒頭に、こ
の「イヤデスさん」 呼ばれ 妹の十年前の思い出を置く は、重要な伏線だと考えられる。
 
妹は現在病床に伏している。病院から姉に手紙を出そうと考え 鉛筆を削っている。そして、白い敷布
に吹き飛ばされた「鉛筆の心」を小さい蟻が一心に運
んでいることに気付く。蟻の行動を「見つめてゐる
うち 、自分が蟻の小さい体になつて敷布の広さが感
じられて来た。白い布が雪原か氷原のやうに思はれ
た。なにか悲しくなつた」 。ここで「雪原」 「氷原」
と語られる空間の広がりは、身に沁みる冷たさを感じ
させる 病気のために感傷的になっている妹は、無限
の空間の中で、卑小な営みを続ける蟻に自己を投影
し、寂しさ、無力感を味わい、悲しくなったのである。
 
 
病気してから些細なことにも涙脆いが、その感傷が子供つぽいばかりでなく、感傷に誘はれて子供
のころを思ひ出し勝ちだつた。そしてそれに気がつく度に、自分の年が分らなくなつてしまつたやうな、年齢のよりどころを失つてしまつたやうな不安を感じた。十七の今 まで、自分の年を真面目に考へてみた とはなかつたが、初めて考へてみると、自分は大きくなれないでゐるのかしらと恐かつた。
 
 
「感傷に誘はれて子供のころを思ひ出し勝ち」なのは、病院という一時的に外界と 連絡が遮断された
空間で、自己の内面に向かわざるをえなくなっている
からだと考えられる。雑多な日常的生活空間よりも
孤立した純粋空間 中にいる人間の方が、自己を凝視す 機会が多 りがちである。病院 ま にそような「純粋空間」だと言える。妹はそこで自らの孤独と向き合い 「自分ひとり時間 外に置き去られたやう」に感じている。それゆえ 「自分の年が分らなくな」り 「年齢のよりどころを失つてしまつたである。つまり、この時点において、妹の「時間」 止まって まったのである。妹の みは病気にな
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った少女の感傷によるものであるという一面もあるが、一時的に外界と遮断された空間の中に置かれているからこそ、自覚させられるものである。鶴田欣也は
、川端文学の特徴の一つとして、登場する女性達が
「社会の制約からはみ出るとき、生命の痛みが一層強く感じられる仕組」
６３
を指摘している。 「十七歳」
の妹も、入院することにより、世間に汚され ことなく、純粋無垢でいることが可能になる。その純粋無垢は「雪原」 「氷原」の白さによって象徴化されて る。
 
かつて母が見舞いにきた時、 「昨夜庭へ出てみると、 もう梅干に夜露がおりてゐてね」 と何気なく話した。
「梅干に夜露がおり ことは時間 流れを感じさせ
、また病室の外の生活を意識させる。病室の中では
止まっているように感じられる時間が変わらず流れつ
づけているのだと気付かせる母のその言葉が、 「妙
に」妹の 胸に迫つて来た し」た。一方、日常の食
生活に欠かせない「梅干」がまた妹に 時間の流
れに生きている人間を思わせるだろう。 「下の妹」も
いつのまにか物を惜しむようなことをするようになっ
ている。妹は「つまむとくづれてしまふ灰を一心に拾
」う「下の妹」の姿に一生懸命に生きている人間の
空しさを見ている。 た「夜露」からは夜の冷 さを感じ取り、人間をいとおしく思 ような、哀れむような感情が湧い きており、 「人々の寝静 つた町が感じ れた」のであ 。
 
では、妹の悲しみは単に病室にいる少女の感傷から来るものだろうか。 「 『休ませていただきます。 』と言
ふと涙が出た」 「戦争中なのに、かうして病人と て休ませても ふ、大きい感謝だつた」 ような情はどう理解し らいいのか、 にとって一七歳 ど
のような意味を持つのか、その内実を分析・考察し
たい。
 
病人として休んでいる妹は「自分は大きくなれな でゐる かしらと恐かつた」 。そして、自分の行動の
「子供つぽさ」が気になっている。妹にとって「大きく」なるとは何を意味している だろうか。
 
作品が発表された一九四四（昭和一九）年時点 数え年一七歳だとしたら、妹の生まれ年は一九二八（昭
和三）年になる。すると、妹が三歳の時に満州事変 九歳 時に日中戦争、そし 一三歳の に太平洋戦争が引き起こされたことになる。つまり、妹は、物心
のつく頃から一七歳の現在に至るまで、戦争の時代
の中に生きていたことになる。
 
一九三八（昭和一三）年には国家総動員法が公布され
、若年層の勤労奉仕も行われていた。太平洋戦争
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勃発から二年後の一九四三（昭和一八）年に入ると、銃後の生産活動を支える労働力は一段と不足した。この年、学徒の勤労動員が始まり、九〇万の学徒が軍需工場に徴用されるようになった。学徒と並んで、労働力 供給源とされた が未婚の女性である。同
年九月、政府は女子挺身隊を編成し、一四歳から二五
歳までの未婚・無職・不在学女子に対し、一年ないし二年の長期にわたる勤労奉仕 義務づけ 一四歳以上の未婚女性は婦人会などを単位として、新規の女
学校卒業生は同窓会単位で、軍需工場や農繁期の農
村に送り込 れた。この動きは一九四四（昭和一九） の学徒勤労令や女子挺身隊令の公布によってさらに徹底され、国民学校高等科 中等学校低学年 まで動員
が拡大し、中等学校三年生以上の男女には深夜
労働まで課 た
６４
。同年の「朝日新聞」にも、女学生の病院などへの挺身や生産工場への繰り込みに関
する記事が見られる
６５
。
 
妹が義務教育を受けたことを前提として考えると、一九四〇（昭和一五）年に尋常小学校を卒業してい
ると推定できる。そして、一九四四（昭和一九）年 学校系統図
６６
を参照すると、数え年一七歳（満一六
歳）は、ちょうど高等女学校を卒業する年であること
が分かる。妹が高等女学校へ進学したか否かは作品
から判断しにくいが、一九四三（昭和一八） 以降、動員の範囲が次第に広が 一九四四学徒、女子とにかかわらず戦争体制に組み込まれる
とは免れない。一七歳の妹も、病気をしなければ、
労働力の供給源 された「未婚の 性」として真っ先に動員され、 軍需工場や農繁期の農村に送り込まれ、戦争生活に溶け込んで働 なければならない立場であると考えられる。
 
このような背景のもとに、病気になり、勤労動員から除外されている妹は、ただ感傷的で何の役にも立
たない自分のことを「子供つぽい」 子供みたい 「大きくなれないでゐる」と感じている。 「病人として休ませてもらふ、大きい感謝」というのも、現代からは過剰とも思え が、戦時を生 る人間ゆえの感情として理解されるものだろう。
 
 
今も蟻と遊ぶやうな子供つぽさの後で、なにか悲しくなると、年齢の階段みたいなものをことんと
踏み外したやうで、眼をつぶつて横になつた。鉛筆の心なんか運んで行つてと蟻に話しかけようとしても、自分の方が先きにさびしか た。
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自分が役に立たない人間だと思い、蟻に積極的に声を掛けることさえできない、自己の「さびし」さに
閉じ込められている妹の心境である。
 
当時、 「多くの国民が日米開戦に不安を抱いたが、こ
との重大性に気づく人は少なかった。物質窮乏とイ
ンフレに苦しみながらも、 市民はよく働き、 『欲しがりません勝つまでは』 のかけ声に従順にこたえていた」６７
のである。妹が「イヤデスさん」と揶揄された十年前は、まだ子供が「イヤデス」と口に素直に出すこ
とができていたが、戦況が進む現在、もう誰も「イヤデス」と言えないようになり、戦争に勝つまで我慢するしかなくなる。国民全体 国家総動員体制に巻き込まれ、 「大東亜戦争」 猛進するなか、いわゆる個人の哀歓が否定されている時代において、妹は「現在の資格に欠けている」
６８
人間だと言えるが、入院し
てそのような状況の外に る自己の内面にあらがい、
同時代に生きている人間を、自分とは異なる存在と
して意識するのである。妹の悲しみは、病室 いるか
らこそ生まれる戦争中の に対する憐憫であり、
同時代の一般的な一七歳の女性 実態から遊離することによって生まれた純粋な感傷では だろうか。
 
 第二項
 
妹の成長―〈悲しみ〉の深化
 
妹は妊娠した姉が見舞いにきた時、母からもらったという「四つで死んだ上の姉の晴着」を見せられた。
 
 
 
 
「でも、男の子か女の子か分からないでせう。 」と妹は言つた。
 
 
 
「女の子らしいわ。 」と姉はあつさり片づけた
 
「私の様子を見ても、女でせうつて、お母さまもおつ
しやるのよ。うちは女の子がよく産れるし。 」
 
 
 
 
「そんな死んだ人の着物着せていいの。 」
 
「平気よ。今時そんなこと言つてられないわ。よその人のならいやでせうけれど。 」
 
「今時、そんないい着物、目立つて。 」と妹は言ひかかつて、着物を惜しがつてゐるやうな、姉を妬んでゐるやうな自分にびつくりした。
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小さい頃「上の姉」のことについて、お互い「感傷の相手」として付き合ってきた姉妹にとって、 「上の
姉の幼い晴着」は「大事なもの」である。母からその「晴着」をもらった姉に対して、その着物をこれから生まれる子供に着せるのがいいことなのだろう と「妹」は言いかける。そして、 「着物を惜しがつてゐるやうな、姉を妬んでゐるやうな」自己の感情を不思
議に思うのである。姉が母からその着物をもらうと、
いままで姉と二人で精神上共有していると思っていたものが、完全に姉のものにな て まう。その時、嫉妬の気持ちが たのである。それは妹が「上
姉の晴着」を二人の間の大切な記憶の名残りとして
見ているからだと言っていいだろう。
 
 
紅白の乱れ鶴の小袖、朱に金の菊の浮き出たちゃんちゃんこ、紫に白牡丹を染め抜いた被布、緋縮
緬の長襦袢、妹は一目で分つた。
 
 
妹が「一目で分つた」晴着は「朱」 「金」 「紫」 「白」という鮮やかな色合 と 「乱れ鶴」 「菊」 「牡丹」
などの華麗な文様を持っている。妹は「今時そんな 着物、目立つて」と姉を妬んでいるように言っているが、 「今時」とはどのような状況だろうか。
 
戦時下、生活必需品のなかでもっとも早く欠乏したのが衣料品だった。原料の大部分を輸入に頼る繊維
製品は、日中戦争開始直後から不足し た 一九四
二（昭和一七）年二月、一般国民に最低限の衣料品
を保障し、軍需方面の配給を確保しようとする「衣料
品総合切符制」が実施された。男は戦闘帽に国民服、
女は袂を落 た筒袖にもんぺが決戦下の画一的な服装
となった。 「当時の子どもで つぎの当たっていない
服を着ている子は少なかった。ズボンのひざも、洋服のひじも袖口も、つぎ当てがしてあった。傷んで着られなくなった大人の服の生地を工夫して、子ど 服を作 こと 推奨された」
６９
。 「今時」は「ぜいた
くは敵だ」
７０
が叫ばれ、衣類などが配給制となり、国民服や決戦服が奨励される時代であり、色鮮やかで
華やかな着物を子供に着せることは一般的ではない。時勢に合わ いのである。
 
 
「こんどはね、赤ん坊にこの着物を着せて来るかもしれないわ。丈夫になつてらつしやいね お前が
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これを孫に着せておくれたら、さつぱりして、あの子
もたつしやになるでせうつて、お母さまがおつ
しやつてらした。お母さまつて、大変なことを考へるものだと思つたけど、ありがたいものよ。 」
 
 
姉の「こんどはね、赤ん坊にこの着物を着せて来るかもしれないわ」という言葉の裏には、戦争が早く
終り、 「晴着」が着られるような豊かな生活が早く訪れるようになってほしいという祈念が込められている。
７１
そして、母は「父母の悲しい秘密」が載せられた死んだ姉の「晴着」を、新しい生命に着せること
によって、この家庭からも暗い歴史や不祥なことが祓われ、明るくなれるだろうと信じており、すべてが「さつぱりして」 、病床に伏している妹も「たつしやになる」だろうと願っている。姉はそれを「大変なこと」だと素直に受け止め、また「ありがた」く 思ったのである。母や姉に って、 「上の姉の晴着」は、今の生活を耐え抜いたあと 明るい未来を意味している。
 
 
妹は涙が噴き出して来て両手で顔を隠した。姉があわてて慰め、それから病気のせゐにして叱るの
を妹は案外落ちついて、ただ愛撫と感じてゐた。清々しいばかりだつた。
 
しかし心が洗はれるにつれ 、なほせつなく悲 いのは、自分がなにも分つてゐないといふことだ
つた。母や姉さへ少しも分つ あげられないといふ愛情の身悶えだつた。母や姉の生き方を抱かうとしても、手がかからなくてばたりと倒れ、逆に子供みたいに抱かれ ゐる自分を見るだけだ。小 い姉ママ
７２
さへ分らない。
 
 
 
 
 
  
妹は「涙が噴き出して来て両手で顔を隠した」 。それは今までただ「子供つぽい」自己への感傷に閉じ込
められ、 「自分がなにも分つてゐない」と自覚したからである。母や姉にとって、亡くなった「上の姉」晴着には家族を思う母の祈念がこれほど込められてい
るのかと、姉に対する嫉妬も恥ずかしく思うのであ
る。自己の偏狭を意識するとともに、姉に対する理解を改め が、それゆえにかえって 悲しみも深まった。しかし、ここには妹の精神的成長が見られる。母や姉の「 き方」 も、蟻の一生懸命にも、生へ
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向かって進み、時代を生き抜く堅忍があるのではない
かと、 「小さい蟻さへ分らない」自分に気付いたので
ある。
 
 
第三項
 
妹の心境の変化
 
 
第二項では妹の悲しみの深化をあきらかにしてきたが、ここからはそれを踏まえつつ、結末に至る妹の
心境の変化をさらに詳細に見 いきたい。まず、 「姉
の生き方」が妹の目にどう映っているかに着目する。
 
 「子供ね。病気にあまえてちやだめよ。 」と姉は妹を見据ゑて、その止まつた眼に妊娠の疲れが出たけれども、ほんの瞬間だつた。 （中略）
 
「オツカアといふ は私のことなのよ。オツカアと言
ふと、なにかどんと据ゑつけたものみたいで、
妙な気がしたけれど、兵隊さんはさういふらしいわ 言ひながら眼を離さなかつた。妹に姉の肩が触れてゐた。ずゐぶん久しぶりのことで妹は胸がどきどきした。筒抜けに姉が流れこんで来て、どうなるのかと思つた。
 
 
 
 
 
 
 
 
しかし姉は不意に伸び上ると少し離れた椅子に坐
つて、なにか用がすんだといふやうな顔で妹の方
を眺めた。うつ向いたの 苦しくて一服してゐるのかと、妹は気がついた。
 
 
「妊娠の疲れ」が姉の目付きや無意識な動作から流れ出たが、 「ほんの瞬間だつ」た。現実に起こる様々
な苦しみを気にせず、過ぎ去ったものにも拘らず、刻々とまわってくることを精いっぱいやる。それは姉のさっぱりした性格の一面でもあるが、現在の生活に専念することによって日常 朗らかに生きている姿でもある。妹はそれに気付くと同時に、久しぶりに姉の肩に触れ で「胸がどきどきし」た。妹にとって、用 ない「子供つぽい」自分に対し 姉は大人
として憧れの存在である。姉が近づくと衝撃が大き
く、妹は自分 存在感が薄らいだように感じられる。そうした状況の下、姉が一気に迫って て、妹は自分の存在が無くなるだろうと心配するまで刺激を受け、胸が騒いだ である。
 
姉は戦地の夫から送られた写真に「オツカア と書かれた自分のことを「なにかどんと据ゑつけたもの
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みたいで」 、 「妙な」気がすると言う。 「据ゑつけた」という表現をどう理解したらいいのか。
 
川端は一九四二年一〇月、日本文学報国会派遣作家として長野県の留守農家を訪ねている。その後エッ
セイ「日本の母」
７３
を書いた。その作品では、戦死した夫を持ち、 「日本の母」に選ばれた三〇代の女性
井上ツタヱさん 姿が次のように描かれてい 。
 
 
頬の赤い、大作りの面長に、豊かな体で、三十四といふ年より若く見えた。しつかり据つた重みの
うちに、温いものをじつと蓄へた姿だつた。明るい農婦だつた。
 
  
「日本の母」はツタヱさんのような素朴純情で、一心不乱に百姓仕事をする普通の婦人である。川端は
「かういふ無名の母達によつて、銃後はまもられてゐるのである。戦線の勇士達が呼ぶのも、かういふ母達である」
７４
と思い、その姿を書き留めたのである。いつまでも明るさを失わず、強さを持つ女性に「据
つた重み」を見ている。
 
 
そして、川端が同時期に発表した作品「 と」
７５
の結末には、次のように書かれている。
 
 
兄の戦地からの手紙を見せようと立ち上がつた嫂の後姿に、絹子はふと嫂の年、しかしこの家の人
になり切つた、据つた重みを感じて、はつとした。
 
 
小説「さと」の主人公絹子は実家へ里帰りして、以前嫂が里帰りした時のことを回想する。母は嫂の里
帰りを「この家になじんで」いない証拠だと嘆いたが、絹子は逆に嫂に同情し、嫂へ理解を示している。それから四年後、兄の戦地からの手紙を見せようと立
ち上がった嫂の後姿に、絹子はふと「この家の人に
なり切つた、据つた重みを感 て、は と」するのである。森晴雄
７６
は男達が出征したあとの、家庭での
女達の姿が、この一節に表れていると指摘した。嫂の
「据つた重み」が身に付いた四年の歳月は、日本
戦争とともに流 ている。嫂は戦時中の日本 女性の一つ 縮図だとも言える。
 
嫂と同じように、姉の夫も戦地へ出征している。そして姉は戦地にいる夫に「オ カア」と呼ばれてい
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る。その呼び方には「兵隊さん」達の銃後への信頼や安堵感が込められており、さらに戦地に身を置く彼らの精神的な支えになっている「母 の意味も含まれ
ている。姉は「なにかどんと据ゑつけたものみたい
で、妙な気がしたけれど」 、自らを「オツカア」と呼
ぶ夫の気持ちをくみとり、 「眼を離さなかつた」ので
ある。
 
 
 
 
 
「お姉さま、お産にも帰らないの。 」
 
「ええ、帰らないつもり。オツカア 亭主が留守だか
ら、帰らないはうがいいやうよ。 」と姉は笑つ
たが、ちょつと思ひ出すやうな風をして、
 
「私達、なくな た姉さんの名前、まだ聞 てないでせう。私に女の子が産れたら、知らん顔して、姉さんの名をつけてみようかしら、お父さまやお母さ
まを驚かせてあげる、そんなこと つかあんた
に言つたことあるわね。覚えてる？
 
でも、そんな名前を聞かなくてよかつたわ。子供の名前は、そ
んな少女の感傷でつけられるもんぢやないことよ。戦地からつけてもらふわ。 私の気持で、子供の名前は犯せない。 」
 
 
姉は出産の時にも実家へ帰らず、 「亭主が留守」である家をしっかり守ろうとする。その姿は「日本の
母」のツタエさん、 「さと」の嫂の姿に重なり、 「据ゑつけたもの」 意味を自ら体現している。かつて自分に女の子が生まれたら、亡くなった姉の名前を子供
につけようと、妹とともに「少女の感傷」を共有し
ていたが、いつのまにか変化した姉には、時代の影響が見られ 過去に拘りを持つ妹と、状況と呼応する姉との対照的な姿 見ら る。子供に自らの思い出
にまつわる暗い影を背負わせたくない。いつの時代
でも逞しく生きられるような子供に育ってほしいと、
子供の名前を「戦地からつけてもらふ」のはそ こ
とを如実に物語っている。
 
作品「小切」
７７
において、主人公美也子は友達が産まれた時
からの着物全部の小切れを、写真帳のよう
に貼って残してあ こ を羨ましく思った。その話を聞 と、母は感心して「美也子のも取つておけばよかつた」と言ったが、傍で聞 た父は「いやなこと する。平民 することぢやない。 」 「なんだ。そ
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んな子供はよう大きくならんぞ。 」と怒った。そんなことを思い出し、
 
 
美也子は父がなにを怒るのか分らなかつたが、今は少し分るやうな気がする。思ひ出にあまえては
ならない。過ぎゆくものにひつかかつたり、とらへようとしてはならない。もつと大事なことは、美也子の小切には暗い影が一つもま はつてゐない。平凡だけれども清潔で幸福な思ひ出ばかりだ。あの友達の美しい小切には、あの子か母かの汚辱と不幸 がしるさ てゐたかもしれ い。悲しさを大事にしてゐた ではないだらうか。
 
 との一節がある。美也子は過去の不幸を背負い、その「悲しさを大事にして」はならないと考えて る。それは「子供の名前は、そんな少女 感傷でつけられるもんぢやないことよ」と口にする姉の思いと軌を一にしている。
 
さて、ここで同じ片仮名表記である「オツカア」と「イヤデスさん」という二つの呼称に注目したい。
「オツカア」は変化した姉に対する呼称で、そこには時代の影が射している。一方、妹は「病院から姉に出す手紙に『イヤデスより』と署 しようと考へつい」た。そして、鉛筆を削っているうち 、 「折れた心」が眼に入ったかと思う 、敷布 動いていくのだ
と分かった時、 「まあいやだ。 」と何気なく言った。
一〇年前、寺の貼紙に「イヤデス」と書いた子供を彷彿とさせる。それは妹 「イヤデスさ 」の持ち続けている時間に止まったまま、 「成長」していなかったこ を意味する。そうすると、 「イヤデスさんいう呼び方には、 「いやです」 素直に言えな 社会状況 、妹の個人的「成長」とに関わる二重の意味が含まれているのではないだろうか。
 
妹は子供の名前を戦地からつけてもらうという姉の話
を聞いて頷き、それから晴着を孫に差し出す母の
思いを理解し、清々しく涙を流している。心が洗われ
るように感じながらも、病気のため母や姉のように
生きられず甘やかさ 自分に気付く。その
気付きは次のような小説の結末部分に繋がる。
 
 
けれども、こんなに溢れて来る心は天にもとどき
さうで、義兄も産まれる子もみんなきつと護つて
 - 51 - 
 
あげると、遠くへ掌を合はせる気持になると、生き生きとありがたかつた。
 
 
「何も出来ない体だけれども、ただもういい人になつておかうと素直に」思う気持から、 「こんなに溢
れて来る心は天にもとどきさう」 「みんなきつと護つてあげる」と「生き生きありがた」く思う妹の心境の変化が窺える。つまり、妹は消極的な一七歳の感傷
から脱出し、家族みんなを護りたい、祈りたいとい
う未来に向けた積極的な感情を持つよ に変化した である。
 
戦時中、病床に伏している妹は感傷的になり、一〇年前「イヤデスさん」と呼ばれた自己と姉や母との
過去を追憶し、入院時にふと自分の年 正確に把握できなくなる。それは妹が病院という一時的に外界と断ち切られた空間に置かれ、 「 ひとり時間の外 置 去られたやう」に感じ からでもあるが、国民の戦争協力が要請される中で、一七歳の国民として国家 献身しなければならない立場でいながら、勤労動員から除外され、ただ感傷的 何も役立たない自己を
「子供みたい」 「大きくなれないでゐる」と感じると
ころから生まれた年齢感の齟齬でもある。
 
妹は卑小にもかかわらず孤軍奮闘している蟻に自己を投影し、悲しみを味わう。その悲しみはまた戦争
中の人々に対する憐憫に重なり、 「休ませてい だ」くこ への感謝 気持、 「 だもういい人になつておかうと素直に思ふ」ものへと深まっていく。そのような妹 「なにも出来ない 消極的な（内的）感情は姉の見舞いを契機 積極的（外向き）なも になってい 姉が見せてくれた四つで死んだ「上の姉」の晴着には、戦争が早く終り、豊かな生活が早く訪れる
ようにという祈念が込められており、また「オツカ
ア」という義兄の姉に対する呼び方には、戦地にいる兵隊達 精神的な支え なっている母性的な存在感が示されて る。姉 、時代に溶けこんで、 「生」へ向かい懸命に生きていく「生き方」 付き、妹は自分の世界の狭さを意識しながら、家族をいとおしむ心 溢れ、遠くへ合掌して家族みん 護りた と思う「生き生きとありがた」い気持 なるのである。
 
作品「十七歳」において、きわめて日常的な生活場面には、戦時の国民の「真実」が紡がれている。若
年層が勤労動員される状況下で、病人として休ませても う感謝の気持、衣料品が不足 いて、その結果として着物が目立っている現状、 「 やです」と口に出さず 社会の変化に逆らうことなくひ すら
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銃後の生活を営んでいる女達などが、それとしてあげられる。
 
一方、作者川端の視線は病気療養中の一七歳の少女に向
けられている。妹の「成長」過程には戦時下の
社会状況から一歩踏み外したところから生まれた悲しみの心情が通底している。その悲しみは人間本来の「常」が奪われ、個人の感情が抹殺されている時代の
なか、人間の心のあり方、純粋さが如何に大切かと
気付いた作者の意識として描き出されている。
 
 
 
作品の題名である「十七歳」の意味
７８
について考えていきたい。川端は数え年一六歳、満年齢で一四歳
の時に書いた日記をもとに、小説「十六歳 日記」を執筆した。この作品は、初出の時に「十七歳の日記」「続十七歳の日記」と題された。しかし、 『伊豆の踊子』に収録される際に、妻の秀子が「年の数え方が違うのに気がついた」
７９
ために、改題されたのである。また、小説「故園」
８０
において、主人公の「十六七
歳らしい自己嫌悪 落ち 憶が語られている。一七歳は、死を間近に控えて日に日に弱っ いく最後の肉親である祖父への少年らしい愛情と嫌悪感に繋がっており、作品中分水嶺と る年齢として設定されている。
 
主人公が男性である場合の一七歳は、川端の孤児体験による精神構造（孤児根性）に繋がっている。一
方、女性であ 場合の一七歳は、むしろ川端の伊藤初代（千代）
８１
との失恋体験や女性観に影響される
側面が強い。 「川端の胸奥に象嵌された千代の像は、聖処女と て魅力を残像させる」
８２
と長谷川泉が述
べているように、川端 作品には、生涯にわたって、 「永遠の少女」
８３
像が託された人物が登場してい
る。千代をモデルとする「篝火」
８４
の主人公みち子の後姿は「小娘でも女でもなく、ただ頼りなげに背
丈を高く見せた」と描かれ、 「まだ子供なんだ」 「さつきの女学生達よりもずつとずつと子供なんだ」 「全く、まだ物の形も見えないこの十六の小娘をどうするのだ」と「子供」に強く拘っている作者川端 意識が見られる。 「伊豆の踊子」
８５
の冒頭部分で、 「私」が踊子に巡り会った時、 「不思議な形」の髪型をして
いる一四歳の踊り子は「十七くらゐ 見え」た。踊り子が「汚 る だろう 悩ましかった翌朝、浴場の真裸の踊り子を見て「 供なんだ。私達を つけ 喜びで真裸のまま日 光 中に飛び出し 爪先きで背
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一ぱいに伸び上る程に子供なんだ」と髪と衣裳に騙された自分に気付き、清々しい気持になっている。「踊子の髪が豊か過ぎるので、十七八に見えてゐた」のである。 「私は前々から十六七より年上の女にはなんの魅力も感じないといふ病的な好みに捕へられてゐた」
８６
と語られているように、 「十六七より年上
の女」はおそらく自己の精神を清めるような純粋無垢
な「子供」ではなくなり、 「魅力」も感じられなく
なる である。作者川端 とって、一七歳という年齢
は女性が「子供」から「娘盛り」を経て女へと変わ
っていく境界線として強 意識され 。
 
川端康成は作品発表直後
８７
の一九四四年六月一五日の自由日記に、自分の心情を次のように書き記し
た。
 
 
 
午前二時。明朝の飯を焚いて置けとは、明朝の万
一を豫想しての事である。明朝爆撃を蒙るものと
すれば、敵機は現在機翼を連ね爆音を轟かせて、闇夜の空を我等に向つて飛来しつつある筈である。「故園」の祖父の夢に就ての下りを書きながら、ふとこの敵機 思ふと、現在なるものの奇怪を感ずる。現在なるもの、我等の生命は常にかくの如きものであらう。防空要員でない私は今夜今時、明後日朝〆切の仕事を一途にする外に、我等 襲ひ來る敵
機に対してなすべき事がない。防空要員でない
一般の人々はただ眠りに入つてゐるであらう。私も安眠してゐるべきである。人並 眠 ゐ べきであると、真実思ふ。奇怪な「現在」である。 「故園」の四枚目を書いてゐ
 
「刻々の現在とは無論刻々の過去である といふところへ来て、この感あり。
８８
 
 
空襲の下、戦時中の生活者として国家と共棲しなければならない運命のなかで、偽りの「夢」を仮託す
る。そうした表現に「我等の生命は常にかくの如きものであらう」と、 「現在」に同調し 「現在な ものの奇怪を感ずる」という川端 違和感がある。それは戦争の現実（時代）が人間にもたらしてきたものであって、一七歳の「イヤデスさん」の悲しみの中にもあり、姉と妹との対照的な姿の中 も見出 る。「明後日朝〆切の仕事」という目の前のことを「一途に」するしかない。 「蟻」 ように「生」へ向かって「現在」を生きるべきだという川端の心境も窺える。小説「十七歳」はまさにそのような作者の心境が表
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れた作品である。
 
 第二節
 
「小切」
 
川端康成の小説「小切」は「十七歳」 「わかめ」と併せて、 「文芸春秋」第二二巻第七号（一九四四・
七）に「一草一花」という総題のもとに発表された。
「短編特輯」である当号の「文芸春秋」は「編輯後
記」にて、その旨を「緊張せる散文、緊張せる文学精神を十分に具現」するとし、またその理由を「的確なる表現技巧の再発見、緊張せる文学精神の再発足は
、良き作品の創造となつて戦力の培養に資する」か
らであ と述べ いる。田村嘉勝は、 「小切」を「銃後の日本女性の現実」が注目されて書かれた作品だと評価し、 「時宜にかなった『文芸春秋』の〈短編小説特集〉だとすれば、 『小切』もまた時宜にかなった作品 いえる」
８９
と述べている。一方、野末明は、 「小切を通
して美也子は父母の愛情を感じ自立し田山
を選ぶが、そこに時局に迎合せず自立を貫いた川端の姿勢を看取す 必要があろう」
９０
と指摘してい
る。時代に対する作者の意識という点において両者の指摘には相違が見られる 、それについて詳細な検討が必要である。 「小切 はどのよ な意味にお て「時宜 かなった作品」だと言える か。美也子が田山を選ぶ背後に 者川端のどんな思いが込められているのか。
 
本節では、まず作品の題目である「小切」に焦点を当て、それによって照らし出される銃後の現状や主
人公美也子の両面性を読み取りながら、戦時下の結婚
を背景に、美也子が大沢中尉との縁談を拒否する意
味を考える。そ うえで、作者の戦中で 活動や言説などを手掛かりに、小説結末に至る美也子 感情捉えることによって、作品に隠された意図を探りたい。
 
 
第一項
 
小切
 
 
十三四のころ着てゐた襦袢を、今時分縫ひ直すことにならうとは思はなかつた。
 
  
まず、小説の冒頭は右の一文で始まっている。文章の後の部分から分かるように、美也子はその襦袢が
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「着られなくなつた時分から、ずつと戦争が続いてる」のである。一九三七（昭和一二）年の日中戦争から作品内時間の一九四四（昭和一九）年までちょうど
七年間過ぎたことから、美也子が現在二一歳を超え
ていることが推定できる。この場面で 美也子は二一
歳の今頃一三、四歳の頃着ていた襦袢を縫い直すこ
とになるとは思わなかった。と同 に、戦争が今
まで長引くようになるとも思わなかったのである。
 
 
袖口の赤い裏は大分浅せてゐるが、なつかしいめりんすの色だつた。表もめりんすの可愛い友禅だ
つた。身ごろは紅がかつた朱と黄の格子で、ネルとしては極くありふれた柄だし、水をくぐつて毛がかたまつてゐるけれど、地はしつかりしたものだつた。めりんすも本ネルも今見ると珍らし て、ぽつと温かい気がす 。袖も元の布を使ひたい。
 
 
襦袢は「今見ると珍らし」い「めりんす」と「本ネル」の生地で仕立てられており、鮮やかな色彩と模
様である。美也子は袖裏の赤い「めりんすの色」を懐
かしく感じ、幼い頃に着ていた着物の生地に触れて
「ぽつと温かい気」がする。しかし、その襦袢は 褪せしており、 「水をくぐつて毛がかたまつてゐる」ような着古しであるが、何故今頃縫い直すのか。また、 「めりんす」と 本ネル」は何故「今」珍しく見えるのか。
 
一九四〇（昭和一五）年七月七日実施された奢侈品等製造販売制限規則（通称七・七禁令）で、 「金糸
入漆箔贅沢衣装」が禁止された 「絵羽模様羽織、裾
模様は鯨尺二尺、袖は一尺三寸以上の模様をつける
ことが禁止せられ、毛織物、綿、木綿、麻等の輸入を禁止せられたこ 、衣服界に於ける一大衝動」９１
であった。そして、太平洋戦争勃発に伴い、繊維製品の供給制限は漸次強化され、特に一般民需方面
への配給は窮屈となってきたのである。一般国民に最低限の衣料品を保障し、軍需方面の配給を確保しようとする「衣料品総合切符制」が、一九四二（昭和一
七）年一月二〇日付官報を以って公布され、同年二
月一日から実施された。衣料品の不足が深刻になり、
婦人雑誌にも大人の服の生地 工夫して子供の服を
作る、いわゆるリフォーム 大いに推奨されてい 手持ち衣料品 活用で間に合わせ も う いう衣生活の徹底的簡素化
９２
が図られている。作品中美也子が子供時代の服を縫い直すのもそのような時代背
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景があるからである。一方、 「めりんす」や「本ネル
」のような毛織物、美しい色柄や模様の着物が日常
生活から姿を消していく戦時下にあって、古簞笥の底
にある色彩豊かな古着に出会い、娘としてのおしゃ
れ心が呼び起こされ、工夫して着ようと思う美也子の歓喜もこの一節によって描出されている。
 
美也子は襦袢の袖口を解く際に、袖口の持ち出し方から「ちやうどこの襦袢の年頃に一家が東京に移つ
て来たことなど思ひ出し」ている。そして、本ネルの袖
を接ごうと思い、 「小切入れの箱を持ち出」す。
千代紙が貼ってあり、女学生の頃の思 出が蘇ってくる。しかし、使えそうなものは見つからなかった。
 
 
しかし、見つからないことが一向苦にならないし、さう急いで見つけようとするでもなく、美也子
は思案投首といふ恰好だけで、のどかに坐りこんでしまつた。
 
無論、小切の一つ一 に娘らしい思ひ出はあつた。しか その思ひ出を数へ浮べるといふほどの
ことはなく、なんとなくおだやかな時間だつた。一つ
一つの小切が生き生きしてゐて、それが美也子
に明るく映つて来るやうだつた。
 
 
美也子は「小切」が見つからなくても「のどかに坐りこんで」いる。 「膝が埋れるほど布切」を引っ張
り出して広げ、それと付き合っている時間は、美也子にとって「おだやかな時間」である。美也子は「小切」に繋がる「娘らしい思ひ出」から甘い追憶の気分にふけって、目前のことを一時的に忘れてしまう。「小 よっ もた さ た懐かしさ、暖かさ、明
るさを味わい、日々緊迫した銃後の日常生活のなか
で、のんびりした一時を過ご ている。つまり、美也子 「小切」 心の潤いを感じ取 のである。
 
 
美也子は関西の友人を思い出す。その友人の産まれた
時からの着物全部の「小切」を貼った帳面を見て
羨ましかった。母は感心して「美也子のも取つておけばよ つた」と言 たが、父に怒られる。
 
 
「いやなことをする。平民のすることぢやない。 」と吐き出す に言つた。はつと父を見て母は黙つた。父はまた、
 
「なんだ そん 子供はよう大きくならんぞ。 」
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美也子の父の感情をどう捉えるべきか。一九四二
（昭和一七）年の「前線将兵への慰問誌」
９３
の中に
は、高等女学生が書いた次の一節がある。
 
 
この間母が「スフ入りの着物ばかりで」とぐちをこぼして居たら「馬鹿、今の世の中をよく考へて
見ろ」と父に叱られたのを聞きました。日本は神の国、日本はいや国内に住む人達こそ幸福です。父は支那事変に召集せ て約四ヶ年ばかり苦労してこられたのですからとても同情心が強い。
 
 
自らの戦争体験より時局に配慮する気持ちが高まっている父親の姿である。それが美也子の父親の形象
にも相通じている。過ぎていくものに囚われず、刻々と変化していく世の中を懸命に生きるべきだと考えているのであろう。しかし、美也子は父 怒ら た理由が分からなかった。今は「過ぎゆくものにひつかかつたり、とらへよ と てはならない」 、 「悲しさを大事にして」はならないと、時代に相応しいように理解している。つまり、父の言う「平民」は目 前のことに専念し、朗 かに日常生活を営むべきなのである。だ らこそ父が怒ったのであり、それは女性への時代の要請
９４
でもあった。
 
 
母が美也子の「思案投首」の体を見て「おや、おや」と言って立ち寄ると、美也子は「ちよつと赤くな
つ」た。娘のおしゃれ心が母に見抜かれて恥ずかしがる美也子 繊細で敏感な一面が描 れている。美也子が母の古葛籠を抱えてき 母の膝の前に置くと、母は「葛籠の蓋を取るなり」 、美也子が見とれ ほど「小切を札でも数へ やうに手早くめくつて」袖口に当てる生地を取り出し、経験 重ねたからだと言う。美也 は に袖口の縫い方の「関東風」と「関西風」について教えられたことがある。それ以来、「母の暮し方の節々 の経済的な「関西風」だったものを見る。着物の縫い方でもわずか一分（約三ミリ）のことに拘って慎ましい暮らし方である。美也子は母 「昔の女ら さと う上に、なにか柔らかい細かい習はしが身についてゐる」こと 感じ取っていた。母の古葛籠 「きちん 重ねた小切」 もそのような母の女ら さ、柔らかさ、細やかさが含まれ ないか。
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「美也子は今でも田山さんにお手紙あげてるの。 」
 
「さうね、一月に一度くらゐ出してます。 」と三分の一ほど減らして答へた。
 
「長いわね。 」
 
「さうね、四年でせう。 」
 
美也子は胸騒ぎがして、母になにかたづ
ねようと思つたが、うつ向いてゐた。
 
 
右の引用で「と三分の一ほど減らして答へた」という
箇所は初刊の時に書き足された部分である。母に
質問され、美也子は何故通信の回数をわざと減らして答えるのか。美也子と田山と関係性は二人の通信の頻度によって表されることになる。美也子の男への思慕を隠したい繊細な娘心は、書き足しから読み取れる。では、少女から一人前の娘 ってきたこ 四年間、田山との文通の中で過ごしてきたことは、美也子にとってどんな意味を持つのか。この四年間はおそらく田山に対する恋心が育まれ、深い絆が結ばれてきた期間ではないか。美也子の「胸騒ぎ」は縁談かと不安になったからであろう。母に突然田山のことを聞かれてなん なくその うな予感がしていた である。田山への思いを母に吐露し、縁談が持ちかけられたのではないか 尋ねようと思ったが、口に出せず「うつ向いてゐ」た。それはま 後に自分を理解してく ている母が、大沢に対して田山のことを伝えた とへの 感激に繋がっている。
 
 「そのお襦袢を、美也子が着られなくなつた時分から、ずつと戦争が続いてるんですね。 」
 
 
 
「さうね。 」
 
 
 
「美也子は、戦争のなかで、一人前の娘に つて来 んだね。 」
 
 
 
「それにして 弱虫ね。 」
 
「私らの若い時分には考へられもしなかつたことが、いろいろありますよ。 」と母は言ひ残して部屋を出て行つた。
 
 
「戦争のなかで、一人前の娘になつて来たんだね」
という母の言葉は何を意味するのか。ここでは、初
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出からの削除部分に注目したい。初刊や全集で「さうね。 」となっている部分は、初出時には「さうね。だから勝つまで着てませう。 」であった。終戦後
GHQ/SCAP
による出版物の検閲で「国家主義的プロパガン
ダ」
(nationalistic propaganda)と当局から見なされ、削除が行われたのではないだろうか
９５
。長期に
わたる戦争のな 、女性や子供を含む非戦闘員の国民
まで耐乏生活が強いられ、 「欲しがりません勝つま
では」
９６
の掛け声に従順に答えていた。田村嘉勝は、 「時局に迎合せねばならない美也子に、母は『戦争
のなかで、一人前の娘にな て来たんだね』といい、 『私らの若い時分には考へられもしなかつたことが、いろいろありますよ』と慰める」
９７
と述べている。母の「慰め」の言葉は国民の生活が激しく変化
してきたことを物語っている。一方 自らの若い時期を振り返 てみると、それと全く違った今日を生きる娘達を憐れむような母の感情も読み取れ 。母の言
葉に感激し、 「戦争のなかで娘になつた、ほんたう
にさうだつたと思ふ 、美也子はきりきり心の弦が張
つた」のである。自らの身を戦争に投げ込んで過ご
してきた歳月を目に浮かべ 「眦を上げて空を見た 今 年頃の娘の燃え盛る運命」に思いを馳せている。
 
 
しかし、また縫針を持つた。襦袢の古切にまた新鮮な感情を感じた。戦争の年月箪笥の底で、じつ
と美也子を待つてゐてくれたやうな、不思議な気がした。
 
 
「古切」には母の世代を含め、昔から代々受け継がれ
てきた女の柔らかさ、細やかさ、美しさが凝縮さ
れ、温もりを持って美也子に伝わってくる。川端は講演「美しい日本 私」で「 『古人、皆、花 生けて、悟道したるなり。 』禅の影響による、日本の美の
心のめざめでもあります。日本の長い内乱の荒廃の
なかに生きた人の心でもありませう」と述べ い
美也子は「古切」を通して自分の内に美を感じる心
を失わず 持っていることに感動している。それは後に川端によって 日本 美 とされるも の芽生えであったのではないか。美也子は「古切」に見る今の
時代を耐え抜く「日本の美」――「みやび」 力
感じ、 「新鮮な愛情」が湧いてくるのである。主人公 名前「美也子」が喚起させる「みやび のイメージはこうした作者 美的感覚によ と考えられる。このような人物 よって作品世界が効果的に構築され
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ている。
 
川端のこの時期の作品において、 「着物」類はしばし
ば登場し、作者の人物形象を浮き彫りにする手段
として意味付けられる。 「令嬢日記」 （ 「福岡日日新聞」一九三四・一・一）では、主人公朝子に晴着一枚を買うにも「一家の争ひ」があり、 「戦争が起つてみ
ろ、戦争が。人目に立つやうなものを、ぴらぴら着
て歩けるか」という父 一言で、母娘が「ぴたりと黙る
」場面が描かれている。戦争が起きると、晴着が
着られなくなるような状況が設定されている。ま 、 「十七歳」では、死んだ「上の姉」の晴着を母からもらい、それ これから生まれ 子供に着させたいと考えてい 姉と、それを過去の思い出とともに二人のものとと えてい 主人公・妹が対比的 描かれて る。 「上の の晴着」は、そうした姉妹の心の内を映し出して る
９８
。そして、 「冬の曲」 （ 「文芸」一九四五・四）では、母からもらった「繻珍の小米桜
の帯」を締める 「生甲斐 感じるつていふ かしら
、お母さまの昔の分も加へて」 「くるくる働ける」
という娘の物語が語 れている。
 
以上、 「衣料切符制」が実施された背景の下、 「小切」にまつわる思い出から、戦争とともに育ってきた
美也子の内面が浮かんでく 。目の前のことに専念し
朗らかに日常生活を営むことが大事である、という
時代が女性に求めるも に応じながら、 「今の年頃の娘の燃え盛る運命」に任せている美也子である。しかし、昔の思い出一つ一つに繋がっている「小切」に懐かしさ、暖かさ、明るさを感じ、それによって癒され、また「古切」 見る今の時代を耐え抜く みやび」 力を感じ 形象 も る。
 
 
第二項
 
縁談
 
 
片袖をつけかけたところに、伯母が来た。男の強い靴音がいつしよだつたので、美也子は立ちそび
れてゐると、母が玄関へ出た。
 
客を案内して美也子の部屋の横を通る時に母が声もかけな ので、をか いと思つてゐると、間も
なく美也子の部屋の襖をちよつとあけて、
 
「困つたわね、島村の伯母さんにも。 」と ひとりごとのやうに言つた。
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「お茶はね、私がお出しするから、支度をしておいて。 」と、母は落ちつかぬ風に客間へ戻つて行つた。
 
縁談かしらと美也子は不安になつた。
 
 
伯母が男性を連れてきて母も落ち着きがなかったこと
から、美也子はすぐ「縁談かしら」と思いつくの
である。それは何故か。
 
まず、 「決戦下の結婚問題」 （ 「週報」第三四三号
 
一九四三・五・一二）という厚生省の一文を通じて
戦時下の結婚を顧みたい。当時の政府は一九六〇（昭
和三五）年までに内地人口を一億にするという人口
政策確立要綱を一九四一（昭和一六）年一月に決定し、出生の増加を得るために結婚年齢をできるだけ早めて出生児数を多くす のが一番の方策であるとして
いる。結婚年齢を早める は結婚を国家的な使命で
あるととらえ、 「適齢期の人達が、結婚することが何
よりの御奉公になるのだ、といふ結婚報国の念」を
抱く必要を認め、特に若い女性達 現実的な結婚を推したのである。そのために、政府は一般に結婚奨励とその斡旋を盛んにし 全国的に結婚奨励委員等を設けたり、職場における結婚斡旋施設や公共団体による結婚相談施設の設置を奨励したりする。また、帰還
軍人、傷痍軍人などの結婚について便宜を図ったり
するという政策を行っている。さらに、各道府県や市町村等でも、 「個人の結婚斡旋 風潮 盛んにする」ほか、大日本婦人会や方面委員連盟等でも、 「市町村内の有力者に委嘱して、この大切な結婚指導の衝に当つていたゞき、全国民が足並揃へて結婚報国に邁進するやうにしたいものです」と主張している。
 
このように、政府は一九四三（昭和一八）年度より大
規模な結婚奨励のため全国的に結婚斡旋網を広げ
ている。伯母が縁談を持ってくることもこのような風潮に乗ったからではないだろうか。結婚の「標準」年齢
９９
になった美也子は「結婚報国」という立場にある
ことをすでに自覚しているから、 「縁談かしら」
と予感し のであ 。
 
美也子は玄関へ出て、 「式台に置いてあつた」将校の
帽子に「手を出しかかつてふとためらつたが、そ
つと持つて上にかけた。部屋 戻 針を持つと、手
首が固くて少しふるへた」 。これらの動作は、美也
子の心理状態をよく反映している。将校の帽子に触れ
そうになる瞬間「ふとためらつた」のは、それが将
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校への好意だと誤解されたくないから、誰にも気づか
れないように「そつと持つて上にかけた」のであ
る。縁談がまとまることが心配で針を持つ手首さえ震えるほどである。
 
 
 
 
 
「美也子、伯母さまに御挨拶なさい。 」と母が廊下から呼んだ。
 
伯母は大沢中尉を美也子に紹介しておいて、美也子をちらちら見ながら一人でしやべつてゐたが、
 
「ちよつと、美也子さん、大沢さんはもうお帰りですから、美也子さん、すまないけれど駅まで御案内して。 」 高飛車に言ひつけた。
 
 伯母は、美也子を「ちらちら」見たり「高飛車」に言いつけたりする。婦人会などの関係者である可能
性もあるが、相手の気持ちに配慮することなく、国家の呼びかけに乗って威勢よく振る舞う姿が浮かんでくる。
 
 
 
美也子は驚いた拍子に立ち上つて、またそこに膝
を突いた。母が目顔で呼んでくれながら先きに廊
下へ出た。
 
「田山さんのことはお話しておいたからね。美也子は、失礼のないやうにお送りして。 」と母はささやいた。美也子ははつと眼のなかが熱くなつて、素直なものが通つた。
 
 
美也子は極度に緊張しており、伯母の言いつけを聞いた途端に立ち上がった。そして自分の行動があま
りにも激しいことに気づき、また「そこに膝を突いた
」のである。こんな窮地から美也子を救い出したの
は母のささやきである。母がいかに自分の とを理解してくれているのかという感激に涙が出そうになる。女の方から縁談を断 こと 普通ではない、いわ
ゆる個人の感情が抹殺されている時代の中、母の理
解がなお有難く思われ、 「素直なものが通つた」ので
ある。娘のためを思う母の気持ちは、昔「関西風の
方が経済的だけれど、美也子はよそへ出る若い人だから」 言った時と変わらない。世間体を気にせず娘に後悔させたくない 親の姿である。
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そして、今度は「門を出て七八歩のところで」 、いままで大沢中尉の顔さえ見られなかった美也子が中
尉をぜひ駅まで送りたいと言う。美也子の態度の変化は、結婚の相手ではなく、出征する大沢と接する機会を得たことになる。大沢に「あなたが非常にいい人
だ」と認められた時、美也子は「なにも言へなかつ
た」が、戦場へ行く人を見送る悲しみに交わりながらの「明るい安らか」な気持ちになっている。そして、大沢中尉の「潔い」姿とともに、同じく戦場に行く田山 姿も浮かんできたの ある。
 
 
「よく送つて下さいました。 」
 
改札口の前で大沢中尉はきゆつと強い挙手の礼をした。
 
「お元気で。 」
 
あ、私を見てゐる、美也子はふつと吸ひ寄せられ
さうで、どうすればいいのと、涙が出かかつた。
田山と同じ眼だつた ゆく男の人はみな同じ眼をするのだらうか。
 
田山とはなんの約束もなかつたのに、その目は美
也子の胸のなかに生きて、美也子を四年間ぐんぐ
ん育てて来てゐた。それでもういつぱいだから、美也子は大沢中尉の眼を心から消したいし、また忘れずに祈つ あげたいとも思
 
 
小説の結末に、戦場へ再び発っていく大沢中尉の思いはその眼に託されて表現されている。 「田山と同
じ眼」である。美也子はその眼によって大きく揺り動かされ、 「ふつと吸ひ寄せられさう」になる。美也子はその眼から何を読み取った か。 「ゆく男」の、もう二度と帰れない諦観、銃後の人々への信頼、故国の山河や愛する人への未練といった感情や不安感で
あろう。田山の眼は美也子を「四年間ぐんぐん育て
て来てゐ」た。と同時に美也子の感情のすべてを占めている。美也子は大沢中 の眼を心から消して「忘れずに祈つてあげたい だけである。結婚して子供
生まなければならないということが、若い女性には
大きな使命である時代、つまり選択 自由がない時代 おい 、国家に対する責務と自身への誠実さ のぶつかりが当然生じ わけである。美也子は自分の内心に従い、田山を選択し いる。この大きな時代の渦巻きに流さ ながらも、個人の小さな幸福 全うした のである。
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第三項
 
作者の思い
 
川端は一九三七（昭和一二）年から一九四三（昭和一八）年までの七年間に「婦人公論」 「新女苑」と
で、女性の小品の選を続けていた
１００
。しかし、 「折しも用紙の割当が減り毎号のように頁数が減ってい
くうえに、陸軍報道部が川端を『時局にふさわしからざる人物』とし圧力を強めたため、小品欄は中止を余儀なくされた」
１０１
のである。川端は後年「私の選が戦争のためには好ましくないといふ軍官の見解
は、私の全 思ひ設けぬことだつた」
１０２
と述懐している。 「小品欄」の打ち切りに際し、川端は一九四
三（昭和一八）年一一月号 「新女苑」で「告別」と
題して「七年と言へば、十代二十代の女性には無論
成長変化の必然な年月 投稿しながら妻となり母とな
り、或ひは職につき、夫の出征や戦死もあるの
を、私は小品を通して見て来た。ほぼ支那事変以来の年月でもあつた。国家の偉大な進展変動はもとより女性の身の上のことどころでなかつ と追想し、 「投書臭味の浮華虚飾を排し、直接真実につながる文章を重んじて、よく日本女性 生活と心情を表現した
にとどまらず、作品そのものとしても不抜の誠実溢
れるの 見た。選をしながら私は日本の女の心の美しさ、けなげさ、やさしさ、こまやかさに触れ、慰められ励まされた」と語っている。川端は、女性 作品を通して日本の女性の生活と心情の「真実」を見てきたのである。そし 戦中戦後、選外作をもとに銃後の女性 描く作品も書いている では、銃後の女性の文章を読みながら、川端の内にどのような思いが去来した か。それは作品「小切」 どんな関わりを持っ いる か。 「新女苑」 入選作と 評を辿って見ていきたい
 
夕霧れいの「里帰り」 （昭和一六年一一月号）は「この頃そんな緊張を続ける力が尽きたのか、それと
も月日が落着きを強ひた為か、敏子は今更のやうに自分 心を覗き込んで、何時 間にか静かに坐る自分の場所を失つてしまつたやうな不安と心細さを覚えるやうになつてゐた」 いう一節で、結婚後一ヶ月あまりで夫を戦線へ送 出し、姑と二人きりとなり心身とも 寛ぐことので ない嫁 心境を語っている。川端は作品を「正直な文章である」 評している。国 あげての戦い 中、銃後の 達はのど 坐る場所さえ奪われている。作品「小切 では、美也 が「小切」と付き合っ いる「おだやか 間」 、「のどかに坐りこんで」 時間はどれだけ戦時下 人々の心の癒 になるのか。
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川端は、一九四二（昭和一七）年六月号の選評に「戦争以来、人の心が荒れた、乾いたと言はれる、そ
の反証としても、女性のよい心の現れた作品を多く見ることは、私ばかりの喜びではない」と述べている。また、翌年三月号の選評では「読者の女性同志がお互ひの心や暮らしの真実を伝へ合ふ文章は、今の世の励ましや慰めとなることも大き と思ふ」と記している。
 
石垣フサヱの「慰問袋」 （昭和一八年二月号 は戦地
にいる南に愛の手紙を出す蕗江の心情を描いてい
る。作品に織り込 れた「――わが愛する人に幸あれと祈りつゝ――と、訣れの言葉を残して、青葉若葉の故国を再び発つて行つ 南さんだつた。御元気で、と電報を打 術もなくて、遠い遠い瞳で見送つてゐた蕗江は、南さんがそんなに近しい人 とは思へなか
つたのである。けれどその日から南さんはいつも蕗
江の胸に生きてゐる」という出征を見送る場面や「こつちへ来ても貴 に負けない位勉強してゐますよ。一生懸命頑張りませう――そんな南さんのお便りが、まだ一 の人間とて愛し切れ 稚さの蕗江の愛情を育ててゐた」という愛の道のりは、 「小切」では美也子と田山との関係性にも表 て る。
 
古川陽子の「八月の夜に」 （昭和一七年一〇月号）
出征した人への気持ちが縁談に絡めて描かれてい
る。母は関との縁談が「お家と云ひ、本人さ と云ひ」すべての条件が揃っている 思い、 「あの人からお断りがなかつたら、もちろん母さんだつて、あの人
の所へ嫁がせます」と言っている。三喜子は出征し
た青木を心に潜め、 「女の方から断るといふ事はないからねえ いう伯父の言葉を思い出し、母の言葉に逆らうことができずに涙を零す。
 
川端は、出征や戦死に絡み合う女の感情を描く文章を
多く読み、時代に翻弄されている女性の哀歓を見
てきた。日本の女の哀しみが身 しみながら、彼女達の心を慰め やり い気持ち 生まれたの はないだろうか。小説「小切」は確かに戦時下 国民（特に
銃後の女性）の生活実態を描き出しているが、それ
ばかりではない 美也子は「今の年頃の娘の燃え盛る
運命」を受け止め、銃後の「御奉公」に尽くす「一
人前の娘」に成長している。しかし、思い出 つながる「小切」に懐かしさ、暖 、明るさを感じ、それによって癒され いくのである。美也子は「古切」に今 時代を耐え抜く「みやび」 力を感じ、 「新鮮な愛情」が湧いてくるのである。作品で 母の世代につ 女 柔らか 、細 かさ、美 が「古切」に凝縮され、戦争の荒さとは対比的に描かれ
ている。文通で育まれた出征した人との愛情が文中
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に流れているが、縁談に対して世間並の態度を取る母親は登場していない。作品中、田山の眼、大沢中尉の眼が描かれ、そして出征兵士の眼に通じ合う美也子の眼があるが、作者川端の人間を見つめる暖かい眼も隠されている。 「小切」はまさに銃後の女性に温もりと力を与える側面を持つ一編である。
 
作品に当時の緊迫した戦況に反してのどかな雰囲気が
漂っており、時局に相応しいとは言えない。 「結
婚報国」の社会風潮に逆らうとも見受けられる美也子の選択は、人間性の抑圧の中にあっても小さな幸福を全うしようとする戦時下の未婚女性の状況を反映し
ている。小説「小切」は戦争の現実を強く意識しな
がら、彼女達の精神的強さ、美しさに憧れ いる作者川端の意識も映し出している。
 
 第三章
 
「さと」 、 「水」論
 
 第一節
 
「覆面文芸」 して発表された両作品
 
 
「さと」 、 「水」二編は、それぞれ一九四四（昭和一九）年一〇月一八・二五日付「写真週報」第三四三・
三四四号の「覆面文芸」欄に掲載されている。 「写真週報」とは、内閣情報部（後に内閣情報局）により編集・刊行された写真を中心とした大衆向けのグラフ雑誌である。一九三八（昭和一三）年二月一六日 創刊され、一九 五（昭和二〇）年七月一一日号（三七四・三七五合併号）まで刊行された。毎週水曜日に発刊され、価格は一〇銭である。創刊第一号から第三
一四号までＡ四版・二〇頁で、第三一五号（一九四
四年四月五日号）からはＡ三版・八頁となり、その最終頁目に「覆面文芸」欄が設けら た
１０３
。一九四
四（昭和一九）年七月一二日 第三二九号から同年一
〇月二五日の第三四四号まで、 「覆面文芸」欄を担当
する作家は伊馬鵜平、川端康成、堤千代、丸山義二、山本周五郎 以上五名で、匿名で毎号一作ずつを発表している。発表作品を挙げると、次の通りである。
 
 
「決戦農園」 （第三二九号
 
七・一二） 、第三三〇・三三一合併号（七・二六）は「覆面文芸」掲載なし、
「間違ひ權五郎」 第三三二号
 
八・二） 、 「月の兎」 （第三三三号
 
八・九） 、 「御隠居群長」 （第三三四号
 
八・
一六） 、 「記念碑」 五
 
八・二三） 、 「挟箱」 （第三三六号
 
八・三〇） 、 「名刺は無用」 （第三三七号
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九・六） 、 「白梅」 （第三三八号
 
九・一三） 、 「霜夜の火」 （第三三九号
 
九・二〇） 、 「開墾譚」 （第三四〇号
 
九・二七） 、 「秋の日 四一
 
一〇・四） 、 「ふかしいも」 （第三四二号
 
一〇・一一） 、 「さと」 （第三
四三号
 
一〇・一八） 、 「水」 （第三四四号
 
一〇・二五）
 
 
作者は、一六巻本『川端康成全集』第一一巻（新潮社
 
一九五〇・八）の「あとがき」で「 『さと』 、 『紅
梅』 、 『足袋』 、 『笹舟』は婦人雑誌の小品投書の選外作をもとにして、私流に書き変へた」と述べている。また、その第一六巻（新潮社
 
一九五四・四）には、著者自ら執筆した「年譜」が附せられ、 「さと」 「水」
の二作が「昭和十九年」の発表作品としてあげられた。
「さと」 「水」以外、川端の執筆したものがあるか
否かはあきらかではない。
 
 
前にも触れたように、川端 一九三〇から四〇（昭和一〇）年代「婦人公論」 「新女苑」 「少女の友」と
いった女性向けの雑誌のコントや小品欄の選評を続け
ていた。森晴雄は雑誌「新女苑」の投稿文章をもと
にした作品群の一編として「さと」 「水」について論じ おり、作者が執筆の参考になっているという入選作や川端の「選評」などを手掛 りに作品の意図 迫
っている。しかし、両作品は情報局「覆面文芸」と
して発表されているので、他 小品とは区別して、森
の論には取り上げられていないが、成立背景は同様
に考えられるだろう。
 
 
本章は、文中の日常生活においての主人公の心の動きに着目し、作品の成立背景を視野に入れながら、
当時の戦争状況の下での作者川端 姿勢につい 考えたい。
 
 第二節
 
「さと」
 
 
絹子は実家へ里帰りして 以前嫂が里帰りした時 ことを回想する。嫂の実家では「一月三十 日の晩、
よそへ嫁に出た娘達を呼んで、赤小豆粥に団子を入れ
て食べさせる」という「団子食い」の風習がある。
 
 
「こんな大雪でも行く気なの？」と、母は言つて嫂が子を背負つて出かけるのを、少し不機嫌に見送つた。
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母は悪天候をついて実家へ戻る嫂の行動を理解できず、不満な表情を顔に出す。さらに、娘の絹子にも
愚痴をこぼす。
 
 
 「あんなに嬉しいもんかな。子持になつても、子供の気で……。嫂さんも早くこの家になじんでくれないとねえ。 」
 
  
母が嫂の里帰りを「この家になじんで」いない証拠だと嘆いているが、絹子は逆に「でも、私だつてよ
そへゆけば、いつまでもこの家が恋しいでせうし、帰るのを楽しみにしなかつたらお母さんはさびしいでせう」と嫂に味方している。
 
 
 
戦争で男手の少ない村で、嫂は女子移動馬耕隊に加はつた程の働き者だつた。町へ嫁にきて体は楽
のやうでも、なにかと乏しい暮しが、絹子は気の毒であつた。
 
 
 
 
戦争で働き盛りの成人男性がどんどん軍隊に徴集され、農村における婦人労働力の比重が著しく増加し
てきた。当時の「朝日新聞」では女子の「牛馬耕への進出」に関する報道が多く見られる。すでに一九三九（昭和一四）年からも全国的に「女子馬耕講習会」などが開かれ
１０４
、婦人労働の質の向上が取り上げ
られている。 九四四（昭和一九）年二月二七日付朝刊紙上に「戦ふ農村の実相
 
女の手で牛馬耕」とい
う記事がある。 「村では男のやる労働はすべて女もやつてゐる。藁工品の生産から、牛馬耕までひきうけてやつてゐる。これまで補助的に使はれてゐた婦人労力は今 村の生産を支へる大きな主柱となつた。肉体力から言つて婦人が決して男子に劣らぬことは現実に実証されてゐる と記されている。嫂の参加した「女子移動馬耕隊」というのは、出征将兵の遺家族で人手が回らない方面へ勤労奉仕して、馬耕技術を指導たり田畑を耕 す手伝 したりするグループで ないか。毎日精一杯過ご 嫂の娘時代が想像 きる。
 
 
そんな娘が町の嫁になり、 「体は楽のやうでも、なにかと乏しい暮し」をするよう なっている。戦時体
 - 69 - 
 
制下では、物資や資金が軍事に優先的に回されたため
、国民は耐乏生活を余儀なくされた。食料や衣料は
町内会を通じた切符制や配給制となっている。 太平洋戦争に入ってから 「都市部では食糧の配給量が減り、主食については、米のかわりに小麦や雑穀、サツマイモなどを使った雑炊、粥、すいとん、蒸しパンなどが政府、大政翼賛会などで奨励された。しかし それでも
なお闇物資が手に入らなければ空腹を満たすこ
とはできなくなっていった。大都市部か
ら農村部に買い出しに行く人もいた」
１０５
のである。自給自足す
るような山村の暮らしに比べると、町のほう 「乏しい」というわけである。一方、嫂にとって、物質的な面においての乏しさよりは、 夫のいない婚家での精
神的な乏しさが耐え難いだろう。 絹子は嫂に同情し、
「雪の降りしきる 道をがむ やらに歩いて、生家へ急
ぐ嫂の姿を思ふと、 『がんばれ。 』と声をかけてみ
たくもあつた」のである。姑の冷た 言葉を後にして
雪道に入る嫂の心細さが感じ取れる。生活面におい
ても、精神面においても馴染まぬ婚家に苦労して る嫂 姿が見えてくる。
 
 
では、嫂はなぜ「大雪」の「降りしきる」中でも山道を歩いて実家へ帰らなければならないだろうか。
それを絹子の里帰りする時の気持ちと重ねて見ることができ 。 次は絹子の里帰りについて見ていきたい。
 
 
嫂の里帰りから四年後、絹子は「実家に帰つて、その嫂
の台所をする音で目が覚めた」のである。普段
の家事から解放されて気が楽になった絹子と早朝か
ら一家の切り盛りをする嫂との対比である。
 
 
 
隣家の白壁に山が迫つてゐて、思ひ出が生きて来る。仏壇の亡父に、 「私は仕合はせです。 」と言ひ
ながら、静かに涙がたまる。
 
  
娘時代毎日眺めていた隣家の風景が懐 しく、実家で過ごした「思い出」が蘇ってくる。嫁に行く前父
が亡くなったのではないか、絹子は今自分が幸せな結婚
生活を送っていることを「仏壇の亡父」に伝えて
目に涙をためている。生前自分のことを心配し い 父をこれでやっ 安心させることができ 思 である。
 
 
絹子に起こされて、夫は「ああ、お前の家か」と不慣そうに「寝たまま古い座敷を見廻し た。
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朝飯前から母は林檎や梨の皮をむやみに
剥いて、もうたくさんと言ふ婿に、
 
「さあ、思ひ出す程食べておくれ。 」と突きつけて、それを早く欲しがる孫達を叱つた。その小さい甥と姪三人に取り囲まれて、叔父さんになつた夫が、そのなごやかさが、絹子は珍らしく楽しい
 
  
夫は母に格別に手厚く招待され、 「甥と姪」達に囲まれてすっかり家族の一員になっている。絹子は夫の
「叔父」としての存在感、家庭の「なごやか」な雰囲気を感じ取り、満ち足りていて幸福な気分に浸る。母は絹子の赤ん坊を抱いて「絹子の子供もこんなに太
つて、ほら御覧になつて」と近所の人に見せびらか
している。母 孫を抱く喜びに自らの幸せを加え、絹子は里帰りのありがたみをしみじみと感じている。と同時に、四年前嫂の里帰り 情景が浮かんできて、当時考え及ばなかった嫂の気持 がようやく分かってきた気がする。
 
 
しかし、ここで絹子は母の言動を完全に理解したとは言えない。母は「朝飯前から」林檎や梨の皮を「む
やみに剥いて」 「もうたくさん いう婿に「さあ、思ひ出す程食べておくれ」と無理に勧める。その時母の脳裏をかすめたのは戦場にいる息子 ことにほかならない。婿に いつか召集令状が届けられてく に決まっている。今のうちに食べさせておかなければならない。そう考えているからこそ、母は「孫達 叱」るまで婿に対して丁重な持てなしをしたわけである。
 
 
一九四三（昭和一八）年以降 兵力不足を補うため、学徒出陣が実施された。一九四四（昭和一九）年
一〇月一八日には「兵役法施行規則 と一〇月一九日
には「陸軍防衛召集規則」が改正された。それによ
って、徴兵年齢が満一七歳に引き下げられ、防衛召集の対象が一七歳か 四五歳までの第二国民兵のすべてに適用することとなった。すでに太平洋戦争開始とともに兵員の不足は深刻化し、次第に兵力の根こそぎ動員の様相を呈していた。このような背景 下、絹子の夫の出征も免れられ いのではないだろうか。
 
 
絹子は目前の情景が「珍らしく楽し」く感じられるだ
けで、母の言動の真意を汲み取れなかったのであ
る。それが小説 結末へ繋がっていく。
 
 
 
兄の戦地からの手紙を見せようと立ち上つた嫂の後姿に、絹子はふと嫂の年、しかしこの家の人に
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なり切つた、据つた重みを感じて、はつとした。
 
  
四年の歳月が経て嫂はすっかり「この家」の人間にな
ってしまったのである。村から町へ嫁いで、馴染
まぬ婚家でいろいろ苦労してやがてその家の主婦らし
くなり、今のように一家の支えにもなったという嫂
の歩んできた道が見えてくる。嫂の後ろ姿は「この家の人になり切つた、据つた重み」によって表現されている。
 
 
前章にも触れたように、 「据つた重み」という表現は、一九四二年一〇月川端が日本文学報国会派遣作家
として長野県 留守農家を訪問後執筆したエッセイ「
日本の母」 （ 「読売報知」一九四二・一〇・三〇付）
にも使われている。長野県の「日本の母」に選ばれた
三〇代の女性ツタヱさんの姿は「頰の赤い、大作り
の面長に、豊かな体で、三十四といふ年より若 見え
た。しつかり据つた重みのうちに 温いものをじつ
と蓄えた姿だつた。明るい農婦だつた」ように描かれている。また、川端は後に書いた「 『日本の母』と訪ねて」 （ 「婦人画報」第四六六号
 
一九四二・一二）においても、その姿を「顔も大きく、豊かな胸で丈夫
に据つた体であつた。前髪が少しちぢれてゐ 。あらい紺絣を着て、モンペをはいてゐた。三十四だといふが、健康さうだから少し若く見え、また、し かり者 しいところは少し老けて見えた」と描写し、さらに「文学報国会員として私達が、こんど各府県に訪
ねることになつた『日本の母』は、たいていはこの
井上ツタヱさんのやうに、いはば平凡な婦人であり
尋常な母親である。一県から一人づつ選び出された
とはいふものの、一県に一人し ないやう 母ではない
。今はすべての女、すべての母がさうあらねばな
らないやうな、また昔から日本の母の多くはさうであつたやうな人達 る。さうし 、かういふ無名母親によつて、銃後はまもられてゐるのである 戦線
の勇士達が呼ぶのも、かういふ母達である」と書い
ている。
 
 
「日本の母」はツタヱさんのように一心不乱に働き、男のいない銃後で温かい明るい家庭を作り上げて
いる健康素朴な婦人である。それぞれの家庭を守り抜く強さの持つ女性に「据つた重み」 感じられ のである。作品「さと」の嫂もまたは「十七歳」の姉も
、 「日本の母」の一人として形象化されているのだと
言える。
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では、絹子が「はつとした」内面で、何を感じたのか。それが文章を読み解く鍵であると考えられる。
それについて、森晴雄は「絹子が嫂にこの家の人にな
りきった『据つた重み』を感じて『はつとした』の
は自分もまた嫂のように嫁ぎ先の人間になりきっているだろうかと思い、なりきらなければいけないと思ったからである」
１０６
と指摘している。また、田村嘉勝は「絹子にとっては、もっと切実な夫の出征とい
うことが現実化していた。実母の日常、そして四年前とは大きく変った嫂の日常を見ていた時、瞬間的に脳裏をかすめたものは夫の出征以外何ものでもなかったのである」
１０７
と述べている。
 
 
自らの里帰りによって四年前の嫂との一体感を味わった絹子は 嫂の変化した姿を眼にすると同時に、
鏡に映った将来の自分を 見ているような気がするの
ではないだろうか。戦地にいる兄のことから夫の出
征が意識され、絹子は嫂の娘から嫁へ、嫁から銃後を守る「母」へと生 てきた道を思い、それと同じように生きていかなければならないと気付 た瞬間「はつとした」のである。
 
 第三節
 
「水」
 
 
「水」は「満洲」を舞台にした作品である。 「内地から嫁いで来ると間もなく、夫は興安嶺の観象所へ転
任になつた」という冒頭の一行は、具体的な場所を知る手掛かりとなってい 。 「満洲」に嫁いできた若い妻が夫の仕事の関係で興安嶺地区に移り住む。興安嶺
は中国東北地方の中・ロ国境地帯に広がる巨大な山
地で、黒竜江（アムール川）上流から南西に延びる大興安嶺と南東に延びる小興安嶺とに分かれ また、主人公のいる地域に「北の国境へ向ふ汽車」が通るこ
とから、その範囲がさらに絞られる。一九三五（昭
和一〇）年一一月、 「満州国」最北の鉄道北黒線
１０８
が開通した。北黒線は北安を起点とし、辰清、孫呉を
経由して黒河ま 着く。一九三九（昭和一四）年 新設さ た北 省の省公署の所在地北安では、 ハルピンから来る濱北線とチチハルから来る斎北線をＹ字形 受けて、白樺の疎林点綴す 小興安嶺のウインドギャップを北上して愛琿、黒河へ向ふ」
１０９
のである。黒河は黒竜江沿岸に位置し、三五八キロにわたる
国境によりロシア極東地区第三の町でアムール州（州都ブラゴヴェシチェンスク）と接す 。
 
 
「満州国」は一九三三（昭和八）年新京に中央観象台を設置してから一九四一（昭和一六）年ま 八
年間、地方各地で合わせて六二箇所の観象機関（その規模
に応じて「地方観象台」 、 「地方観象所」 、 「出張
 - 73 - 
 
所」 ）
１１０
を開設した。北黒線沿線には一九三四（昭和九）年に黒河、そして一九四一（昭和一六）年に孫
呉、北安で「観象所」が設けられている。作品中に「南方の戦況を聞く」ことから、東南アジア及び太平洋各地を戦場とする太平洋戦争の時期であ ことがわかる。夫が転任になった「観象所」は一九四一年に設置された孫呉か北安ではないかと判断できる。そして作品内の時間は「その年 の「十二月」に入ってからの「雪解けの水が待遠しい」真冬であるから、一
九四一（昭和一六）年の末頃から一九四二（昭和一
七）年の春までの期間内にあると考えられる。
 
 
「満洲」に来てから間もなく、夫は興安嶺の「観象所」へ転勤になった。気候や風土など内地と随分違
う内陸、しかも環境的に厳しい 満の地に ろ ろ馴
染まないことが想像できる。そんな中で妻を一番驚
かせたのは 「石油罐一ぱい七銭で水を買ふ」ことで
ある。買った水が濁つて汚く、水の豊富な内地では考
えられないことであろう。当時 資料として大興安嶺の町――海拉爾で使われ いた 搬水車」の写真
１１１
が残されており、 「搬水車（其ノ一）
 石油罐一杯十錢デ各家庭ニ配給サレテ居ル
 水ニ乏シイ海拉爾デハ市
内ニアル僅カ數個所ノ良質ノ井戸ノ水カ
ママ
コノ搬水車ニ依ツテ運バレ」と説明されている。水の乏しい北満
の一風景となっている。人力を使って遠いところ ある河か井戸から汲んできた水なの 、値段も高いわけである。内地から来たばかり 妻が「これで口を漱ぎ米も洗ふ 思ふ 、胸が悪かつた」のである。そのうえ「それから半年の間に、白 敷布も肌着も黄色くなつてしまつ」た。砂塵の多い大陸 水で何度も洗濯した結果である。
 
 
 
おまけにその年は十二月にはいると、井戸の底まで凍つたらしい。苦力がどこから氷塊を運んで来
る。長い時間かかつて、その氷塊の風呂をたまにたてる。
 
  
北満の冬は氷点下三〇度以上まで下がる。満ソ国境線
を流れている黒龍江が結氷するのは「十月三十日
乃至十一月二十日」で、黒龍江や松花江の航運は結氷によっ 杜絶する。その わり、コンクリート ように堅く凍結した河は、自動車や荷馬車、河橇等
のために広大な道路を提供することになる
１１２
。そんな
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中で「井戸の底まで凍」るのが当然である。苦力とは「満支人の不精錬労働者の総称であり力に頼つて生活をなす社会群」
１１３
のことである。こられの単純労働者によって運ばれてきた「氷塊」で長い冬を凌ぐ
のである。お風呂に入るためにも一苦労しなければならない。
 
 
 
今はもう贅沢を言ふどころではなく、かじかんだ体の骨も温まる有難さだが、遠い夢のやうに、真
白い手拭を持つて、肩まで浸つて、湯のなかに手足の美しく見えた、故郷の風呂が思ひ出される。
 
  
「氷塊の風呂」も「有難」く思われるほど厳しい生活
を日々送り、それとあまりにも大きな隔たりのあ
る内地での生活が「遠い夢のやうに」なってくる。 「贅沢」な「故郷の風呂」のことが懐かしく思い出される。このような「故郷」を思う気持ち、即ち郷愁
１１４
が次の文章にも流れているのである。
 
 
「あの、すみませんが、お宅にお水残つてゐましたら、これに少し……。 」と、隣の奥さんが小土瓶をさげて来た。
 
「久しぶりにお鍋を磨いてゐましたら、うつかり皆使つてしまひましたの。 」
 
  
隣の奥さんが水をもらいにくる。今までも日常生活に十分満足できない水を互い分け合って間に合わせ
てきただろう。同じく水不足な外地での生活に慣れていないようである。水が残っていないが、 「お茶の沸したの」 をもらってから、 「早く春になつて、 思ふ存分じやぶじやぶお洗濯してみた すね。 この 水を、ざあと流したら、どんなに気持がいいでせう」と隣の奥さんは言う。これが妻の思いでもあ 。
 
 
 
水の豊潤清冽な母国の女の望みだ。
 
  
「水」によって触発された「母国」への思慕が、ここで目の前の生活に対する憧憬として現れてくる。
妻の思いは女全体へと広げられている。 「雪解けの が待遠しい。盥の水を流したら、気持よく土に吸はれ
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てゆくだらう。その土から先づたんぽぽが芽を出すだらう」と妻は春への期待が強い。
 
 
 
隣りの奥さんを風呂に入れてあげてゐると、北の国境へ向ふ汽車が谷間を上つて来た。
 
  
すでに触れたように、 「北の国境へ向ふ汽車」は黒河へ向かう北黒線の列車である。当時の北黒線沿線の
様子は次のような車窓風景から窺える。
 
 
 
車窓に映る風景は行けども行けども同じで、単調
で茫々とし、そして憂鬱である。列車はどん〳〵
進行してゐるにも拘はらず、車外の風景が全く同一で
あることはやり切れない退屈を覚ゆるものだ。
（中略）全く無人の曠野で、見渡すかぎり枯草茫々と言ふこ のゝ風景には全くあき〳〵してしまふより外はない。 かも停車場の数は至つて少なく、停車しても上乗は殆んど無い。北安以北は国境特殊地帯であるから、当局の証明書が無ければ旅行は不可能である。
１１５
 
  
「北満」は至る所見渡す限りの荒野である。汽車が遠方から近付いてくるのも官舎から一望できる。人
家が疎らで荒涼たる光景が想像できる。で 、妻はどんな気持ちで汽車を眺めていただろうか。 「満洲」大陸を縦断する汽車へ対する思慕を表す次の文章が書き残されている。 そこから妻の心情の一端を探りたい。北黒線の起点である北安鎮駐屯雑記である。
 
 
 
演習の時広い原の野末にかすかに汽車の煙を見出す事がある。早速望遠鏡を取り出してその汽車を
眺めるのだ。ポツンと黒い一点が見えてそれがだん〳〵に大きく、どん〳〵近付いてくるのを待つ気持ちといふものは、また なく楽しいものだ。子供の時分汽車を眺めては日を過ごした記憶のある程汽車好きな子供であつた私だが、今この汽車を眺める気持といふも は複雑なものを含んでゐる。大陸を縦断するこの二本 レール、この鉄路こそ私達と内地とを結ぶ唯一つ 路であるからだ。
 
 
それだけにこの汽車に対する愛着は此処で一緒に生活してゐる誰もが抱く共通的な気持と言つてよ
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い。 （中略）
 
 
汽車を見て喜ぶ事を単純に子供つぽい感情等と笑ふ勿れだ。これ程深い感銘と喜びと悲しみを以つ
て汽車を見送る事などはそうザラにあるものではない。
 
 
まして、故国からの便りと、此処からの便りを運んでくれる事に於ておやである。
１１６
 
  
このような「深い感銘と喜びと悲しみ」が混じり合う複雑な気持ちは、荒涼たる大地を走る汽車を眺め
る妻の胸にも湧いたのではないだろうか。汽車は「故国」を恋しく思う人々の感情を引き起こし、鉄路によって内地へと繋がっている。それと同じく、放送 遠方の情報を伝える。
 
 
 
 
報道の時間だ。南方の戦況を聞く。
 
  
当時放送局は新京、奉天、哈爾濱、牡丹江、承徳、延吉、斉々哈爾、佳木斯、富錦、錦県、営口 海拉
爾、黒河、安東、通化、北安、東安の以上一七地点に置かれている
１１７
。したがって、作品の舞台は北安
辺りに推定できるかと考えられる。では、妻 ラジオ
から聞いた「南方の戦況」はどうなっているのか。
一九四一（昭和一六）年一二月八日の真珠湾攻撃が太
平洋戦争のきっかけとなった。開戦後、日本軍は東
南アジアで快進撃を続け、米英軍を降伏、撤退させて三月上旬までに東南アジアの要地をほぼ占領し、五月には、北はアラスカ、南はオーストラリアに迫る太平洋の東半分をほぼ手中に収めた
１１８
。勝利の知ら
せはいち やく電波によって伝わってくる。
 
 
「広いわねえ。 」と、お湯のなかで隣りの奥さんが温
かく言つた。ほんたうに夫の仕事の興安嶺の観象
も南洋の空までつながつてゐて、これが今の日本だ。
 
  
「今の日本」というのは、太平洋戦争において勝利の絶頂に向かう一九四二（昭和一七）年初頭の日本
である。放送からの戦勝気分に浸って「広いわねえ」という隣りの奥さんの言葉に共感し、妻は夫の仕事
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に誇りを持ってきて、今の自分達も母国に繫がっているのだと感慨にふけっている。
 
 
 
官舎の表に出てみると、落葉松の小枝から霧氷がぱらぱら散つて、桜の落花のやうだ。真青い空は
母国の海を思はせ、妻は若い眼を上げた。
 
 
 
小説の結末である。霧氷が散る極寒の季節に春に憧れ
て、母国が恋しい外地にいる妻像が描出されてい
ると同時に、 「若い眼を上げ」て遠く思いを馳せる妻の姿に余韻を残して閉じられている。
 
 第四節
 
作品の成立背景について
 
 
「写真週報」第二号（一九三八・二・二三）には次のような「写真募集規定」が掲載されている。そこ
には創刊当時の「写真週報」の意図が込められている。
 
 
 
映画を宣伝戦の機関銃とするならば、写真は短刀よく人の心に直入する銃剣でもあり、何十万何百
万と印刷されて撒布される毒瓦斯でもある。本誌は『
写真報国』の一助にもと考へ出来るだけ開放し
諸君のカメラを動員し、優秀な技術を待つてゐる。締切期日を決定せず題材は国民の啓発、国策の宣伝に関するものならば何でもよく（中略）とり へず現下の国民精神総動員、銃後の護り等が好ましい。
 
  
「写真週報」が創刊された背景には、一九三七（昭和一二）年七月七日の支那事変の勃発と一九三八（昭
和一三）年四月の国家総動員法の公布がある。日中戦
争の本格化に伴い、国民の全面的な協力が必要とな
っている。日本が戦争へと大きく傾斜していくなか、 「写真週報」は「国民の啓発」 「国策の宣伝」の道具、戦時下日本における戦争遂行の道具として機能したのである。したがって、 「写真週報 は国民生活に対する政府の要求をリアルに反映しており、 「 『軍事指導者 ら見て戦時下国民生活の理想的な姿勢』が網羅されている」
１１９
のである。
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「写真週報」はまさにそのような性質を持つメディアであった。当時、国民思想の統合と戦争への国民
総動員のための道具としては、すでに内閣情報委員会より『週報』が刊行されていたが、文字情報が主体であったため、判断力や理解力を必要とする。 「写真というなまなましい現実の描写、その写真に添えられた意識を昂揚させる表現、それらのメディアの特性を生かして編まれている」
１２０
のは「写真週報」であ
る。視覚に訴えるメディアが大衆に親しまれやすいからである。
 
 
では、 「さと」 、 「水」は一九四四年一〇月の「写真週報」に発表された作品として 作者のどんな意味合
いが込められているのか。これからは上述のような「写真週報」の性質を踏まえつつ、当時の戦争状況下における作者の内面を探りたい。
 
 
まず、 「写真週報」に見る理想的な女性像を明らかにしていきたい。
 
 
「写真週報」の創刊号（一九三八・二・一六）には「
見よ！試練の日本・銃後の力」という題目のもと
に出征兵士の留守家族を助けようと畑仕事の労働奉仕をする女子達の姿が映し出されている。写真説明は「乙女心の紅襷をきりりと十文字、束ね髪に手拭、脚
絆地下足袋も非常時姿、若き日の思ひも胸に秘めて、
繊弱い手ながら握る鍬 も銃後の力、出征勇士 家を
おもはせまいとの優しい心づくしに、健気にたち働
く女子青年団の労働奉仕。――蜜柑畑に早春の陽がさ
ん〳〵と。 」と働く女子の「健気」さを歌っている。
第九九号（一九四〇・一・七）の表紙を飾るのは頭布
をかぶり、手袋の手にストックを持ち、毅然たる眼
差しで遠方を眺めている女性の特写である。 「野も山も白銀の雪にうづもれて東北の冬 切れるやうに冷たい。その野を山を紺飛白 着物にもんぺ姿の娘たち
がスキー 穿いて薪を運び、町に出て働く。働 乙
女、祖国を護る乙女の堅い決意が、深い頭布 内から
ちらと閃く」と国を守る娘の逞しさを印象づけよう
としたのである。 二四一号（一九四二・一〇・七） 表紙 は わわに実っ 芋で両手が塞がっ いる女性が登場して 「微笑に綻びる豊かな頰に秋 日射しが輝り映えて『働く乙女』の姿を溌剌と躍らせる」と描写されているように銃後 娘の健康で「溌剌」とした姿がカメラに収められ のである。
 
 
戦時下、男手の多くが徴兵や徴用されるなか、銃後の
農作業を支えたのは女性達である。彼女達は男の
いない家庭を守る 同時に食糧増産 責務を背負わせられて る。 「写真週報」の第三六号（一九三八・一〇・一九）では肩にずしりと黄金の稲穂を担っている母親の前に小さい男の子 歩いている姿が映し出さ
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れ、 「坊やこのひとふさトーさんに送らうね」という感情豊かな言葉が添えられている。また、第一二二号（一九四〇・六・二六）の表紙には笠をかぶって田植えをしている女性達が登場している。巻末には表紙について次のような解説が付されている。
 
 
 
湯のやうな水田に浸つて幾時間。玉なす汗が目に沁みて痛い。拭ふこともできない
 
 
 
だが、 『後をたのむぞ』と、遠く、戦野に征つたわが夫のいひつけを、ひしと胸に守りつゝ泥田にさ
しこむひと手〳〵は、強い心意気に働く
 
 
 
ここで、 戦場にいる夫を心配させまいと意気を昂揚し
て辛抱強く働く農村女性達がクローズアップされ、
銃後の女の強さが引き立てられたのである。
 
 
このように、もんぺ姿で甲斐甲斐しくたち働く女性の姿が日中戦争期の「写真週報」の誌面を多く占め
ていたことがわかる。太平洋戦争に入ってからは 写真週報」は「国策グラフ」か 「戦時グラフ」へと方向性を変えて、戦時色が濃くなっている。それに伴い、女子挺身隊や女性の社会進出 つい の内容が増えるようになり、銃後における女性の役割が終始一貫して強調されてきた である。
 
 
「さと」において、絹子は自ら実家に戻った時に思い出した四年前の嫂の里帰りの情景や現在すっかり
「この家」の人間になった嫂の姿 ら、その変化を感じ取っている。嫂は娘時代「女子移動馬耕隊」 参加しており、村での い働き手だった。結婚後、主人 戦場へ送り、実家から離 いる町の女ばかりの家で暮らすようになって、生活面でも精神面でもいろいろ苦労していたが、今は一家の支えになり、三人の子供の母、銃後を守る「母」 「成長」してきたのである。嫂の生活の軌跡 多くの女の行く道り、その形象が「写真週報 に見る戦時下の銃後の理想的な 像と軌を一にし いる。
 
 
一方、絹子が夫と子供を連れて里帰りして、和やかな家庭の雰囲気 包まれて幸福を味わっている。し
かし、嫂の後ろ姿に「はつと」して戦争の現実を見た瞬間、目 前 幸福が消え失せ しまった。 「いますべての国民が仮に一時的には幸福 感じることはあ ても長くそれにひたることは許されな った」１２１
のである。やがて絹子も嫂と同じような道を辿っていくしかない。それは銃後の女性の逃れられな
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運命である。そこから戦争の現実を重く受け止めている作者の内面が読み取れる。
 
 
「水」において満洲大陸の厳しい環境下、内地での生
活を懐かしく思い、母国が恋しい外地にいる嫁の
姿が描き出されている。母国への思慕が目の前の生活
に対する憧憬に変えられ、若い妻は放送の戦況から
「南洋」まで広がっ 日本のことを思いながら、
夫の仕事が有意義 感じ 自分もそれに繋がっ
ている誇りを持つようになってきた である。
 
 
日中戦争期の「写真週報」には、 に関する記事や特集が頻繁に掲載され、産業・軍事面において順
調に発展を続けている「満州国」や日々切り開かれていく開拓地などが報じられていた。創刊当初の第一二号（一九三八・五・四）では「行け若人
 
築け大陸日本！」という題目の特集記事が組まれ、 「土着を決
心して行つても、何時か故郷 恋しくなり、弱気を起
して、狭い日本へ帰つてくる。先住民との融合を缺
き、異つた生活様式や、馴れな 風土の気候 うち負
けて、苦杯を嘗めつづけてきた」と、従来の「満洲
移民」が順調に進んでいないことが述べられていたが、 「島国日本は『大陸日本』に成長した！」 、 「国民よ大陸へ出やう！」と感嘆符まで用いた見出しが加えられ、 「何よりも、大陸に骨を埋める覚悟が無くてはならぬ。向ふの人になりきる強い決心と、移民が、日本にとつて どんなに大切な尊い奉公であ かをよく理解し、又、自分こそ、祖国発展の先駆者である、といふ高 精神が、一生を貫いてゐるやうにしなければならない」と「満洲移民」の覚悟及び意義が語られている。第七四号（一九三九・七・一二）の「満蒙へ送る花嫁さん で麦藁帽子にもんぺ姿で訓練に励んで 若い女性達の様子が報じ る。 「まだみぬ満蒙の新天地に想ひをはせ、まだ知らぬ未来 家庭生活を胸に描き 」ゝ 彼女達はいつか海を渡って「大陸の花嫁」になると 女性にとって「満洲」の生活が理想的であること 印象づけられていた。
 
 「水」の若い妻もかつて同じように大陸に憧れて内地から「満洲」に嫁いだのではないかと想像できる。
慣れない外地の気候風土 いろ ろ苦労して「母国」を恋しく思いなが 、環境の厳しさにめげずに自分なりの努力をしている。さら 、夫の仕事を意義ある し 一緒 「満洲」の地 しっかりと暮 していこうとするのである。 「水」一編は 〈水〉に対する若い妻 気持ちに仮託して、 満洲」にいる嫁の郷愁を描き がら、彼女達の強い意志と優し 心も照ら
し出している。 「開拓者の良き妻たるにはまづ志操堅
固で困苦に堪へ、農耕の技も出来ねばな な が、あの荒涼たる野に一輪のうるはし 花と開いて、楽
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い家庭を作るには、何よりも女らしい優しさ、あたゝかさをもつた人でありたい」
１２２
と語られているよ
うな理想の妻像から見て、 「水」 の主人公の形象が 「写真
週報」 にふさわしくないことはないのだと言える。
 
 
しかし、 「水」が太平洋戦争において勝利の絶頂に向かう日本を背景にしているが、作品が発表された一
九四四年に、日本は六月のマリアナ沖海戦で敗北、七月のサイパンの戦いで守備隊が全滅、八月のテニアンの戦いによってテニアン島が、グ ムの戦いによっ
てグアム島が連合軍に占領された。一〇月に米軍に
沖縄、台湾を空襲され、フィリピン・レイテ島に上陸
されたのである。太平洋戦争の中で日本が勝ち目を
失った当時 「写真週報」を見ると、 「決戦」 ふ」 「死闘」のような言葉遣いが目立つようになり、表紙写真に戦意を高揚させる「時の立札」 （巻頭言）が掲載されている。
 
 
いま
 
同じ地の果て
 
空の極みに
 
 
兵隊さんは
 
死闘する
 
勝て勝て
 
勝つんだ（第三二八号
 
七・五）
 
 戦ひなり
 
戦ひのほかに
 
何かあるべき
 
怒りなり
 
猛々し日本男子の
 
血をそゝげ、脈々とつくるなき血を（第三二九号
 
七・一二）
 
  
このような状況の下、作者はなぜ「満洲」の地で戦勝気分に浸って日本に憧れている若い妻を描いた作
品「水」を書いたのか。 「水」の作品内で、 「南方の戦況」が放送によって満洲 伝えられ、妻達を鼓舞しているが、発表当時の前線の苦戦と敗退という報じに
くい現実を背景に、 「写真週報」は戦況発表にほとん
ど触れず、とにかく銃後 奮闘を促すことのみに努めている。当時の誌面の悲壮感 緊迫感 反し 日
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本が「広いわねえ」と感嘆されるのがいかにも皮肉に聞こえるのであろう。あれだけ「母国」に憧れて厳しい環境に身を置くことを決意した若い妻の姿もむなしく感じられるのではないか。 「水」の若い妻の「母国」に対する憧れと彼女達の健気な姿には、一種のアイロニーが隠されており、 「写真週報」に同調しない作者の内面が窺える。
 
 
両作品はいずれも戦時下における日本人女性の生活と心情が描出され、最後に主人公の気持ちが無限に
広がっていくところで文章が閉じられている。そこ
余韻が残ったまま、読者に深く想像させられる。一
方、 「さと」は「はつとした」と う「身体的な感懐」を与える表現によって「今までの流れからする予測の範囲を超えた結末」 を提示し
１２３
、 作品に重層的な豊かさを与えているのに対し、 「水」 の最終場面では、
「落葉松の小枝から霧氷がぱらぱら散つて、桜の落花 やうだ」との比喩表現から「母国」を懐かしむ主人公の感性を滲ませて、哀しさ・虚しさがどこまでも響いていく。
 
  第四章
 
「五拾銭銀貨」 、 「さざん花」 、 「笹舟」論
 
 第一節
 
「五拾銭銀貨」
 
川端康成の「伍拾銭銀貨」は「挿話」の原題で一九四六（昭和二一）年二月号の「新潮」に発表された
作品である。初出末尾に「 （Ｈ女 手記より） 」とある。 「婦人雑誌の小品投書」作 もとにして「私流に書き変へた」作品の一つである
１２４
。
 
小説は全三節によって構成されている。 一」犬の浮き彫りのある四〇銭のガラスの文鎮を買うのにさえ
一〇日間考えるように、無駄遣いしなかったという一七歳の少女（芳子） めぐる挿話である。 「二」一九三九（昭和一四）年、一緒にデパートに行った母は特
売場に引き寄せられ、安売りの傘にひかれたが、結
局買わなかった。 「三」七年後、今の傘の値段を考えて、そのことを母に話 たいと思ったが、母は神田の空襲で死んだ。その文鎮が実家の唯一 記念となった。現在 焼け跡 町に一匹の犬も ない 気 ついてぎょっとした。その「二」にあ る部分が平島愛子の 特売場」 （ 「新女苑 一九三九 一一）によって
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いることは、森晴雄
１２５
によってほぼ明らかになった。川端は〈 「新女苑」コント欄「選評」 〉において、
平島愛子の「特売場」を「母と娘との生活がよく現れ
てゐる。殊に、娘のつましい、しつかりした、好も
しい性格が、自然と感じられる」 「傑作」だと評している。 「五拾銭銀貨」の「二」に当たる部分は大筋が「特売場」に沿っているが、 「文章はもう少し工夫ありたい」というわけで、作者川端によって表現などを書き直されている。そ ほか 森は ちろん主題の面でも、 『文鎮』と『傘』の挿話を描きながら戦後の現実を描 た、大きく異った作品」と本作を評価 ている。 は 川端は「特売場 をもと 、 「五拾銭銀貨」の 二」をどのように書き換えたのだろう
か。作品を通じて「戦後の現実」だけ描きたかった
のだろうか。
 
本節は、主に平島の作品「特売場」と比較しながら、その「二」において母と娘がどう描かれているの
かを考察する。そして母 心理や娘の心境の変化などを掘り下げて追求し、作者 創作意図及び内的世界に迫りたい。
 
まず作品の題目である〈五拾銭銀貨〉から考察を進めたい。
 
 
小説の第一節において、 「 はそのころ少くなつて来てゐた」と回想されて る。では、昭和戦
前までの「五拾銭銀貨」は流通状況がどうなって
いるのか。また、どの程度の価値なのだろうか。
 
 
「五拾銭銀貨」は本位制の時に補助貨幣として発行さ
れた。明治時代は、 「旭日竜大型五〇銭銀貨」 （一
八七〇〜一八七一年発行） 、 「旭日竜小型五〇銭銀貨 （一八七一年のみ発行）と「竜五〇銭銀貨」 （一八七三〜一九 五年発行）の三種類が流通していた。しかしながら「旭日五〇銭銀貨」 （一九〇六〜一九一七年発行）を経て、第一次大戦中の銀の高騰により「大正五〇銭政府紙幣」 発行され その後の一九二二（大正一一） 年銀の配合率を低くした 「鳳凰」 の五〇銭銀貨 （小型五〇銭銀貨、 「大 さ：
23.5mm」 、 「重さ：
4.95g」 、
素材： 「銀
72%、銅
28%」 ）が発行された
１２６
。この銀貨は大量に発行され広く流通したが、 「昭和恐慌」を
経て戦時体制に入り、 三八（昭和 三）年 臨時 貨法公布以降、銀貨は姿 消した。作品中の「五拾銭銀貨」はつまり「鳳凰」の五〇銭銀貨のことである。
 
 
五〇銭銀貨は、川端が第一高等学校時代の一九一八（
大正八）年の伊豆の旅に材を得て書いた短編小説
「伊豆の踊子」 （ 「文芸時代」 二六・ ／二）の
中で二回登場している。作品の始めに、学生の「私」
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が雨宿りの茶屋の老婆に「五十銭銀貨」を礼として残すと、老婆が大変恐縮してしまうシーンがある。また、踊り子が宴席で稼いだ五〇銭銀貨を母へその夜の稼ぎとして渡す場面は、 「 『これだけ…。 』と、踊子は握り拳からおふくろの掌へ五十銭銀貨をざらざら落とした」と描かれている。
 
 
川端が旅をした一九一八（大正八）年の日本は第一次世界大戦の好景気で沸いてきたが、この年の中頃
から米価が急激に上昇し始めた。八月二日にシベリア
出兵宣言が出され、米商人の買い占めや売り惜しみ
で全国的な米騒動が起こった。 『京都府町村会七 年史』
１２７
によると、京都では大正七年に入り「高い物
価と生活」 、 「物価騰貴と生活難」など連日窮状が報道
されていた。小売米価（一升）は「宇治町で一月二
七銭二厘、八月一日三八銭五厘、八月四日四〇銭五厘、八月九日四八銭 高騰した」のである。 「当時日当左官一円五〇銭、日雇一円三五銭、丁稚三〇〜 （市内）で零細世帯では収入 大半が米代に消えてしまう始末であった。伏見町の役場吏員月給は平均二三円であった」という。そこから当時の五〇銭は米価や世間の給与水準で見ると小銭程度ではないこと 分かる。そうすると、 「婆さん」が「勿体なうございます。お粗末いたしました。お顔をよく覚えて居ります 今度お通りの時にお礼をいたします。この次もきつとお立ち寄り下さい 。お忘れはいたしません
」と一町ばかりも「私」を送るのも当然であろう。
また、踊子が握り拳からおふくろの掌へざらざら落とした五〇銭銀貨は、相当 価値 持っているのである。
 
 
同じく五〇銭銀貨が登場した作品をあげると、松本清
張の短編小説「天城越え」 （ 「サンデー毎日」特別
号
 
毎日新聞社
 
一九五九・一一）の主人公（一六歳の少年）は、一九二六（大正一五）年、一六銭を持
って修善寺に向かう。そこで出会った酌婦は五〇銭銀貨二枚のために身を売 て、それを渋った土工は殺害されたうえに豪雨に流される。また、中島敦の「斗南先生
１２８
において、三造は伯父に五〇銭銀貨一
枚渡されて蛇の目傘を買ってくるように頼まれたが、結局自ら財布か また 〇銭銀貨二枚出して それに付け加えて傘を買ったのである 昭和五年のことである。 「昭和五年当時、円タクは市内五十銭に決まっていたものだ」と書かれている。
 
 
明治・大正・昭和とインフレが進み五〇銭銀貨も大きさ・重量・材質が小さく、軽く、安くなり、それ
なりの価値も徐々に下がっ くるのである。小説「五拾銭銀貨」にお て、芳子は毎月母から
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四枚（ 「二円」 ）の小遣いをもらっている。
 
 第一項
 
芳子について
 
母親がお小遣いとして 「手づから」 蟇口に入れてくれる五拾銭銀貨は、 「軽いやうで重みのあるやう」 で、
芳子の目には「堂々と威厳」のある存在である。それ
が「お小遣いをつかはないやうにとの用心で」月末
になっていつも「手提鞄の蟇口に納まつて」残されて
しまう。 「映画 見に行つたり喫茶店へはいつたり」
するような世間一般的な「享楽」は、芳子にとっての「誘惑」にならない。 「週に一度会社の帰りに百貨店へ寄つて、一本拾銭の塩味のついた大好きな棒パ
ンを買ふ」のが、彼女の唯一の消費習慣である。
 
そんな芳子はある日三越の文房具部で「ひやりとした冷たさと、ふとした重みと、急に快い感触」の持
つ四〇銭の硝子製の文鎮に惹きつけられる。芳子は「
しばらくそれを掌に載せてとみかうみしてから、惜
しさうにそつと元の箱 か 返した」のである。それほど愛着を持つのに、直ちに購入するのではなく、一〇日ほどそこを通って味わい、慎重に考えてからやっと決心して「これ頂戴」と言ったのである。 「うつかりいいなと思つて気紛れに買つて ら後悔するやうなこと」をしたくないからである。また、一七歳の芳子にとって「大切なもの 頭 しみこんでゐるお金を、安つぽく使ふことが空恐ろしかつたのである」と理由が述べられている。母や姉に「こん おもちやみたいなもの買つて」と笑われたが、 「割りに綺麗に出来てるねえ」 「器用なものだわ」と文鎮 作りが認められ い 芳子と ては、数日間か って「自分の所有物 する価値がある」 確かめられたものだ
から、 「誰がなんと言はうと」気にならない。
 
 
以上のことから、大切なお金を自分にとって価値のある
ものだけに使う、それにそれまでに幾日も眺め
て考える、一旦買ったもの は誰に何 言われよう 後悔し い、というよう 金遣い 非常に控えめな娘の姿がはっきりと浮かんできたのである。一方、芳子の を買う態度 、また彼女なり ものを見る目、即ち価値観が潜んでいるのである。そのような価値観を持っ るからこそ、世間一般的 「享楽に対して淡泊で、 「誘惑」を感じないのではないか。 「一 の挿話を描くこと よっ 芳子の人物像がより明晰になり 「二」の特売場におけ 芳子 言動がさらに理解されやすく る である。 、文鎮 ついての描写は「三」 伏線にもなっている。
 
 - 86 - 
 
 第二項
 
「二」から見る母と娘―「特売場」との比較を通して
 
 
 
日曜日、芳子は珍しく母の買物に誘はれて三越に来た。
 
 
平島愛子の作品にない一文であるが、具体的な時間と場所を提示している。作品「五拾銭銀貨」の中で、
芳子（ 「特売場」 ：良子）は職業婦人として設定されているから、休日の日曜日にしたのであろう。 「三越」という百貨店の具体名を出して読者の親近感を呼ぶことになる。そして 「珍しい」という表現を通して芳子がそんなに買い物熱心な人ではないことが分かる。
 
 
その日の買物はすんで一階までおりたのに、 母は当然 ことのやうに地階の特売場へはいつて行く。
 
「あんなに込んでて、お母さん、いやあね。 」と芳子はつぶやいたが、母には聞えなくて、先きを争ふやうな特売場の空気が母にうつつて来るらしい （ 「五拾銭銀貨」 ：以下同）
 
………………………………………………………………………………………………………………………
 
今日の買物は特売場には用事がない筈なのだが、母は「それでも何か――」と云ふ気持ちらしく、
ずん〳〵入つて行くので、良子は「混んでるのにやだな ――」と思つたが、 （ 「特売場」 ：以下同）
 
  
傍線部は書き直しの部分で、 「当然のことのやうに」 という表現は母が無抵抗に特売場に 「吸い寄せられ」
た様子を描き出している。また、 「先きを争ふや な
特売場の空気」が強調されるようになり、それに動か
され からこそ母は用がないのに特売場に入っていくのである。では、芳子はどうであろうか。
 
 
特売場は無駄づかひをさせるやうに出来てゐるも
のだけれど、うちのお母さんはどうかしらと、芳
子はちょつと眺める気持に離れて後を追つた。
 
………………………………………………………………………………………………………………………
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「特売場は自然、無駄買ひするやうに出来てゐる所ださうだが、扨お母さんはどうかしら？」と気持ちを変へて後を追つた。
 
 
芳子は特売場を「無駄づかひをさせるやうに出来てゐるもの」だと考えて「ちょつと眺める気持に」母
を観察している。彼女の傍観的な立場が見られる。母と対照的に、 「特売場の空気」は彼女に移らなかったのである。
 
特売場 は、母は「三綴貮拾五銭」の便箋を買ってから、目をほかの商品に向けている。
 
 
台所道具の売場だの肌着の売場など、人のよけいいたかつてゐるところへ母は吸ひ寄せられて、し
かし人を掻きわける勇気はなく、伸びあがつて覗い
たり前の人の袖の隙間から手を出したりしてゐた
が、一つも買はないで、なにか割り切れないやうな、思ひ切り悪いやうな風で出口に足を向けた。
 
………………………………………………………………………………………………………………………
 
母は台所道具の所だの、肌着類の所だので立ち止まつては手にしたりしてゐたが、特に欲しいもの
も見当らないらしく、やがて出口に向つて又足を止めた。
 
 
「人のよけい……手を出したりしてゐた」という部分は特売場で母の買い物する様子を描出すると同時
に、はっきりとした目的なく、ただ多数の人に盲従す 母親像を浮き彫りにしている。原文の「特に欲しいものも見当らないらしく」という箇所が母 目的性が見られる表現になるから、 「一つも買はないで」と書き換えたのである。そ て、 「なにか割り切れないやうな 思ひ切り悪いやうな風」で出口に移動する母の未練がましさは、後に洋傘に出会う時の驚きと喜び 気持ちに繋がっている。母は何か心残りがあるような気持ちで出口 足を向けたが、その出口 ところで一本「九拾五銭」の蝙蝠傘を見つけた。
 
 
（前略）母はさもおどろいて、
 
「安いわねえ、芳子。安いぢやないの。 」と言ひ が 急に元気づいた。もやもや迷つた心残りがはけ
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口を見つけた風だつた。
 
「ねえ、安いと思はないの？」
 
「ほんたう。 」 芳子も一本手に取つてみた。それを母は自分が持ち添へて開いて、
 
「骨だけとしても もんだわ。布はまあ人絹だけどね、結構しつかりしてるぢやないの。 」
 
 
……………………………………………………………………………………………………………………
 
母は（中略）驚き感心して、盛んに安い〳〵を連発するので、良子は「どら」と一本、手に取つて
みた。
 
「布はこんな人絹だけど、 骨だけとしても安いわ、 これなんか布も結構しつかりしてゐるぢやないの、良子」
 
 
良子は成程安いなあ――と、母の手にしてゐるのを見て更に感心したが、❶
 
 
 
「安い」という表現が短い会話文の中で四回程出ている。原文の「盛んに安い安いと連発する」という
ような説明的な文章より、具体的な会話文に転じた方がより臨場感が湧いてくる。必要かどうかは別として、とにかく「安い」から得だという点だけ母の意欲を燃やさせたのである。
 
一方、芳子は「こんなちやんとしたものをどうしてこんな値段で売るのだらう」と思い、 「却つてなにか
片輪者でも押しつけられるやうな妙な反感も湧いた」のである。安く売る背後に何か内情でもあるのではないかと冷静的に判断する芳子の姿が見られる。
 
 
「お母さん、不断のはうちに持つてるでせう。
 
「ああ、だけどあれはねえ……。 」と、ちょつと芳子を見ただけで、
 
「十年、いやもつと 十五年になるかな、使ひ古して昔風でね。それに芳子、これは誰かに譲 上げたつて喜ばれますよ。 」
 
……………………………………………… …………………………………………………………………
 
「お母さん、普段の持つてるんでせう？」
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「あゝ、旧式なのをね、でもこれ私が使はなくても誰かに譲つたつていゝですよ」
 
良子は母の「いゝですよ」のアクセントを無意識に口の中で、 「いゝですよ、いゝですね」などと真
似しながら、誰かに譲るんなら本当に「いゝです」と思つた。❷
 
 
芳子は「不断のはうちに持つてるでせう」と本当に買う必要があるのかを気にする。母は「十年、いや
もつと、十五年になるかな、使ひ古して昔風でね」と言い、現在手持ちの傘がどれほど古いなのか、もう捨てても惜しくないくらいなのだということを表す。そういう母の言葉を書き足すことによって、母の洋傘を買うために言い訳をする雰囲気も醸し出 いる
。原文の傍線部分❶❷（いずれも母の話を聞いてか
ら、娘も納得するように る内容である）は削除されている 芳子の冷静で「しつかりした」性格とは相反することになるからであろう。
 
 
芳子は笑つたが、母はその誰を目当に傘を見立ててゐるのだらう。身近にそんな人はゐない。ゐる
のなら誰かにとは言ふまい。
 
………………………………………………………………………………………………………………………
 
母が今、自分のにと買ふのでは無駄買ひになるかもしれないが、 （しかし、現在 旧式なのを捨てゝ
この洋傘を求めてもそれ程不経済な事にも思へない位、母のは古くからのものだつた）これが他人に役立つ なら無駄な事ではない。が、母の身近かに丁度不断用 として手頃なのを探してゐる人 居るのだらうか？良子は居 い――と思つた。何故なら、若し母がさういふ人を知つてゐ 何の躊躇もなくそれを求める筈だと考へられたから そし
て母の「誰かに――」なんて言葉は母自身の言
訳の為にみつけて口にした言葉に過ぎないんだと思つた。
 
   
芳子は「誰かに譲つて上げたつて喜ばれますよ」という母の言葉が、ただの言い訳にすぎないことを見
抜いているから「笑つた」のである。原文の回りくどい説明が省略され、簡潔明瞭な文章 っている。母は「ねえ、芳子、どうかしら」と芳子に意見を求める。 「さうねえ」と芳子は「やはり気の進まぬ返事を
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してしまつた」のである。そして、母の傍へ寄ってとにかく母に良さそうな傘を捜してみる。
 
 
 
人絹の薄物を着た女の人達が安い安いと言つ
て、入れ替り立ち替り無造作に買つて行く。
 
芳子は少し顔をこはばらせて上気したやうな母が気の毒になり、 自分の躊躇が腹立たしくなつて来た。
 
………………………………………………………………………………………………………………………
 
 
人絹のボイル式の薄物を着た若い女の人達が、 入れ変り立ち変り口々に安い〳〵と云ひ合ひながら、
そんなに都合よく欲しかつたのかどうか（？）いとも簡単に買つて行くのを横目に、良子はフウヽン――といつた気持ちで、もう自分 母に対する感情が馬鹿らしくな 来た。
 
 
「入れ替り立ち替り無造作に買つて行く」女達と「少
し顔をこはばらせて上気したやうな母」とは鮮明
な対比になっている。母の表情を書き入れることによ
って、芳子の感情の変化がより理解しやすくなった
のである。 「自分の躊躇」が母の選択をさらに迷わせ、 「気 毒」な境地に立たされたのである。金遣いにあまりにもこだわりすぎる芳子の自己反省が見ら 。
 
今度は「どれでも一本、早く買へばいいぢやないの。 」と芳子が母に早く買うように勧めようとしたが、
母は「芳子、よしませう」と言う。続いて「二」の末尾が来 のである。
 
 
母は口のあたりに弱い微笑を浮べて、なにか振り
払ふかのやうに、芳子の肩に手をかけてそこを離
れた。でもと今度は却つて芳子がなにか心残りだつたが、五六歩行くうちにせいせいした。
 
 
肩にある の手を取ると、ぎゆつと握つて一つ大きく 、肩を重ねるやうに身 寄せて出口へ急
いだ。
 
…………………………………………………………………………………
 
母は母で、今迄の自分自身の心、態度を恥ぢらう
かのやうに❸、目を細め、口に弱い微笑を浮べる
と、良子の肩に手を掛けて出口の方へと誘つた。良 はこれでいゝん と思つた。そして今、ただみたいに安いからつてあの傘を買ふよりも現在あるもの
を、もうあと一年でも、二年でも使へるだけ使
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つた方が、より経済的なのだと、心の中で母の心へ無言で話しかけた。❹
 
 
良子は、自分なら最初から買はない、と極めてゐたが、危なつかしかつた母が矢張り自分と同じ考
へに迄到達してくれたのが、先刻 便箋の時と違つた嬉しさで胸がはずみ❺、肩におかれてゐる母の手へ自分の手をやると 下へ降して握りしめ 二三度大きく振り又ぎゆつ！と握りしめて、母を吃驚させた。
 
 
「なにか振り払ふかのやうに」という修飾語は、母の今までの絡み合う気持から脱出し、すっきりとし
た気分になることを活写している。原文の傍線部❸よ
り適切な表現になる。そして、原文の傍線部❹❺は
削除された。その理由として、第一、前文における芳子の感情の変化を受け、 「今度は返つて芳子がなにか心残りだつた」とのほうがより自然であ しかしな
がら、矢張り買わないほうがお金の無駄遣いになら
ないから「五六歩行くうちにせいせい た」のである。第二、 「母の手を取ると、 （中略）身を寄せ 」という一連の動作から、母 無言のまま心が通じ合う嬉
しさが読み取れる。原文❺のよう 説明的な言葉が
無用の長物となるからである
 
以上、平島愛子の「特売場」をもとに、川端は「五拾銭銀貨」の「二」を書き上げたのである。原文の
説明的な文章を多く削除し、会話文や具体的な動作を
適切な言葉で表現して人物の心の動きや感情の変化
を描き出している。特売場 雰囲気に釣り込まれ、安 洋傘を買うために内心の葛藤を経験して結局諦めた母とは対照 に、最初から傍観的な立場に立って始終冷静的な判断を失わない、しっかりした性格の持つ娘の姿が 出されたのである。
 
 第三項
 
母の心理及び芳子の心境の変化
 
 
買い物が済んでも特売場へ寄ってみるのは母の習わし
ではないか、 「その日の買物は一階までおりたの
に、母は当然のことのやうに地階の特売場へはいつて行く」のである。 「先き 争ふや な特売場 空気が母にうつつて来るらしい」と形容されている。で 、特売場はど ような空間 なって るのか。 「朝日新聞」一九三六（昭和一一）年二月九日付朝刊紙上に紙面を大きく占める写真一枚を添えながら「あらッ私
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だわ！（
14）／特売場から〈写〉 」という記事が載っている。写真は特売場で商品を選ぶ人でぎっしりとな
っており、中には背中に赤ん坊をおんぶしている婦人がクローズアップされている。記事においては、 「 『はんぱもの』を漁る御婦人方の心理なんてものは競馬の大穴を当てようとする殺気立つた「それ」 似てゐる、レーヨン金紗の山を掘り返して少々色の褪せた本絹 一反 発見した瞬間と来たら、正に身も世もあらぬ快味ださうで」と消費者の心理を巧みに形容しな
がら、 「だから御覧なさい。この特売場の御婦人方の
顔の深刻で真剣なことを、休憩室で待つてゐる御亭主がバツトを二箱空にしようと、それは知つた事ではない」とユーモラスに書いている。特売場では婦人達が血眼になって掘り出し物を見つけようとするのである。
 
さて、母は「人のよけいたかつてゐるところ」へ「吸ひ寄せられて」いくが、 「人を掻きわける勇気はな
く、伸び がつて覗いたり前の人の
袖の隙間から手を出したりしてゐた
」だけで、特売場の燃え盛る雰囲
気に多少馴染んでいないようである。そして、 「一つも買はないで、なにか割り切れないやうな、思ひ切り悪いやうな風で出口に足を向け」た。買い物する欲望が満たされないがためにむなしさを感じている。その時、一本「九拾五銭」の蝙蝠傘を見付けて、母は「
急に元気づい」た。その気持ちは「もやもや迷つた
心残りがはけ口を見つけた風だ た」と表現されてい
る。そのような母の気持ちが蝙蝠傘を買おうとする
衝動へ転じていく。
 
母は「人絹」の生地に妥協し、値段が「安い」 に「しつ りしてゐる」点を強調している。一方、芳
子は「お母さん、不断のはうちに持つてる せう
言う。ここでは、商品を購入するという行為とその
商品に対する必要性と 矛盾が提示されてい 。おそ
らく、母も物の必要性を配慮して「十年、いやもつ
と、十五年にな かな、使ひ古して昔風でね。それに芳子、これは誰か 譲つ 上げ のならいいわね」と言い出して、娘・自己に納得させているの はな か しかし、そうとは言 ながら直ちに購入するのではなく、 「ねえ、芳子、どうかしら」と再度娘に意見を求めた であ 。内心買うか買わないかとの間で葛藤している母に対して 特売場 「人絹の薄物を着た女の人達が安 安いと言つて、入れ替 立 替り無造作に買つて行」く。それ 少し顔をこはばらせ
て上気したやうな母」の困惑をさらに引き立てたの
である。
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芳子が母を早く買うように促そうとするとき、母は「
口のあたりに弱い微笑を浮かべ」て買うのをやめ
たのである。その「弱い微笑」には、買い物する欲望から理知を取り戻した母が、特売場の雰囲気や周りの人に影響され、どんどん釣られていく自分を省みたときの自嘲の気持ちが含まれている。と同時に物への執着から解放 た安堵感も感じ取れる。
 
 
作品では、日常生活における母娘の感情のやり取りが
全編を貫いている。一七歳の芳子への小遣いを母
が手ずから彼女の「蟇口」に入れるほど、二人は親密
な関係にある。物を買うのに数日かかって考えるそ
の時の芳子を、母は「可愛らし」く思い、懐かしがっ
ている。特売場では、母が便箋を買って「芳子を振
り返ると、二人でにつと笑つた」のである。母娘の心 通じた微笑みであ 。また、いろいろ迷ったあげく、結局傘を買うの 諦めた母の思いが自分のそれと
重なり合い、芳子は無言のうちに母と心 通わせた
うれしさで、 「肩にある母の手を取ると、ぎゅつと握つて一つ大きく振り、肩を重ねるやうに身を寄せて出口へ急いだ」のである。自分自身 価値判断が守られ
て、中途半端な買 物をしなかった清清しい気持ち
になっている。以上のような戦前、戦中の 娘の日常
についての回想から、小説の場面は戦後の現時点に
引き戻され
 
 
焼トタンの掘立小屋に雨が降つたりすると、あの時蝙蝠傘を買つておけばよかつたと思ひ出して、
芳子はうつかり実家の母に今は百円か二百円よと笑話
してみたくなるが、その母は神田で焼け死んで
ゐた。
 
あの傘を買つておいたところで焼けただらう。
 
 
 
 
戦後の世相がこの一節によって描かれている。 「今は百円か二百円」まで上がっている傘の値段から戦後
物価高騰の状況を反映している。母は空襲で死んでいた。 「 の傘を買つておい ところで焼けただらう」と書かれている。つまり、買っても買わなくてもいず
れにしても傘は焼けてしまう。戦争の現実とその中
で翻弄されている人々の姿が浮かび上がってくる。芳
子は「あの時蝙蝠傘を買つておけばよかつた」 自
己反省するようになり、母と過ごしてきた日常が懐かしく思わ て寂しさを味わ 。
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夕方からは横町に近所の娘の奇妙な声がして、一夜に千円稼ぐといふ噂だつた。その娘達の年頃に
七八日考へ迷つて買つた四拾銭の文鎮を、芳子はふと
手に取つて可愛い犬の彫物を見るうちに、まは
りの焼跡の町には一匹の犬もゐないと気がついて、ぎょつとすることもあつた。
 
 
小説の結末において、 「横町に近所の娘」は相変わらず一夜に稼ぐ千円の金に「誘惑」を感じている。戦
後になっても変わらない人間の営みの本質を感じさせる。 「まはりの焼跡の町には一匹の犬もゐない」光景は「死」を意識させ、戦争の無残さを伝えている。戦前からの激変に未だに完全に受け止めていない芳子の気持ちは「ぎょつとする」と う表現によっ 表されている。
 
このように見てくると、作品「五拾銭銀貨」は、平島愛子の「特売場」をもとに「一」と「三」を付け
加えて書き上げられた一篇であるが、回想形式によってほのぼのとした母娘の日常性と感覚的ずれが冷静な文章で綴られている。また、 「一」と「二」の回想部分における母娘の感情 やり取りを描くことによって、 「三」における芳子の心境の変化及び戦争直後 現実感が一層鮮やかに浮かび上がるようになったのである。
 
 
 
あの硝子の文鎮は偶然残つた。横浜の婚家が焼ける時、そこらにある物を夢中に非常袋へつかみ入
れたなかに文鎮がまじつてゐて、実家のころの唯一の記念になつた。
 
 
「磨きあげた硝子の面とすり硝子のやうに霞みかかつた浮彫とは微妙に調和し、六角形の切方にも精巧
な格調があつて、芳子には美しい芸術品だつた」硝子
の文鎮が空襲の後に残されたのである。それは何を
意味するのだろうか。
 
作品において、同時代の娘らしい「享楽」を「自分の生活の外のものと見過して」 り、特売場でも始
終傍観的な立場にいる芳子の形象に時代・社会を見据 ながら戦時下を生き抜いた作者川端 「抵抗」の在り方が示されてい 。それはあたかも「私は太平洋
戦争の日本に最も消極的に協力し、また最も消極的
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に抵抗した」
１２９
と記していることと呼応する。しかし、精神上の影響は深刻であった。川端は一九四三
（昭和一八）年七月から「満州日日新聞」で連載する
「東海道」において、 「人間は、その人が生きた時代
以外の、なにものでもない」と書き、また敗戦前後の思いを次のように記している。
 
 
国がほとんどほろびて、私は日本の今日に生れ合せたといふのがれられぬ宿命を痛切に知つた。 （中
略）私は自分の生のみすぼらしさ、つたなさがあはれでならなかつた。夜通しの仕事の机にも小さい美術品をおいて自分を支へた。 （中略）私は時を超えた美を感じる一方時代の宿命を感じた。
１３０
 
 
敗戦後、川端は痛切な気持ちのなかで美にすがりつき、支えを求めているのである。 「芳子には美しい芸
術品だつた」硝子の文鎮が残ったという小説の結末は
、戦後の荒廃のなか、美的なものに憧れて癒しを求
める作者の思いとして描出されている。そのような思い 戦後日本の伝統美を継承する意志を強くさせたのではないか。川端は晩年、ハワイでの講演「ほろびぬ美」
１３１
の冒頭において、 「日本はまだ敗戦の虚脱、
荒廃、混迷の癒えぬ時」に、詩人高村光太郎 書 た
「いつたんこの世にあらはれた美は、決してはほろ
びない」という言葉が胸に響き 「民族の運命は興亡常ないが、その興亡のあとに残るものは、その民族の持つ美である。そのほかのものは皆 伝承と記録のなかに残るのみである と思わせたことが述べられている。小説「五拾銭銀貨」において、実用品が無くなり、 「芸術品」 残 と う結末は 美的なものの永遠性（不滅）が仮託されて、敗戦直後 混迷の中 人々 荒 心 癒しで るような作者の願望をも映し出して
 
しかし、戦後の荒廃した生活に何よりも役立つのが実用品である状况下、美的なものはただ人間にとっ
ての皮肉な慰めではないか。 「二十日（日）――新潮小説〆切（中略）二十四日――新潮〆切」と川端康成の「手帖」を引用しながら、 「新潮 小説は〆切二度まで書いていますが、結局渡せたのは一月二十八 の月曜日で、相変らずの難渋ぶりです」
１３２
と妻の川端秀子が記しているように、 「五拾銭銀貨」を容易に書
き上げなかった も、そ ような作者の複雑な思いがある らであろう。
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第二節
 
戦後に残された心の傷痕
 
 
「さざん花」は一九四六（昭和二一）年一二月、 「新潮」第四三巻第一二号に発表された〈掌の小説〉で
ある。作品は戦後一年余り、出産が相次いだ隣組を舞
台にしている。女児が多く出生したことも「新憲法
の産物」だと見られ、新社会を作り始める中、確かな平和がもたらされていることを示している。しかし、五〇歳の主人公「私」は 戦後社会に馴染 ず「敗戦の悲しみは心身の衰へを伴い」 「お産を他界からの生の明かりと眺め か」のように感じている。田村嘉勝
１３３
は「敗戦を知った『私』は、老骨の身となって、
性的にも不能になり、お産を見て 身の衰えを感じる
、と同時に、戦中張りつめていた精神位相が戦争に
対する考え方にも、既に遅れを、いや、まったく異質の位相に拡がりを示しているのに気づ たのである」と述べ、 「さざん花」を「戦後の新生社会と老憊した
主人公の対比を示した作品である」としており、さら
に、 「新社会の構造は、 川端にとってみ ば 一足飛びに介入できず、 殊に流行するも は抵抗があった」 、「もっと深い所に、あまんじて受け入れられないもの
が川端にはあったのではなかったのか」と転換期に
ある作者の心境と重ねて論じている。
 
 
「笹舟」は一九五〇（昭和二五）年四月、 「改造文芸」第二巻第四号に発表された〈掌の小説〉である。
作品は戦争がとう 終っているにもかかわらず、 婚約
者が帰ってこない主人公あき子の内面を描いている。
あき子は小児麻痺で「びつこ」であるが、戦中に期せ
ずして婚約が決まってから 「体の不自由を心で補
ふ自信を持ち」 、歩く練習をし たが、敗 後はやめている。婚約者 母親の話が「戦死か破談か」だと思い、 「びつこ と結婚してくれようという 、 「戦争中の感傷だ」と考える。そうしたあき子の心情が、婚約者の弟のために川に浮かべた笹舟に って象徴 れ
 
吉村貞司は「戦後の『さざん花』 『笹舟』は敗戦の痛みに骨までうずいている
１３４
と述べている。本節
は両作品において 敗戦の痛みがどのように描かれた
のかを考察し、両作品の共通点についても検討して
みたい。
 
 
第一項
 
「さざん花」
 
小説「さざん花」の冒頭では、出生をめぐる敗戦直後の世相が描かれている。戦後一年余り、 全国的
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に出産がおびただし」く、 「戦争中低下していた出産率が一挙に上昇した」のである。私の隣組にも出産が相次ぎ、一〇戸に四組もあり、五人の子供が生まれ
た。しかも、そのうち四人までが女児である。人々
はそれを「新憲法の産物」
１３５
だと冗談まじりに話しており、平和が訪れた後の精神的な余裕や開放感を
満喫している。
 
 
無数の若い男が妻にかへされたのだから当然である。しかし出産は復員者の家庭にばかり多いので
はない。夫が出てゆかなかつた家にも多い。中年者に思ひがけない子供も出来た。戦争の終つた安堵が妊娠を誘つたのである。
 
 
全国的な出産率上昇の要因は復員者の家庭復帰にあ
るだけでなく、 「戦争の終つた安堵が妊娠を誘つ
た」からでもある。つまり妊娠は夫婦間の性行為の機会が増えたということだけでなく、それを促す精神的な安定の結果として描かれている。 「日本の敗戦も
今日の生活苦も将来の人口難も頓着なく」 、 「塞がれ
てゐた泉が噴き出したやう」に、 「枯れてゐた草が萌え立つやう」に、戦争中に抑圧されていた「本能の動き」が蘇っ のである。出産ブームは平和を現実に示している反面、重苦しい戦争の歳月を生きた人々の窮屈感をも裏付けている。 「私 はそれが「動物的なことであ かもしれない」と思い、本能に従 行動することしかでき い人間の存在を哀れむ感情が湧いてくる である。
 
「私」の家では一六歳になる娘はよく隣組の赤子を見にいき、話題にもしている。
 
 ある日娘が「お父さま、お父さま、島村さんではね、前の赤ちやんが帰つて来たんですつて――ほ
んたう？」と部屋へはいつて来ながら言つて私の前に坐つた。
 
 
島村の妻は、戦争中に一度妊娠したことがあるが、夫の留守中に流産した。それが戦後になって今度は
四人の産婦のうちで、ただ一人男児を生んだのである。島村夫婦の前の子供が生れ変わっ きたという娘の話について、 「私」は「そんなことはない」と言い
、とっさに反論したが、また「ちょつと迷つた。う
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つかり否定してしまつたが、それでよかつたのか」と動揺している。 「小母さま、前に赤ちゃんがお出来にな たでせう。その子のことでせう？」と娘に再度聞かれた時、
 
 
「さうだね。 」と今度はあいまいに答へたが、やはり否定に傾いた。 「小母さまはさういふ気持がなさるんだら 。しかしそんなことどうして分る？前の子は男か女かも分らんぢやないか、生れなかつたからね。 」
 
 
 
と「私」は前の答えより和らいだ口調で答えているが、やはり「なにか心 残つた」のである。やがて、その話が隣組の話題にもな 、 「健康と思へない で
私は娘に否定したのだつたが、考へてみるとさう不
健康なわけではない」と思い直しているのである。そして、
 
 
前の子供が生れ変つて来たといふことに島村夫婦は他人のうかがへぬ実感と確信とがあるのかもし
れなかつた。感傷に過ぎないとしても、島村夫婦の場合には非常な慰めとなり喜びとなつてゐるのは疑へなかつた。
 
 となお立場を替え、島村夫婦の身になって考えるよう
になったのである。さらに、 「前の子供、つまり死
人が生れ変つて来るなどといふのは非科学的だと知識で推量してゐるに過ぎない 生れ変りといふ根拠はあるまいが、生れ変りで い 証拠もむづかしいかもしれなかつた」と弁証法的に自らを説得し「前の子」の実存を認めようとする。
 
 
私はいくらか島村夫婦に同情を覚えると、これまでほとんど無関心だつた流産の子にもなにかしら
同情が湧いて来た。生きてゐた人かのやうに思へて来るのだつた。
 
 これまでの「私」の態度の変化に注目すれば分かるように、 「私」は子供の生まれ変わりを完全に否定
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できず、徐々に信じようとする方向に傾いている。そ
れは前の子供が新しい生命として生まれ変わってく
ることが、島村夫婦にとって「非常に慰めとなり喜びとなつてゐる」と思われたからである。戦争中の流産で子供が生まれてこなかったこ は、島村夫婦の心に「悲しみ」や「悔い」といったような傷痕として残ってい 。 「私」は彼ら 同情し、流産した子供が生きていたように思われ、 「生ある人」として生まれ変わってきて、島村夫婦の心の癒しになることを信じたい であ
 
島村の子供の生まれ変わり話に同情を覚え、 「私」は空襲中に隣組が退避する情景を思い出している。
 
 
  
 
小鳥は二三羽梅の大木のなかにゐた。枝と枝との間を飛んでゐるのだが羽ばたきばかりで少しも進
めない。青葉のなかの狭い空間に浮いて痙攣するやうな羽ばたきだ。やつと枝に近づいても枝がよくつか で、足を前へ突き出し後へ倒れ落ちさうな恰好で いてゐる。
 
 
小鳥の「痙攣するやうな羽ばたき」や、 「足を前へ突き出し後へ倒れ落ちさうな恰好」などの繊細な描
写を通じて、艦載機の襲来時に、小さな命が恐怖に戦く姿はリアル 再現され、その時妊娠し た島村の妻の姿も小鳥と重なり、 「爪先き立ちにしやがんだ膝に両腕を固く組み縮め 首を上げてゐた」と描かれている。流産の原因はその恐怖によるのでは いかと暗示されている。平和が訪れると 戦争中に引き締めていた気持ち 和んできて、出産が相次ぎ、 「親に戦争中の苦労を忘れさせ」 、心の傷 癒して る。
 
 しかし五十歳の私には戦争が終つても子供の出来
るやうなことはもう起らなかつた。年古りた夫婦
は戦争のあひだにいよいよ淡泊になつてしまつてゐて、平和がかへつてもその習慣は直りさうになかつた。
 
 
 
 
戦争から覚めると生の夕暮が迫つてゐた。
 
 
 五〇歳になった「私」は、戦争が終っても、戦中の精神状態から抜け出せず、 「心身の衰へ」を感じてい
る。戦後の世相から遠い存在になり、 「生 夕暮」が迫り お産 ことを「他界から生の明りと眺めるか
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のように感じる。戦争の痛手は敗戦の悲しみとともに、目に見えない形で「私」の内面深くに染み込んでいる。では、 「生の夕暮」は何を意味しているのか。
 
 
その子は生ある人であつたのか、私はなんとも言へない。それは母胎のなかにゐただけだ。この世の
光に触れなかつた。心といふやうなものは持たなかつ
たかもしれぬ。しかし私達と五十歩百歩だらう
し、あるひは最純粋で最幸福な生であつたと言へるか
もしれない。少くとも生きよう するなにもの
かはそれに宿つてゐた。
 
 
「私」の「生」の「夕暮」に対して、 「最純粋」 、 「最幸福」な「生」は、生まれてこなかった子供に「宿
つている」のである。ここでは、原初の生命の無垢さ
、輝き、または「生きようとする」意欲への思慕が
表れている。 「夕暮」は人生の盛りを過ぎた年を意味
する一方、戦争を生きてきた人間の過去を背負い、敗
戦後の現在を積極的に生きていく意欲が失われた心境 も象徴している。
 
小説の結末において、 「私」が娘を連れて島村の家の横を通ると、冬に咲くさざん花が目に留まる。 「戦
争のあひだにも流れ去つた私 をまた悲しみながら、私のそれがなにかに生れ変わつてくることはあるだらうかと思つ」た。冬の寒さに耐えて長く咲き続けて さざん花のように、敗戦とともに滅びた自分の「生」が蘇り、人生 「 」にも花が咲くようにと願っ
 
 
第二項
 
「笹舟」
 
あき子は小児麻痺で、 「一生ひとりで静かに暮すつも
りだつた」が、戦争中に思いがけなく婚約した。
しかし、戦争が終っても、婚約者は帰ってこない。
 
 
体の不自由を心で補ふ自信を持ち、これまでにな
く真剣に、左足の踵を地につけて歩く練習をし
た。左足だけすぐ鼻緒ずれになつたが、あき子は苦行
をつづけた。しかし、戦争に敗けてからは、そ
の練習をやめてしまつた。鼻緒ずれの痕 ひどい霜焼の痕のやうに残つた。
 
 - 101 - 
 
 
戦時下の予想外の婚約があき子の今までの生活の穏やかさを破った。それがもう一度彼女に結婚する希
望を燃えさせている。あき子は歩行練習をつづけ、張り合いのある生活を送るようになっている。しかし、終戦後にその希望が水泡に帰した。戦死か抑留か婚約者が戻って来ない理由が不明であるにもかかわらず、歩く練習をやめた。戦争という非常時だからこそ婚約ができた では かと思われてい のである。 「霜焼の痕のやうに残つた」鼻緒ずれの痕は、そ
れがあき子の心に残った傷痕を象徴している。
 
では、あき子は結婚への希望を完全に捨てたのだろうか。作品には婚約者の弟が婚約者の母親に連れら
れて登場している。あき子はその子供のために笹
舟をいくつも作り、バケツの水に浮かべた。
 
 
 
 
 
子供は小さい手をバケツに突つこんで掻き廻しながら、
 
 
 
「お姉ちやま、お舟が戦争してますよ。 」と、行き迷ふ笹舟の群をおもしろがつた。 （中略）
 
 
 
「戦争、もつとやれ。戦争、もつとやれ。 」と、子供はますます乱暴に掻き廻した。
 
 
「戦争」という言葉は、二つの意味を兼ねている。つ
まり、婚約者の弟が笹舟を艦船に見立てて「戦
争、もつとやれ」と叫び出すとき、それはあき子の戦争を終わらせたくないという思いと重なっている。戦争が終わらなけ ば、戦争中の思いがけない婚約が
、自分に与えてくれた希望も、ずっと保つことがで
きるだろうと思われたからである。
 
笹舟はバケツの水に浮かんで るだけで走らないので、裏の川へ「一艘ずつ」流される。子供は喜んで
先頭に立つ舟を目指して追いかけている。あき子は子供の後を追い ふと気がつい 、左足を地につけるようにつとめて歩いたのである。そ は婚約者の弟を見て、戦時中に婚約者 思いながら歩行練習をしていた感覚が呼び起こされ、無意識のうちに歩き方を変えたからである。さらに、 「項の深いくぼみなど婚約者に似てゐるやうで、あき子は小さい子を抱き上げてみたく なら かつた」のである。婚約者 影があき子の脳裏にこびりつい おり 結婚へ 希望は完全に捨てら いるわけではない。
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川幅が狭く、雑草が水に垂れてゐるので、笹舟が三つ四つひつかかつてゐた。
 
子供は十間ほど先に立ち止まつて、あき子の近づくのも気づかぬやうに、笹舟の流れて行くのを見
送つてゐた。あき子の歩きやうなど見なかつた。
 
 
笹舟のイメージは小説全篇を貫いている。子供が先頭
に立つ舟を追いかけたり、笹舟の流れていくのを
見送ったりする一方で、雑草に「三つ四つひつかかつてゐた」ものもある。子供が未来に向かって何かを追い求めるのに対して、それらは思いを戦争に残したまま前へ進めないあき子の姿を象徴している。子供はあき子の行動を気に留めることなく、母親に促され、 「さよなら と言ってあっさり離れていくのである。そして、あき子は夢から覚めたかのように、母親の話が「戦死か破談か」だと思い、 「びつこと結婚してくれようと ふのも、戦争の感傷だつたら 」と諦念を抱くようになっ 。
 
石川則夫は「戦争は健常者にのみ特権的であった社会
を相対化するもの、あるいは逆に、平和とは健常
者中心の社会に他ならなかったと このときのあき子
は言いうるのだ。したがって、あき子の生の光学に
おいては平和という価値がおぞましく歪んだ姿となって、屈折して映っているのでもあるのだろう」
１３６
と述べている。あき子の「生」が 戦争中の不意 婚約のために 確か 「輝き」を放っていた は言えるものの、終戦後にそれが奪われ、平和を前にしてそ 残照も跡形なく消えようとす 。
 
「笹舟」の結末では、あき子は母親が帰った
あとも家に入らず、隣に新築の家を見にいく。
 
 
この辺にない大きい家で、通行人も必ず眺めた。戦争中は工事をやめて、材木置場のまはりに雑草
が高くのびてゐたが、この頃急に捗つた。神経質な松も二本、門の前に植はつ
 
あき子は 家をやさしさのない かたくなな恰好だと思つてゐた。しかし、むやみに窓の多い家
で、応接間など四方が窓だつた。
 
どんな人が越して来るのか、近所の噂になつてゐたが、正確にはわからなかつた。
 
 
「この辺にない大きい家で、通行人も必ず眺めた」こ
とから、新築の家が周りの環境と調和していない
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ことが分かる。あき子は「この家を優しさのない、か
たくなな恰好だ」と違和感を感じる。 「むやみに窓
の多い家で、応接間など四方が窓」という建築様式が開放的なイメージである。森晴雄は「結末部分の新築の場面を書き足すことで、川端 執筆当時の時代 変化を書き込んだのではないかと想像させるからである」
１３７
としている。また、石川は「新築工事の進捗具合は、敗戦から復興へと歩み始めた情勢を窺わ
せるものだ」
１３８
と指摘している。戦後の時代の変化について、川端の長編小説「古都」には、次のよう
な一節が 。
 
 
太吉郎は、しばらく来ないあひだに、南禅寺の前あたりの大通りの家が、多く料理旅館になつてし
まつてゐるのに、おどろいた後だつた。なかには、建
て直して、大きい団体宿になつて、地方の学生
が、騒がしく出入りしてゐるのもあつた。
 
 
 
「うちは、よささうやけど、あかん。 」と、太吉郎は萩の家の門で、つぶやいた。
 
「その に 京都ぢゆうが 料理旅館にな てしまひさうな いきほひやな、高台寺あたりみたいに……。大阪、京都のあひだは、工場地帯になつてしもたし、西の京あたりには、まだ、空地もあるけど、便利の少々悪いのはええとしても 近所 、どないけつたいな、は からな家を建てられるやらしれへんし …。 」と 父は気落ちした顔になつ 。
 
 
伝統的な町としての京都が、戦後商業化（観光化）が
進むなか、 「おいおい厭世に沈みがちな」太吉郎の
消極的な受け止め方が読み取れる。 「近所に、ど いけつたいな、はいからな家を建てられるかやらしれへんし」という太吉郎の心配からは、 「彼」の現代的で
西洋風な建築様式、広くいえば生活様式へ対する嫌悪
が見られる。 「笹舟」 結末における、あき子が隣の家を見た時の反応と相通じていると言える。太吉郎は西洋の画家の画集に共感を覚え、帯の図案を書いたが
、他人に「あつたかい心の調和がない」 、 「荒れて病
的」だと評価さ た時、心に動揺をきたしてい 。娘の千重子に「調和」が相対的なもので、 「今は、わざと、調和をやぶるような、衣裳がはやりかけてんのどすけど と言われ、さらに織り上がった帯 巻いてもらい 「あざやかに浮き立つた」のを見て、 「太吉郎も顔をゆるめた」のである。伝統と時代とが衝突す
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る過程において、抵抗から受容までの心の移ろいが描出されている。
 
「笹舟」において、周りと調和していない新築の家に対する嫌悪感は、門の前に植わった松が「神経質」
にもなっていることから読み取れる。一方、あき子は隣の家を「かたくなな恰好」だと思っているが、 「四方が窓だつた」というような開放的な建築様式を完全に否定していない。 「どんな人が越して来るのか 近所の噂になつてゐた」と ろ 人間の「新しいも 」 対する好奇心や期待の気持ちが読み取れる。婚約破棄で現実志向性が強くなってきたあき子が、戦
後の時代の変化を実感させる新築の家に対する気持
ちを、これからどう変化させるかは、意味深く余韻を残 ている。
 
  
「さざん花」において、終戦後、戦争中に引き締め いた気持も緩んできており、平和の賜物として出
産が相次いだ。島村夫婦も子供に恵まれ、空襲の恐怖によって流産した子供が生れ変わってきたと信じて心の傷を癒している。 「私」は彼 同情し、流産した子供が生きてい かのように思 れ、 「生ある人」として生れ変わっ きて、島村夫婦の心の癒しになれることを信じたいのである。しかし、心身ともに老憊した五〇歳の「私」にとって、戦争の痛手が敗戦の悲しみ も 目に見えない形で内面に染み込んでおり、敗戦後の現在 積極的に生きていく意欲が失われ、 「生 夕暮」 迫っ 冬に咲くさざん花ように、自分の「生」も人生の冬 蘇っ くるようにと願っ い 。一方 「笹舟」において、戦争中思いがけなく婚約したあき子は、 「体の不自由を心で補ふ
自信を持ち」 、張り合いのある生活を送るようになっ
ている。その意気込みは敗戦の時点で挫かれている。 「びつこと結婚し くれようというのも、戦争中の感傷だ」と思い、結 の希望を失った である。しかし あき子 思いがまだ戦中に残り 婚約者 弟 姿にその面影をとらえようと ている。そうしたあき子の心に残った傷痕は「鼻緒ずれの痕」にも象徴されている。小説結末の新築 場面は、 時代の変化
を反映しており、開放的な生活様式を素直に受け入
れることのできない、主人公 違和感・抵抗感が表れて る
 
〈さざん花〉 、 〈笹舟〉はそれぞれ作品の題名でありながら、同時 主人公の心情、語り手の願いの象徴
として役割を果たしている。両作品は敗戦直後の世相
や時代の変化 背景とした人間の心の有様を描き、
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敗戦とともに滅びた主人公の「生」を窺わせる。一方、その「生」が新社会において蘇ることができるのか、その先空白としたまま結末にたどり着く。これまで、それぞれに異なる境遇から戦後に新しい生き方を見出せない主人公が描かれた「さざん花 と「笹舟」を取り上げて考察してきた。両作品は、執筆時期が隔たっており、敗戦後の転換期における作者の心境
の変化もありながら、戦中から引き継がれてきた精
神構造が、着実に動き始めた新時代との乖離、敗戦後の人々の心の帰属、 「生」のあり方に作者の目が注がれている点におい 共通性が読み取れる。
 
 第五章
 
「明月」論―〈死〉から〈不死〉へ
 
 第一節
 
「私」について
 
「明月」は川端康成が一九五二（昭和二七）年一一月
号の「文芸」に発表した〈掌の小説〉である。作
品は、書き物にいくために電車で東京から箱根へ向かう「私」の、仲秋の日に まれた姪（月子）をめぐる回想によって展開されている。
 
谷口幸代は、 「皇居とＧＨＱが位置している」 「日比谷交叉点」付近というトポスから「占領下の現実」
への作者の意識 注目し、 「誕生日を迎えた姪への叔父の愛情を描いたこ 作品で、敗戦国日本に明滅する光の中で浮かび上がるのは〈月〉と〈萩〉の構図なのである。その伝統的な取合わせの構図 託して、川端は日本の美の不滅を描き出したかったのではないだろうか」
１３９
と作品を位置づけている。谷口が「敗
戦後の世相 対極に位置するも と て描 た美意識
の構図」に役立つ素材として、作品から〈皇居とＧ
ＨＱ〉 、そして〈月〉 〈萩〉を取り出し論述を展開しているが、小説「明月」はそれ以外にも様々な素材が並列・交錯している。例えば、亡くなったばかりの作家林芙美子の言葉、宗達の「兎 絵」及び美術史家の言説、車内で見た台風模様 雲空、漢文学者の随筆などである。
 
このような様々な素材がいかに「私」の編集・解釈・処理によって有機的に関連づけられ、一つのテー
マに結びつけられていくのか。そこには作者のどのような意図が隠されている か。本章は、作者川端の戦後を視野に入れながら、今までの〈日本の伝統美の
継承〉という評価から観点を移してさらに追究し、
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「思ひ出」を隠しテーマとした小説として作品「明月」を考察してみたい。
 
まず、主人公「私」の形象に注目したい。
 
月子は「私」の妹の子で、仲秋明月に生まれた。 「私」は毎年彼女の旧暦の誕生日を祝いにいくが、今年
急ぎのことで四五日前に祝っておいた。いつも「仲秋明月の日とは、いい日に生まれたものだね」と挨拶してきたが、去年の誕生日 「子供は毎日生まれてゐる」と 子に言った。それは昨年亡くなったばかりの林芙美子の作品から借りた言葉であり、 「去年の夏、芙美子さんが死んで、全集をつくる めに、私も芙美子さんの作品を読み、そ なかの名句、詩句を心にとどめた」と述べられている
 
ここは作者の実生活が取材された部分である。林芙美子は川端と親交のある作家の一人である
１４０
。林
芙美子が亡くなった直後出版された単行本『めし』
１４１
のあとがきで、川端は「鹿児島の桜島に、林芙美
子さんの記念碑が建つといふことです。その碑文 は
、芙美子さんの詩か言葉が刻まれるのでせうが、そ
れを選ぶ時 参考にもと思つ 、芙美子さんの著書から、短い言葉を幾 か拾つておきました。 （中略）このやうな言葉はいくらで 拾ひ出せます。そしてこれら 言葉は芙美子さんの人と作品 を、は からの批評よりも、よく感じさせるやうです」と述べている。 「子供 毎日生まれてゐる 色々な女から、女の美しい夢のなかから」という詩句はその中の一つである。また、 「林芙美子名言集」に この言葉が書き抜かれて る
１４２
。では、ここで何故実在の人物の言葉を作品中に使用し、またその経緯を書き留めたのか。
 
林芙美子が亡くなった翌日に、 「また一人、親しい人が亡くなつてしまつた。懇意な人が一人一人死んで
行つて、林さんは古くから親しい人の最後の人であつた
１４３
と自ら述懐しているように、戦中戦後、川
端は親しい友人知己の度重 る死を身近に経験す ことになる
１４４
。友人達に先立たれ、自分だ
けが取り残されたという寂寥感をしみじみ てい 。そ 「川端の追悼文には〈死者の記憶 よてのみ存在してゐた私の過去 喪失〉 といった言 廻し 必ずと言ってよいほど出てくる
１４５
のである。
「死んだ者として」
１４６
の立場、 「年来の友人の次々と去りゆくにつれて僕の生も消えてゆく」
１４７
という
思いが通底している。そういった作者の心境は同じ作家である五〇代 「私 に投影 いる。 「子供は毎日生まれてゐる」 いう言葉が「さうたやす 出 い」と うのは、その言葉が繰り返 びに 友人の死が強く意識されることになるからである。また、知人の死 「私」 年齢の実感を強くさせ、 「私と
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三十あまり年のちがふ月子は、仲秋明月にたいする感じ方も私らとはちがふだらう」と推量させたのである。
 
 
思ひがけないところで、通り過ぎる車の明りをたよりに、月子が萩の花を見せてくれたことは、おそ
らく一生私はおぼえてゐるだらう。月子にとつてはな
にげないことで、すぐ忘れてしまふだらうが、
私は心に残るだらう。年のせゐもある
 
「子供 毎日生まれてゐる。 」といふ言葉が、さうたやすくは出ないやうに、東京の秋の夜、娘のかかげた萩の花が車の明りに息づくのを見 機会も、短い一生にはさうないだらう。 （中略）
 
若い月子には堀端の萩のやうにささやかなことが、思ひ出となりさうにないが 宗達の兎の絵は月
子にも私の思ひ出となるかもし ない
 
 「私」は自分と月子の年齢の差をつねに意識している。 「若い」月子に対して、死が身近に迫ると感じて
いる「私」は、心動かされるものに巡り合う「機会」が「短い一生にはさうないだらう」と思われ、 「なにげな こと」でも「 に残る」のが「年のせゐ」であるように考えている。そして、宗達の「兎の絵」が月子に自分の思い出となるだろうと気になっている。 「私」にとって、月子の「私」に関する 思ひ出どんな意味を持つのか。作品中 「おぼえてゐる」 「心に残 「思ひ出」 「心おぼえ」などの言葉が頻出している。それは作品 モチーフとどんな関係を持つ
のか。まず、月子と「兎の絵」を手掛かりに考察を進
めたい。
 
 
第二節
 
兎の絵
 
仲秋明月の日に生まれたことで「月子と名づけられ」
た月子は生まれつき「月」と縁が深い。今年は日
比谷のレストランで月子の誕生日を前祝いした。暮れ方で暗い帰り道で、堀端の萩の枝を月子は持ち上げて通る車 明かりで見えると言う
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私は箱根で萩を見ても、堀端の夜の薄赤い萩とほの白い月子の手を、さつそく思ひ出すにきまつて
ゐる。
 
 
仲秋明月の下、 「薄赤い」萩を「白い」手で持ち上げている月子の姿が、 「私」の脳裏に焼き付いている。
月子と日本の伝統を強く感じさせる〈月〉 〈萩〉との観念的連合が見られる。そして、月子に送るのに相応しいと思われた「兎の絵」
１４８
が登場している。
 
 
「月の兎だね。 」と言ひ出したのは、私であつたか、私の家へ来た客であつたか、またいつであつたか、よくはおぼえてゐないが、とにかくこ 墨絵を見てすぐ ら、私は月の兎といふことにしてゐる。 （中略）
 
杵を持つて立つたりしないで、画面の下の方にゐるけれども、月の兎と感じられる。薄墨 画面が月
夜の空に感じられる。ほのぼのとやはらかく、温かに
広い。宗達の墨絵には、大きい月や秋草を添へ
た兎の絵があるけれども、これはそれらをこころみた後 、月も秋草も省いて月のなか を描いたものであらう。 月のやうな気品もある 今に伝はる宗達といふ多くの墨絵を疑問とする美術史家には、この兎 絵も否定され かもしれないが、私は の だと思つてゐる。
 
 
墨絵の兎が「月の兎」だと言われたが、それがいつか
誰によって言い出されたかははっきりとしない。
絵の描き方を見ても、 「その薄墨はほんたうに薄く、
宗達流の墨の濃淡やたらしこみもない」が、 「宗達の
一方の極限であらう」と勝手に解釈している。薄墨で兎の姿を浮き出させただけの絵であるが、 「私」は「薄墨の画面」を「月夜の空 し、 「兎」を「月の兎」
だと感じる。 「兎 絵」が宗達の墨絵である。しかも
「月のなかの兎」を描いた絵であると、 「私」自身 受け取り方（感性）を完全に優先させている。美術史家が否定的 意見を持つ可能性は排除されているだけでなく、友人の美術史家
１４９
の引き止めも作用しな
かったのである。
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私はたいてい人の意見にしたがふが、ほのかな月の感じにとらへられた。
 
これが月の兎だとすると、兎の絵であるよりも月の絵
である。無論秋の月であらう。仲秋明月が誕生
日の月子におくるのにふさはしい。
 
 
兎のみが描かれる絵を「月の兎」から「月の絵」まで、さらに「秋の月」そのものという見立てに格上
げして書き留める。しかも、そういう構図を崩しかねない考えを持つことを明確に拒否する「私」が存在している。この点に関連 て、すでに三浦卓
１５０
が川端の短編小説「たまゆら」 （ 「別冊文芸春秋」第二一
号
 
一九五一・五）を取り上げて指摘したことがある。 「たまゆら」では次の一節がある。
 
 
また私は「たまゆら」といふ古語についても、それが
「かすか」とか、 「しばし」とか、あるひは「あ
るかなきか」とかを意味するとしか知らなかつた。玉 玉がゆれて触れ合ふ音が「たまゆら」の語源なのか、玉がゆれるまたたく間が「たまゆら」の語源な か、私には分らない。しかし、治子が玉の音を語源と思つてゐたやうに、私もさう思つてゐていい。
 
考古学者や国語学者などにたづねて、もしさうでないと教へられたら、幻滅するからつまらない。
 
それからまた古語と言つても、 「たまゆら」は曲玉の時代からある言葉な か、もつと後の時代に生
れた言葉なのか、万葉集にも見える言葉なのか、新古今集のことまではなかつた言葉なのか。それもせんさくが過ぎると 幻滅に終るかもしれない。
 
私は治子の「たまゆ 」を「たまゆら」としておかう。
 
 
 三浦はこの一節の傍線部が示しているように、 「幻想を崩しかねない知識を得ること 明確に拒否する
語り手が造形されている」と述べ、作品の「批評性が放棄されること」が見られ と指摘している。
 
 
月子なら一部の美術史家の説を知る折りもなく、宗達
真蹟の月の象徴の絵を伯父にもらつたとして、
一生手ばなすことも考へないで、仲秋明月の誕生日ごとに床 かけてく るだらう。一人の娘が に
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供へものをして月をちよつと拜みながら、この兎の絵を見るとすれば、この絵のよいゆきどころであらう。
 
 
 
「私」には月子が「兎の絵」をもらったら、それが伯
父にもらった「宗達真蹟の月の象徴の絵」として
「誕生日ごとに」床に掛けられるだろうと想像される。そして、宗達の「月の絵」は月子に自分のいい「思ひ出」となって一生大切 されていくと考えられる。月子は「やさしく美しい娘 やうに思はれ」 、兎の絵を所有するのに相応しく、それとの繋がりが一層深くなったのである。
 
 第三節
 
不死の象徴
 
「私」は電車の中で夕刊に 月と兎」という随筆を見つける。
 
 
紀元前四世紀の「楚辞」に、月の腹に兎がゐるとあり、唐の白楽天が月の「白兎は薬をつく。 」と歌
ったことなどが書かれてゐた。薬は不死の仙薬である
。また、紀元前二世紀の「淮南子」には、月の
なかに蝦蟇がゐて、月を食ふとあり、常娥といふ妻が、西王母から夫のもらつて来た不死の仙薬を盗み飲んで、月のなかへ逃げ去つた いふ伝説につ て
も書かれてゐ 。 四 とは古いことで
ある。
 
 
月と兎は遥か昔の文学作品に表れ、詠まれていたのである。紀元前二世紀の「淮南子」には月に関する
伝説が書かれている。月は古くから時間と空間において無限の――永遠性の持つ存在である。 「楚辞」 ・白楽天・ 「淮南子」の記事から月と不老不死の関わりを知った「私」は、月子 誕生日の話題 いつも月子の成人だったことに思い至り、 「十代から二十代 はじめの娘の誕生日で 集まった者は一人として死などは念頭にない。したがつて、月子の家の仲秋明月は不死の一日であつ か 考えついたのである。
 
月子は「平穏な家庭」で「あまり異常なこと」なく育ってきた。誕生日の「変わった こと のも、
一六、七歳頃の誕生日に友禅の着物の裾を踏んで転ん
だことで「いきなり泣き出した」くらいのものだと
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語られている。それは月子を「やさしく美しい娘」というイメージに結びつけるように解釈しているからだろう。
 
 
このように、漢文学者の随筆を通して、月をめぐる不老不死の伝説から「不死の一日である」月子の誕
生日へと導き、永遠性を持つ月と「不死の一日」を持つ月子との融合を実現させようとする。そ することによって不死の象徴的イメージが月子と関連づけられる形で定着したのである。
 
 第四節
 
アメリカ人―戦後の世相
 
 
今年は前祝いとて四五日前に日比谷へ月子を誘った。 「日比谷の交叉点のアメリカ人の店でナイロン
色絲でつくつた手さげ袋を買ひ、やはりアメリカ人のレストランで食事をした」のである。ここで、 「アメリカ人の店」 「アメリカ人のレストラン」というような繰り返しにより、日本とは相対的な存在である「アメリカ」のイメージが強く強調されるようになる。
 
 
ナイロンの色絲の手さげはまだ珍らしいし、洋服にも和服にも合ひさうである。仲秋明月の誕生日
では、穂すすきを生けて、団子、里芋、柿、栗といふやうなことになりがちだから、誕生祝ひの洋食も珍らしいわけだらう。
 
 「珍らしい」ナイロンの手さげを買い、 「珍らし 」洋食で誕生日を祝うことにする。 「珍らしい」ゆえ
にお互いの印象に残り、思ひ出になれる
だろうと思われるからであろう。
 
 
さて食事後月子が機嫌が良さそうで「少し歩きませう」と提案した。二人は「赤坂の私の家の方角へと、
公園と皇居とのあひだの」暗い帰り道を堀沿いに歩いたのである。ここで「日比谷交叉点」 、 「公園と皇居のあひだ」という場所に留意した 。谷口は前掲の論文の中で、 「川端のこの時期 作品には皇居周辺、特に皇居とＧＨＱ が向か 合う日比谷付近が頻 する。
それは占領下にある当時の日本の有様がその場所
に凝縮されていたから 違いない」と 、さらに、同
じ一九五二（昭和二七）年一一月に発表された川端
の随筆「月下 門」
１５１
の中の「月見」に記録された月見の行程が「明月」の着想になったと指摘してい
 - 112 - 
 
る。
 
谷口の指摘に異論はない。日比谷交差点には皇居とアメ
リカに占領されていた象徴としての第一生命ビ
ルが道を挟んで両側に位置している。第一生命ビルは一九四五（昭和二〇）年九月一七日に連合国軍に接収され、連合国軍総司令部（ＧＨＱ）の本拠とされて
いた。皇居とＧＨＱが向か
い合う日比谷交差点から
「公園と皇居のあひだ」の道を二人は歩 ていたが、
当時ＧＨＱの占領が一九五二（昭和二七）年四月二
八日に対日平和条約の発効 終ったにもかかわらず、まだ接収が解除されていない建物
１５２
も目にするだ
ろう。 比谷付近には皇居と第一生命ビルとが対立的
に存在しているが、それ 同様、作品を読み解く鍵
となるトポスがもう一つある。
 
 
「箱根には萩が多いんだよ。今ごろは花ざかりだらうが、石崖からいつぱい道に垂れてゐたりして、箱根の萩は格別きれいなやうに思ふがね。夏はあぢさゐの花が多いね。 」
 
「あら。ここにも萩が咲 てるわ。 」と月子は立ちどまつた。
 
 
なるほど堀端の柳の下に萩がある。しかし暗くて花は見えない。
 
 
東京から離れている箱根には日本の秋草の代表である 〈萩〉 が盛んに生えており、 「格別きれいなやうに」
感じられる。東京の皇居の「堀端の柳の下」にある萩が「暗くて花は見えない」のである。かつてアメリカの占領が凝縮されている場所――東京（日比谷）を、 「私」は強く意識して るからであ 月子が車の明かりで「私」に見せてから、 「私」は萩の花がそこ も「息づく」 に気づき、それが「月子 知恵」を感じている。月子は美の発見者だと思われた ではないだろうか。
 
 
私が電車に乗つたのは、まだ暮れ切つてゐなくて、車内の明りはついてゐる時間だが、そん 暗さで
はなく、異様な暗さだつた。ポリイとかいふアメリカの女名の台風は、寒い北風を吹かせたくらゐで、荒れなかつたけれども、台風模様の雲が空をおほつて、西空でわづかに切れ ゐた その西空 町と雲とのあひだに 冷たくて びしい黄色いの夕焼を横たへてゐた。町の家々は真黒に沈んでゐた。な
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にか残酷なことが起りさうで、町はひつそりと怯え
てゐるやうだつた。町の電燈やネオンサインがぴ
いんと寒いほどかがやいてゐた。
 
 
 
台風が「アメリカの女名」で命名されることも興味深い。 「異様な暗さ」 「冷たくてさびしい」 「真黒に沈
んでゐた」 「残酷」といった表現はアメリカ占領下の日本の暗黒を象徴している。一方、敗戦後の恐怖と不安に満ちた日本人の心情は「ひつそりと怯えてゐる」と擬人化された町 通して活写されている。
 
以上、作品中にアメリカの占領下が象徴される東京（日比谷）というトポスや、 「アメリカの女名」を持
つ台風の模様を通して、占領が解除された直後の日本
の状況がリアルに表現されている。そんな中でも、
日本の伝統美が息づいているのだと「月子の知恵」で気付かされたのであり、日本の伝統美の不滅を感じている「私」と の発見者であ 月子 描出 ている。
 
 
 
 五〇代の「私」は自己の年齢をつねに意識し、姪であ
る月子の誕生日に、死んだ作家林芙美子の「子供
は毎日生まれてゐる」という詩句を借りて挨拶している。その言葉が繰り返すたびに、 〈死〉というものが念頭に来て寂しさを味わう。 月子は仲秋明月の日に生まれ
て月子と名付けられ、 〈月〉 との因縁が深い。 「私」
は旧暦の仲秋明月で祝う月子の誕生日をありがたく思い、仲秋明月に対して強く愛着を持っている。作品では〈月〉 、 〈萩〉 、宗達の「月の絵 が日本の伝統美を代表する符号であると考えられる。 「私」は自己感性を優先させることによって、 と堀端の萩 構図 脳裏 焼き付け、 兎の絵」を月子へ送 のに相応しい「月の絵」として捉え、その絵が月子に自分の「思ひ出」となっ 誕生日ご に掛けられるようになるだろうと想像する。さらに、月にまつ る古 伝
説から「不死の一日」である月子の誕生日へと導き、
〈不死〉の象徴的イメージを月子 関連づける形で定着させた である。
 
このように「不死の一日」である月子の誕生日に、形を超えて伝統美を代表する宗達の絵を通して思い
出される「私」が存在する。つまり、月子の「思ひ出」 中 存在する「私」 生も永遠的なもの――〈不死〉になるのでは いか。
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では、死んだものとしての立場から不死への希求を描
き出す作品として「明月」を位置付けると、作者
川端の戦後とどう結びつけていくのか。
 
川端は、戦後に発表された小説「反橋」
１５３
において、 「美術品、ことに古美術を見ておりますと、これ
を見てゐる時 自分だけがこの生につながつてゐるやうな思ひがいたします。さうでない時の自分は汚辱と悪逆と傷枯の生涯の果て、死のなかから微かに死にさからつてゐたに過ぎなかつたやう 思ひもいたします」と書き、また自伝的な小説「天授の子」
１５４
において、 「夜通しの仕事の机にも小さい美術品をおい
て自分を支へた。 （中略）古いものほど新しい力があ た 私は時を超えた美を感じる一方時代の宿命を感じた」と述懐している。さらに、 「私の生存が忘れられ、私の作品が滅んだ後 も、これら三大作家の名（菊池寛、横光利一、林芙美子：筆者注 を石にきざんだ、私の字は残つてゐるかもしれな 」
１５５
という痛
切な思いを述べている。美術品に支えを求め、 〈 〉に逆らう自己の〈生〉が語られているなか、戦後に立ち位置を確立しよう す 作者川端の姿勢が窺われる。
 
 
 結
 
 
本論文では、川端康成が戦前の一九三四（昭和九）年
から戦後の一九五二（昭和二七）年にかけて執筆
した〈掌の小説〉一〇編を対象に、分析・考察を行ってきた。
 
 
第一章では、戦前に発表された作者生前の未刊行作品「令嬢日記」と 時中 「ざくろ」を取
り上げて論じた。
 
 
「令嬢日記」について、不安定な時代と経済不況下に
ある老会社員の家庭の娘・朝子の生活ぶり及び朝
子の視点から見た同窓生達 生き方に注目し、現実生活
に溶け込めず時代状況 遊離している朝子の人
物像を明らかにした。時代の影を背負いつつも現実に根ざした生活態度を持っ 生きている同窓生達とは対照的に、朝子は結婚のことで日々苦しめられ日常に張り合いが感じられず、 「妹の年頃 かへ」ろう する。そうして一時的に現実から解放された快楽を味わっている。それは朝子に って閉塞状況の中で現実に押しつぶされずに本来の姿のままでいら るような工夫だと言える。作品は時代の不安に直面する時
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人間のやるせなさを描出しており、そのような時代をいかに生きるのかという主題が提出されているのである。また、冒頭における啄木の歌は物語 内容と対
応しながら、作品の前後半を繋ぐ機能を果たしてお
り、全文の基調と深く関わっている。日記帳の頁の隅に飾られた「歌」 ・俳句の表現や情緒も、朝子の心境と一体になって独特な文体と成り得ている。
 
 
「ざくろ」について、主人公きみ子の感性に着目し、その感性によって支配されているきみ子の内的世
界を読み取ってきた。出征前の恋人啓吉の愛の視線から自分 恋心を鮮明に意識した み子は、啓吉が帰ってからもざくろの実を通じて彼 結ばれたような一体化と同時に「悲しいよろこび」も感じている。さらに、その感情が母の亡夫への切ない思いと重な 彼女 内心に「質的変化」をも ら 、啓吉との間で夫婦間の情愛に似たようなものを体感したのである。冒頭部分の自然描写、母からざくろを受け取る場面におけるきみ子 一連の動作 間に残された「余白」 、母 鏡台 前で髪を梳く行為や「父の残しもの」をよく食べること 暗示的な意味などは、きみ子の内的世界を描出す のにうまく機能して る。母は作品において両義的な役割を果たしてきた。 み子を想像から現実に引き戻し自己再認識を促す一方、きみ子の内心に潜んだ欲望を引き出し想像上において 啓吉と 関係を成就させたりもするのである。以上のことを踏まえて小説の全編 貫いてき 「ざくろの実」 意味につ て考察した。 「熟し切つてゐた」 「張り裂けるやうに割れてゐた」と表現されている
の実は、きみ子の成熟した生命そのものを表してい
る。熟れた女体 象徴であるざくろの実を、男性を示唆する「竹竿」で取った官能的な場面は、啓吉と男女関係を暗示している。しかし、ざくろは み子を想像の世界へ連れていく媒 であ 、ま 生と死の境界を超えるきみ子の愛を示し など、その象徴性が重層的で不定である。そして、小説の最後に食べ物として実物化さ 、きみ子の「恐ろ 」さを伴う悲しい思いへと連なっていく
 
 
「令嬢日記」では、啄木の歌が示す閉塞感が想起され
る当時の社会に対する作者の姿勢が映し出されて
いる。時代に取り込まれ ことなく芸術 独立性を確保することは、川端であっても容易では かった。次作の「愛犬安産」が発表されてから「ざくろ」まで約八年間、 〈掌の小説〉 執筆が中断されて ることがそれを物語っている。戦時下に川端は「ざくろ」 以って〈掌の小説〉 執筆を再開し きみ子の執着した想像の世界で恋人啓吉 の愛を成就 せ 生命の充
実を実現させたが、それを打ち砕く存在として現
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実生活に立脚した母や啓吉の出征を設定し、自らの戦
争への思いを込めている。小説の最後に、きみ子は
戦地に向かう啓吉との愛が自分 想像の中で か成立し得ないという実感とともに、その悲しみを噛みしめている。主人公の心象が自らの執着心から次第に現
実へ向かって幻滅し、さらにその悲哀を味わってい
くといった指向性は、戦後の作品「生命の樹」 「山の音」においても貫かれている。理想と現実の両極の間に往来するこの時期の川端文学 特色 見られるのである。
 
 
第二章では、一九四四（昭和一九）年七月号の「文芸
春秋」に「一草一花」という総題のもとに発表さ
れた「十七歳」 、 「小切」を取り上げ 。
 
 
「十七歳」について 七歳の少女・妹に焦点を当て
て考察し、その妹の悲しみの内実を明らかにして
きた。戦時中、病床に伏して勤労動員から除外されている妹は、病院という一時的 外界と断ち切られた空間で自己の年齢を正確 把握できなくなるような不
安を抱き、ただ感傷的で何の役にも立たない自分の
ことを「子供つぽい」 「大きくなれないでゐ 」と感じている。そうした同時代 一般的な一七歳の女性の実態と懸け離れることから生まれた感傷は、戦争中の人間に対する憐憫に重なり、 「休ませていただ」くことへの感謝の気持ち、 「ただもういい人になつておかうと素直に思ふ」ものを絡めて複雑な悲しい心情になっている。さらに、姉が見舞いにきた時に見せた「四つ 死んだ上の姉 晴着」 込められて る母の未来への祈念や姉の状況と呼応して 生 へ向か 懸命に生きてい 姿を理解した妹 感情と共に深化 ていく。こ ように、妹は自己の世界の狭さを意識しな
がら、消極的な一七歳の感傷から脱出して家族みん
なを護りたい、 りたいという未来に向けた積極的な心境に変化したのである。 「十七歳 おいて 晴着」は「紅白の乱れ鶴の小袖、朱 金 菊の浮き出たちゃんちゃん 紫 白牡丹 染め抜 た被布、緋縮緬の長襦袢」と、戦時下 灰色 中で作者の色彩感
覚によって描写されている。片仮名表記である「オ
ツカア」 、 「イヤデスさん」という呼称には当時の社
会状況と姉妹の個人的変化とに関わる二重の意味が含
まれており、文章を重層的に せる表現となっている。さら 、 蟻」の象徴的 イメージは妹の心境の変化とともに小説を貫き、戦時下 人
間の姿を具象化させている。
 
 
「小切」について、作品の題目である〈小切〉に着目し、それによって照らし出される銃後の現状や時
代の要請に応じて「今の年頃の娘の燃え盛る運命」に任せていながらも、昔の思い出 繋がっ 〈小
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切〉から伝わった懐かしさ、暖かさ、明るさに癒され、また「古切」に見る今の時代を耐え抜く「みやび」に力を感じている主人公美也子の内面を読み取ってきた。そして、結婚して子供を産むことが適齢期の女性には大きな使命である戦時下において、大沢中尉との縁談を拒否し 自らの内心にしたがって田山を選択するという個人の小さな幸福を追求する美也子の姿を見 のうえで、 「新女苑」 入選作と選評を手掛かり 、婦人雑誌の小品投稿の選を長年続けたことから時代に翻弄されている女性の哀歓を実感してきた作者の、 「小 」に込められている銃後 女性
への温情を見出した。小説の結末は、美也子の感情が
「大沢中尉の眼」で起伏し、そ 「眼」を通じて中尉
の思いを受け止めても、なお田山との愛を確認する
中で収斂していく。戦場へ ゆく男 人」の千言万語の感情が 無言の「眼」に込められ 表現し得 いる。
 
 
両作品は、日常的な生活場面に戦時の国民の「真実」が
紡がれており、銃後の女性の生活実態が描き出
されてい 一方、社会的抑制からはみ出る個人の感情にも注目を向けている。 「十七歳 の妹の「成長」過程には戦時下の社会状況から踏み外したところから生
まれた悲しみが通底しており、 〈小切〉と付き合って
いる「おだやかな時間」 、 「結婚報国 の社会風潮に逆 うと 見受けられ 選択には、人間性抑圧の中にあっても小さな幸福を大事にしようとする戦時下 未婚女性の心情が書き込まれている。両作品は人間本来の「常」が奪われ、個人の感情が抹殺されている時代において、人々の心 あり方、純粋さが如何に大切かと気付いた作者 意識として描出されている。さら 、 「十七歳」には「蟻」のように「生」へ向かって「現在」を生きるべきだという作者の心境や、 「小切」には美也子 ような若い女性達の精神的強さ、美しさに憧れて 作者の内面も窺える。
 
 
第三章では、 「写真週報」 （一九四四・一〇・一八／
二五）に掲載された「さと」 、 「水」二編での日常生
活における主人公の心の動きに着目し、作品の成立背景を視野に入れながら、当時の戦争状況下の作者の姿勢について考察してきた。
 
 
「さと」について、自ら実家に戻った時に思い出した四年前の嫂の里帰りの情景や現在すっかり この
家の人になり切 た」嫂の姿から、その変化を感じ取っ 「はつとした」主人公絹子 内面を分析した。戦争の中で、嫂は村の働き者だった娘から町の嫁になり 夫に出征されたあと 女ば り 婚家 馴染ま
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ず、物質的にも精神的にも苦労していたが、銃後で一家を強く守る「母」に「成長」してきたのである。支那事変の勃発と国家総動員法の公布を背景に創刊された国策宣伝誌「写真週報」を見ると、 「もんぺ」で甲斐甲斐しくたち働く女性の姿が誌面を多く占めており、銃後における女性の役割が終始一貫 強調されてきたのである。 「さと」 嫂は銃後の女性の一つの縮図 あり、その形象が「写真週報」に見る戦時下の日本の理想的な女性像と軌を一にしている。一方、夫と子供を連 て実家へ帰り、嫁いだ娘が和やかな家庭 雰囲気に包まれて幸福に浸る。しかし、物語はそこにとどめなかった。 〈さと〉帰りによって四年前の嫂との一体化を実感した絹子は、嫂の後ろ姿に「はつと」して戦争 現実を見た瞬間、その姿が近い将来の自分の姿に重なり、やがて自分も嫂の生きる道を辿っていく かないと意識し と同時に 目の前の幸福も消え去ってしまったのである。 「さ 」の「はつとした 表現 は主人公の複雑な内面が包含されており、そこに戦争 現実を重く受け止めている作者の内面 見出すことが出来る。
 
 
「水」について、 「満洲」大陸の厳しい環境下、 〈水〉に対する若い妻の気持ちに仮託して表現された外
地にいる嫁の郷愁を読み取ってきた。そして慣 ない気候風土に苦労 つ「母国」を恋しく思いながらも、夫の仕事を意義ある と感じ 一緒に「満洲」の地で暮らしていこうとする強い意志 優しい心持つ妻の姿を明らかにした。そのような形象が日中戦争期 「写真週報 に訴えられ た理想の妻像にふさわしくないとは言えない。一方、開戦当初の余裕・落ち着きがなくなり、悲壮感・緊迫感が溢れる作品発表当時の「写真週報」の中で 「満洲」に 戦勝 分に浸っ 日本 憧れている若 妻を描い 作品「水」には、一種のアイロニーが隠されており、 「写真週報」に同調しな 作者 内面がそこにあっ 。
 
 
両作品はいずれも戦時下における日本人女性の生活と心情を描出して る。しかし「さと」は「はつと
した」という驚きの感情表現によって予測の範囲を超えた結末を提示し、作品に重層的な豊かさを与 ているのに対し、 「水」は最終場面 おい 、 「落葉松の小
枝から霧氷がぱらぱら散つて、桜の落花のやうだ」
といった比喩表現から 母国」を懐かしむ主人公の感性を滲ませ 無限な余韻を残 い
 
 
第四章では、戦後の 「五拾銭銀貨」 、 「さざん花」と「笹舟」を対象とした。
 
 
全三節によって構成されている「五拾銭銀貨」 ついて、その「二」のも になっている平島愛子の作
品「特売場」 比較し、会話文や具体的な動作の中で母娘の心 動きや感情 変化を表現しようとす 作
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者の創作意識を明らかにした。そして、特売場の「空
気」に釣り込まれ、安い洋傘を買うために内心の葛
藤を経て結局諦めるに至った母の心理的過程や、戦争直後の現実が反映された「三」における芳子の心境の変化 掘り下げて追求した。戦前・戦中において倹約に努め、自身の価値観を貫いてきた芳子であるが、戦後廃墟になった町を目にして「あの傘を買つておいたところで」焼け死んだ母のことを思いながら内省するようになり、人間の営みの本質を味わう。回想形
式で母娘の感情のやり取りが織り込まれることによ
って、芳子の心境の変化及び戦争直後の現実感が一層鮮やかに浮かび上がるようになっている。同時代の娘らしい「享楽」を「自分の生活の外 も と見過 て」おり、特売場でも始終傍観的 立場にい 芳子の形象は、時代・社会 見据えながら 時下を生き抜
いた作者川端の「抵抗」の在り方が示されている。
空襲後「芳子には美しい芸術品だつた」硝子の文鎮が残ったという結末は、美的な のの永遠性が仮託されて、敗戦直後の混迷の中で人々の荒い心の癒しとなるような作者の思いとして描出されている。
 
 
「さざん花」 、 「笹舟」に関して、それぞれの主題を明らかにしつつ、両作品の共通点についても比較検
討を行った。 「さざん花」では、心身ともに「老憊」 た主人公「私」 敗 直後の世相から次第に遠い存在になり、戦後を積極的に生きて く意欲が失われて
いく姿が描かれているが、筆 は「私」の形象に注
目してその繊細な感情の揺れ動きを捉えてきた。作 中、戦争を生きてき 人間の、過去を背負っ 敗戦後の現在を積極的に生きる意欲が失われた心境が「生の
夕暮が迫つてゐた」と象徴されている一方、敗戦
とともに滅びた「生」の蘇りが冬に咲く「さざん花」に託されて表現され い 。 笹舟」では、戦時下に不意に訪れた婚約と敗戦後 破綻 巡るあき子の心傷
を中心に考察し、戦中と戦後という状況 一人の女
性を翻弄していく姿をその内情 変容の中で見て た。婚約とそ 破綻があき子 心 いかに深い傷 残したか、それが単に男と女の個人 関係ではなく、戦中から引き継がれてきた精神構造と深く結び付 ていることを読み取った。 「鼻緒ずれの痕がひどい霜焼の痕 やうに残つた」と う描写は、あ 子の心傷の深さの暗喩 して用いられ、 〈笹舟〉 イメージ あき子 心情・姿 象徴として小説全編 貫い いる両作品が、戦中 戦後の分水嶺の狭
間で新時代との乖離や敗戦後の喪失感を通して「生」のあり方を問う
ている 者の視線と連動して る。
 
 
第五章では、一九五二年一一月号の「文芸」に発表された作品「明月」を「思ひ出」という観点から考
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察した。小説は「書き物」に行くために電車で東京から箱根へ向かう「私」の、仲秋の日に生まれた姪・月子をめぐる回想によって展開されている。作品内様
々な素材がそれぞれ暗示や象徴的な意味合いを持つ
表現によって語られ、並列・交錯している。筆者は「私」 、月子の形象に注目し、それぞれの素材の象徴的な意味を把握したうえで これらの素材が かに有機的
に関連づけられ一つのテーマに統合されていくの
かを明らかにしてき 。五〇代の 私」は月子の誕生日 死んだ作家林芙美子の詩句を借りて挨拶し、その言葉 繰り返すたびに自己の年齢が実感させられ、さ
らに〈死〉を想起して寂しさを味わう。そして、
自己 感性 優先させて「兎の絵」を月子へ送るのに相応し 「月の絵」として捉え、その絵が月子に自分の「思ひ出」と って「不死の一日 ある月子 誕生日ごと 掛けられるようになるだろうと想像する。こ ように月子の「思い出」の中に存在する「私
」の生も〈不死〉になるのではないかと思われる。
作品では〈月〉 、 〈萩〉 、宗達の絵に日本の伝統美の不滅が託され、それ 戦後友人知己に先立たれた後の寂寥感とともに、日本の伝統を継承する意思を繰り返して
表明する作者と呼応している。しかし、死んだも
のとしての立場から不死へ 希求 描き出 作品と て「明 」を位置付けると、 〈死〉に逆らう自己の〈生〉が語られているなか、戦後に立ち位置を確立しようとする作者 姿勢へと結び付けられていくのである。
 
 
以上のことを踏まえて戦前から戦中、そして戦後における〈掌の小説〉の特徴及び作者の内面について
考えたい。
 
 
第一章から第三章までは日中戦争直前から太平洋戦争
末期までの〈掌の小説〉六篇を取り上げて論じて
きた。これらの作品はいずれも戦前・戦中の日常を素
材としており、その日常の中に当時の人間の生活の
実態、特に若い女性で 主人公達の哀歓が描出されている。
 
 
第一章の「令嬢日記」では、戦前昭和の閉塞状況 遊離している朝子の姿が現実に向き合った生き方
をしている同窓生達のそれと対比的に描かれている 、そうした朝子を通じて社会現実が 層引き立てられ、それと対峙する人間 姿が映し出されている。 「ざくろ」は、きみ が自分の想像 世界で恋人と 一体化を体験 た「悲しいよろ び」 、生死を超えた愛を実現させた 泣 さうな幸福」 描きながら、しかしそのような感情を想像や空想の世界にとどめ
現実に持ってきたらどうなるかを追求し きみ子の
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心象の幻滅を書いた作品である。第二章の「十七歳」では、 「イヤデスさん」と「オツカア」という呼称のメタファアーでもあるように、同時代の一般的な一 の女性の実態から遊離する妹 、状況に呼応する姉との対照的な姿が見られる。 「小切」では、美也子が時代の要請に応じて戦争の中で「一人前の娘 になってきたが、 〈小切〉に心の潤いを感じて癒されるような、 に回収されない感情を抱いている。このように見 くるとこの時期の〈掌の小説〉は 現実的な制約や束縛から抜け出して本来のまま 姿 現在を生きようとする純粋な魂の強さと、 ひたむきさと
、時代・社会の現実の中で数々の抑制を受けずにい
られない人間のや せなさや弱さといった両極を往来し いる。新感覚派 出発した作家の「現実」との対峙がそこにある。その間に漂う悲しさ 美しさ、憧
れと祈りを川端文学の主要な色合いと見ることも
出来る。
 
 
戦時下の川端について 「結局、 小さな個人がとやかく言ってもどうにもならぬような歴史の流れの中で、
その中に流される一つ一つの可憐な命に、ただじっ 悲しみの目 注ぐ、 った程度の所に、自分の作家的力を発揮する以外なかった」
１５６
と言われている。しかし、単に日常の中の人間の哀歓だけを川端は
書いていた ではない。戦中の作品「ざくろ」 「十七歳」 「小切」 、 「さと」 、 「水」には作者の戦争に対する思いが込められ、戦時下 人間を見 める暖かい目
も隠されている。川端は「ざくろ」において、きみ
子の内的世界で恋人との愛を成就させたが、 現実生活
に立脚した無頓着な母や戦場へ赴く啓吉を登場させ、
それを打ち砕く存在として現実 強く意識させてい
。小説は啓吉の死を予感させる「恐ろしさ で閉じ
られ、戦争に関する直接な描写が見られない 、大きく死の影を落としている。そして、 「十七歳 妹の「成長」過程には戦時下の社会状況から一歩踏み外したところで生まれた悲しみ 心情が通底している。また、 「さと」の絹子は嫂 後ろ姿 見て「はつと」 瞬 、目の前 幸福が消え失せ、銃後の女性の逃れられない運命に気づいたのである。川端が戦争 如
何に重く受け止めていることは上述のようなところ
から確認できる。戦時下の「現在」に同調しない違和感を川端は作品 おい 繊細に表現 ている。そような作者の違和感・抵抗感は、第四章で論じ 戦後の作品「五拾銭銀貨 にも貫 ている。 らに「水」で論じてきたように、戦争末期で 時勢に反抗する皮肉」
１５７
の意味合いが込められていた。一方、こ
のような人間本来の「常」が奪われ、個人 感情 抹殺さ ている時代を如何に生き抜く 、川端は「生
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へ向かって「現在」を生きるべきだという思いを、 「十七歳」において「鉛筆の心」を抱えて一心に運んでいる「蟻」に共感を寄せて書 込め、人間性の抑圧の中にあっても小さな幸福を全うすべきだと時局に逆らっているが、銃後の女性に温もりと力を与える「小切」一編を記したのである。
 
 
戦後「日本の美」を表現した作品などは川端文学の一つの大きな流れとなっている。その「日本の美」
とされるものの芽生えは戦中 時期 ある。一九四三
（昭和一八）年七月二〇日から「満州日日新聞」に
連載された小説「東海道」では、川端は「もののあは
れ」や「たをやめぶり」の平安朝文化が日本の美を
生み出したものとして捉え、 そのような文化が 「弱いものではなく」 、 「男の唐崇拝を笑つ 」 「民族の自覚」を促す女達の強 を含んで と書いている。そし 、 「平家、源氏、北條 足利、徳川が滅」んだ後も、王朝文化の中心である「源氏物語」が「なお生き抜い ゆく」のだと言っている。 「源氏物語 の持 優しさや夢、王朝文化の含む「みやび 精神」は一見柔弱
そうに見えるが、支配・抑制 溶解させる強さがあ
る、といった意味 内容だ 理解できる
１５８
。そのような「たをやめぶり」という優雅・美は「長い内乱
の荒廃のなかに生きた人の 」
１５９
の支えになってきたと考えられている。そうした作者の美意識は戦中
の作品「小切」において、 「古切」に見る今 時代を耐え抜く「日本の美」――「みやび」に力 感じ、 「新鮮な愛情」が湧いてくる美也子 形象に表されてい 。また 戦 作品「五拾銭銀貨」などにも影響を及ぼし、そして敗戦後の荒廃を経て、日本の伝統
美を継承していく軌跡へと繋がっていく。
 
 
第四章と第五章で取り上げた、敗戦直後から米軍占領
が終了した年までの四編は、戦後の一時期の世相
がよく反映され 転換期における作者の心境が映し出
されている。第四章の「さざん花」 、 「笹舟」両作品
は、 敗戦直後の世相や時代の変化を背景とし 間 心の有り様を描き、 敗戦とともに滅びた主人公の 「生」を窺わせる。また、第五章 「明月」は主人公 〈死〉に逆らう〈生〉 永遠性への希求が描出されている。それ 自分の命を〈生〉ならぬ 余生 とし、死後の〈生〉を生き るという心境を 島木健作追悼」 （一九四五・一一） 「横光利一弔辞」 （一九四八・二）など 友人 弔辞や 哀愁」 （一九四七・一〇） 、「独影自命」 （一九四八・五 、 「反橋」 （一九四八・一〇） 、 「天授の子」 （一九五〇・二）など 作品で繰り返して述べている作者と呼応している。敗戦後、友人知己の死 日本という国家 〈死〉 川端自身の〈死〉が奇妙に重ねあわされ、戦争の傷痕が敗戦の悲しみとともに作者の内面深くに染み込んでいる。そうした
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中で、川端は「日本の美の伝統を継がう」
１６０
という自覚と願望を固め、 〈美〉に癒しと支えを求めていく。
それが戦後の〈掌の小説〉群にも深く投影されている。 「五拾銭銀貨」では、空襲の後に残った硝子の文鎮に美的なものの不滅が仮託され、 「明月」では、形を超えて伝統美を代表する宗達の「月の絵」が媒体になることで、月子 思い出の中に「私」の〈不死〉が実現されている。戦後に死後の〈生〉を逆説的 生きることになった川端にとって、美的なもの（美術品・古美術）が自らを生の世界へと繫ぎ止める結い目をなしてい 存在だと言える。一九四〇から五〇年代における川端の文学作品
１６１
にしばしば登場する古美
術は、 「作中人物たちの関係性を駆動させる動因をなすのみならず、彼らの生と死、そして再生を左右しさえするモチーフとなってもいる」
１６２
のである。このように、以上四編は、戦中と戦後の分水嶺における
作者の内面が露呈し、同時期の他 作品 響き合いながら戦後の川端文学の基色となっ いくのである。
 
 
第二次世界大戦を挟んだ激動の時代
の「波立ち」が感じさせられる 戦前から戦後までの〈掌 小説〉
は、戦前社会 閉塞的 ものあるいは戦時下の生活者
が持つ違和感・抵抗感を根底に潜め、異常な世相を
背景とした人間の姿を描出している。理想と現実 両極を往来する戦中から、敗戦後の世相との厭離の中で〈死〉に逆らう〈生〉 く創作
へと軸を移す過程において、自らの芸術観を織り交ぜていく作者の文
学的営為を窺わせる。 様々な技法で彩られた初 に比べて、 生活 断片を写実的に描かれたものが多いが、短い作に暗示・象徴的な表現が意識的に織り込まれ、重層的で深さ ある文学世界が構築されており 他の時期の川端の 掌の小説〉と違った精彩を放ってい 作品群だと言えよう。
 
 
かくして〈掌の小説〉は、川端文学の精髄を簡潔で含
蓄かつ感覚的に表明し、同時に〈愛〉と〈美〉と
〈死〉を作家独自の色合いで描出 得た作品群として、日本近代文学の中に確かな位置を占めている。
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註
 
１ 〈掌の小説〉の総数に関して、判断の基準によって異同が生じてくるが、今まで定説がない。長谷川
泉は「 『掌の小説』論」 （ 『川端康成論考』明治書院一九九一・一一）で一四七編、石川巧は「 〈掌の小説〉論序説……川端康成論（三） 」 （ 「叙説」花書院
 
一九九七・一）で一六五編、森晴雄は「 『母の眼』論――
『温泉場の事』に触れつつ」 （ 「川端文学への視界」教育出版センター
 
一九八五・一）で一七三編、松坂
俊夫は「掌の小説―研究への序章 を増補して「川端康成の〈掌の小説〉の特徴とその意義」 （ 「国文学
 
解釈と鑑賞」第六二巻第四号
 
至文堂
 
一九九七・四）で、一七五編を数え挙げている。また『論集
 
川
端康成―掌の小説』 （おうふう
 
二〇〇一・三）の巻末には、羽鳥徹哉が作成した以上諸説を総括した
「 〈掌の小説〉一覧表」が掲載され、 「羽鳥コメント」が加えられて「一四二編から一五六編という辺り」と認定されている。
 
２
 長谷川泉「川端文学五十の知識」 （ 『川端康成論考』明治書院
 一九九一・一一）
 
３ 『川端康成選集』第一巻「あとがき」 （改造社
 
一九三八・七）
 
４
 『川端康成全集』第一一巻「あとがき 新潮社
 
一九五〇・八）
 
５
 横光利一「近頃の雑筆」 （ 文芸春秋 一九二六・八）
 
６ 島木健作『川端康成選集』第 月報（前掲）
 
７
 渋川驍「 掌の小説』 」 （ 「国文学
 
解釈と鑑賞」第二二巻第二号
 
至文堂
 
一九五七・二）
 
８ 河上徹太郎『川端康成全集』第六巻月報（新潮社
 
一九六〇・九）
 
９ 長谷川泉「川端康成入門」 （ 『川端康成論考』
 
１０
 松坂俊夫「掌の小説―川端文学の源流」 （ 『川端康成『掌の小説』研究』教育出版センター
 
一九八三・
一〇）
 
１１
 註９に同じ。
 
１２
 松坂俊夫「掌の小説―研究への序章」 （ 『川端康成『掌の小説』研究』教育出版センター
 
一九八三・
一〇）
 
１３
 註１２に同じ。
 
１４
 羽鳥徹哉「 「掌の小説」について」 （ 『論集
 
川端康成―掌の小説』おうふう
 
二〇〇一・三）
 
１５
 註１２に同じ。後に、松坂俊夫「川端康成の〈掌の小説〉 特徴とその意義」 （前掲）
 
１６
 昭和一八年が正しい。当時 ざくろ」 （ 「新潮」一九四三・五）の初出が明らかにされなかったのであ
る。
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１７
 長谷川泉「 『掌の小説』論」 （ 『川端康成論考』明治書院一九九一・一一）
 
１８
 註１２に同じ。
 
１９
 註１０に同じ。
 
２０
 「ざくろ」 、 「わかめ」 、 「十七歳」 、 「小切」 、 「さと」 、 「水」である。
 
２１
 森本穫「ざくろ」 （ 『詩魂の源流』教育出版センター
 
一九七七・三）
 
２２
 羽鳥徹哉「川端康成と戦争」 （ 「国文学
 
解釈と鑑賞」至文堂
 
一九八一・四）
 
２３
 羽鳥徹哉「川端康成の「さざん花」 （ 新大国語」一九九六・三）
 
２４
 森晴雄は「 『五拾銭銀貨』――平島愛子『特売場』に触れつつ」 （ 「芸術至上主義文芸」一九八九・一
一）において、戦中戦後の〈掌の小説〉一八編のうち、作者川端が言及した「さと」 、 「紅梅」 、 「足袋」 、「笹舟」の四編と参考になった「小品」が確認されて
いる「五拾銭銀貨」以外、 「ざくろ」 、 「十七歳」 、
「わかめ」 、 「小切」 、 「さと」 、 「水」などの作品も同
じ「小品投書」がもとになっている可能性を指摘して
いる。
 
２５
 一六巻本『川端康成全集』第一一巻（新潮社
 
一九五〇・八）の「あとがき」 、後に「独影自命」 （一
九巻本『川端康成全集』第一四巻
 
新潮社
 
一九七〇・一〇）に収録されている。
 
２６
 松坂俊夫「川端康成の〈掌の小説〉の特徴とその意義」 （前掲）
 
２７
 森晴雄「研究余滴
 
川端康成『掌の小説』論」 （ 『川端康成『掌の小説』論――「雪」 「夏の靴」その他』
（龍書房
 
二〇一六・三）
 
２８
 『川端康成全作品 事典』 （勉誠出版
 
一九九八・六）
 
２９
 鷹橋信夫『昭和世相流行辞典』 （旺文社
 
一九八六・一一）
 
３０
 『昭和国勢総覧
 
下巻』 （東洋経済新報社
 
一九八〇・一一）
 
３１
 『ホーム・ライフ』 （大阪毎日新聞・東京日日新聞
 
一九三五・八）
 
３２
 註２９に同じ。
 
３３
 『昭和時代
 
戦前・戦中期』 （中央公論社
 
二〇一四・七）
 
３４
 小野薫『ダンスホール』 （東学社
 
一九三五・一〇）
 
３５
 高橋桂二『新社交ダンス』 （高瀬書房
 
一九三三・五）
 
３６
 武田佐知子 娘が語る母の昭和』 （朝日新聞社
 
二〇〇〇・六）
 
３７
 稲垣恭子『女学校と女学生』 （中央公論新
 
二〇〇七・二）
 
３８
 片岡鉄兵『モダンガアルの研究』 （金星堂
 
一九二七・六）
 
３９
 今井泰子注釈『石川啄木集〈日本近代文学大系
23〉 』 （角川書店
 
一九六九・一二）
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４０
 岩城之徳『石川啄木必携』 （学燈社
 
一九九三・六）
 
４１
 上田博『石川啄木歌集全歌鑑賞』 （おうふう
 
二〇〇一・一）
 
４２
 註４１に同じ。
 
４３
 註３９に同じ。
 
４４
 『杉田久女句集』 （角川書店
 
一九五二・一〇）に収録されている。 「大正七年より昭和四年まで」詠
んだ句で、具体的な創作年月未詳。
 
４５
 三好行雄「禽獣（一） （川端康成―現代文学鑑賞十二） 」 （ 「国文学解釈と鑑賞」至文堂
 
一九六三・
二）
 
４６
 羽鳥一英「一九三〇年代の川端康成（上） ―「淺草
紅団」から「雪国」まで――」 （ 「国語と国文
学」第四四巻第八号
 
至文堂
 
一九六七・八）
 
４７
 岩田光子は「 『禽獣』 」 「学苑」昭和女子大学近代文化研究所
 
一九七八・一）において、 「千花子の
全く自己放棄的ともいえる合掌の姿」は「自由な無拘束を象徴している」と指摘している。
 
４８
 註３８に同じ。
 
４９
 「 〈現在 おける文芸上の我立場・主張〉 」 （ 「文芸」一九三三・一一）
 
５０
 川端は昭和一〇年代「新女苑」を中心とする若い女性や少女向けの雑誌のコント、小品欄の選評を執
筆していた。川端は一九三九（昭和十四）年二月「新女苑」コント欄の「選評」で「入選させたいものが十篇以上もあつて、随分選擇に迷つた。掲載漏れ 作
品が、ここに掲載した作品に劣るとは、決して言へ
ないことになつ 選外秀逸の諸篇は、この一月きりで捨ててしまふのは惜しいので、しばらく私の手もとに残しておい 、後にまた考へてみることにした」と述べている。戦中戦後、こういった選外作をもとに私流に書き換えた作品をい つか残している。 「ざ
くろ」の初刊本『朝雲』に収録された掌の小説の多
くは少女からの文章を とにしたものである。 「ざくろ」は初出で ―少女 手記より―」と う副題が附しており、その中の一篇である。
 
５１
 「ざくろ」のほか、 「十七歳」 「わかめ」 「小切」 （以上 編は『文藝春秋』一九四四・七に掲載）及び
「さと」 「水」 （こ 二篇は『写真週報』一九四四・一〇・一八／二五に掲載）の六編である。 『写真週報』は情報局によって「毎号八頁建」 定められた。その最終頁 「覆面文芸」欄が掲載されてい 全部無署名である。川端は、一六巻本『川端康成全集』第一一巻（新潮社
 
一九五〇・八）の「あとがき」
で「 『さと』 、 『紅梅』 『足袋』 、 『笹舟 は婦人雑誌の小品投書の選外 をもとにして、私流に書き変へた」と述べている。また、その第 （新潮社
 
一九五四・四）には、著者自ら執筆した「年譜」が附
せられ、 「さと」 「水」の二作が 昭和十九年 の発表作品とし あげられた。
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５２
 註２１に同じ。
 
５３
 註２１に同じ。
 
５４
 田中実「 「戦争」と川端文学―〈日本的超越〉のなかの『ざくろ』―」 （ 「国語通信」三二一
 
筑摩書
房
 
一九九〇・六）
 
５５
 田村嘉勝「 『ざくろ』小論」 （ 「川端文学研究」一四、一九八〇・一）
 
５６
 トーマス・
E・スワン「千羽鶴」 （ 「国文学
 
解釈と教材の研究」学燈社
 
一九六八・一二）
 
５７
 鶴田欣也「まぼろしからうつつへ―『山の音』の
錯覚と発見」 （鶴田欣也・平川祐弘編『川端康成
『山の音』研究』
 
明治書院
 
一九八五・九）
 
５８
 註５７に同じ。
 
５９
 作品「十七歳」は『川端康成全集』 （全一二巻）第六巻（新潮社
 
一九六〇・九） 、 『川端康成短篇全
集』 （講談社
 
一九六四・二） 、 『川端康成全集』 （全一九巻）第六巻（新潮社
 
一九六九・一〇） 、 『川端康
成全集』 （全三五巻）第一巻（新潮社
 
一九八一・一〇）に収録されている。
 
６０
 森本穫「 『住吉』連作論――『反橋』から『隅田川』まで――」 （川端康成研究叢書７ 鎮魂の哀歌』教
育出版センター
 
一九八〇・四）
 
６１
 武田勝彦「十七歳」 （ 『川端康成全作品研究事典』勉誠出版
 
一九九八・六）
 
６２
 大坪利彦「 『 』について」 （ 『論集
 
川端康成―掌の小説』おうふう
 
二〇〇一・三）
 
６３
 鶴田欣也は「 『伊豆の踊子』 」 （ 『川端康成の芸術―純粋と救済―』明治書院
 
一九八一・一一）におい
て、 「清純とは世間の汚れが身体や気持に染みついていないこと、生存の狡猾さを知らぬことを意味する」と言い 川端文学では清純と社会的抑制とは密接な関係」にあり、女性達が自分の清純を投げうつとき、また、社会の制約から み るとき、生命の痛みが一層強く感じられる仕組になっている」と述べている。
 
６４
 太平洋戦争研究会編・水島吉隆解説『写説
 
戦時下の子どもたち』 （ビジネス社
 
二〇〇六・一二）に
よる。
 
６５
 「病室も明るい教室
 
看護婦免状戴く前にもう挺身」 （ 「朝日新聞」夕刊
 
一九四四・二・九） 、 「続々
戦列へ
 
女学生部隊も近く出勤」 （ 「朝日新聞」朝刊
 
一九四四・四・一六）などである。
 
６６
 『写真で見る教育百年史』 （日本図書センター
 
二〇一四・六）
 
６７
 註３３に同じ。
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６８
 逸見広「七月創作評」 （ 『早稲田文学』一九四四・八・一）
 
６９
 註６４に同じ。
 
７０
 一九四〇（昭和一五）年七月七日には「奢侈品など製造販売制限規制」 （通称七・七禁止令）によって、
いわゆるぜいたく品の販売が禁止された。八月一日には国民精神総動員本部が東京市内に「日本人ならぜいたくは出来な 筈だ！」 「ぜいたくは敵だ！」
など書かれた立て看板を千五百本配置した。
 
７１
 川端康成が一九三 （昭和九）年一月一日付「福岡日日新聞」の朝刊紙上に発表された小説「令嬢日
記」にお て、主人公朝子に晴着一枚を買うにも「一家の争ひがあつた」 。 「戦争が起つてみろ、戦争が。人目に立つやうなものを、ぴらぴら て歩けるか」という父 一言で、母娘が「ぴたりと黙る」場面が描かれている。戦争が起きると 晴着が着られ
なくなるような状況が設定されている。
 
７２
 『川端康成全集』 （一二／ ／三五巻本）において、すべて「姉」になっている。しかし、初出、
初刊ともに「蟻」となっており、文脈か もここは「蟻」の方が適切である。明らかに全集の誤植だろう。本稿でも「蟻」として考察を進めている。
 
７３
 川端康成「日本の母」 （ 「読売報知」 二・一〇・三〇）
 
７４
 川端康成「 を訪ねて」 （ 「婦人画報」 四二・一二）
 
７５
 川端康成「さと」 （ 「写真週報」一九四四・ 〇・一八）
 
７６
 森晴雄「 『さと』―据った重み 『川端康成『掌の小説』論「貧者の恋人」その他』龍書房
 
二〇〇〇・
一一）
 
７７
 川端康成「小切」 （ 「文芸春秋」第二二巻第七号
 
一九四四・七）
 
７８
 大坪利彦は前掲の論文において、 「十七歳というのは、 十四や十五歳と差異の体系によって指示されて」
おり、 「女性と十七歳との観念連合が代替しがた 意
味を生み出している」と指摘している。本章は大坪の
指摘を踏まえ、 「掌の小説『十七歳』が十六あるいは
十八と差異化されてなぜ十七なのかという素朴で率直
な問いかけ」についてさらに追究しようとするもの ある。
 
７９
 川端秀子『川端康成とともに』 （新潮社
 
一九八三・四）
 
８０
 川端康成「故園」 （ 「文芸」一九四三・五〜一九四五・一）
 
８１
 伊藤初代（別名
 
千代、一九〇六・九・六〜一九五一・二・二七）川端康成の元婚約者。数え一六歳の
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時に大学二年生（二三歳）の川端と婚約し、その一ヶ
月後に突然婚約破棄を告げた。その失恋体験は川端
の生涯の転機となり、様々な作品に深い影響を与えた。
 
８２
 長谷川泉「川端康成文学概説」 （ 『川端文学―海外の評価―』早稲田大学出版部
 
一九六九・四）
 
８３
 川端香男里「川端康成と『永遠の少女』 」 （ 「文芸春秋」二〇一四・八）
 
８４
 川端康成「篝火」 （ 「新小説」一九二四・三）
 
８５
 川端康成「伊豆の踊子」 （ 「 芸時代 一九二六・一／二）
 
８６
 川端康成「非常」 （ 「文芸春秋」一九二四・ 二）
 
８７
 川端康成「昭和十九年六月十五日日記 に、 「文芸春秋社より、 「一草一花」稿料三百六十円速達にて
着く。内税金四十三円三十銭差引。暫くぶりの稿料ら
しきもの。 」と記されている。 「十七歳」の執筆時期
は一九四四（昭和一九）年六月一五日直前だということが推測できる。
 
８８
 川端康成「昭和十九年・ 二十
 
自由日記」 （ 『川端康成全集』補巻一
 
新潮社
 
一九八四・四）
 
８９
 田村嘉勝「 『小切』のリアリティ―― 文芸春秋」 （
昭１９・７）の軌跡――」 （ 「芸術至上主義文芸」
二〇〇九・一 ）
 
９０
 野末明「小切」 （ 『 全作品研究事典』勉誠出版
 
一九九八・六）
 
９１
 江馬務「日本女装の変遷」 （中田秀夫編『新女性文化
 
家庭編』日本出版配給株式会社
 
一九四三・
七）
 
９２
 一九四三（昭和一八）年六月四日、戦時衣生活簡素化実施要綱が閣議決定され、 「国民衣生活ノ簡素
化ヲ徹底」することをその方針としている。
 
９３
 「前線将兵への慰問誌」 （ 「郷土のたより（第六輯） 」山形市銃後奉公会
 
一九四二・九）
 
９４
 厚生省生活指導部（標語）として掲
げられた「新女性美の十則」 （牧春雄編『戦時下の新結婚』朝日
書房
 
一九四四・二）は戦争の時代が求めた女性像を明
かしている。そのなか、第二則は「清く、明るく
朗らかに心の動きは生き〳〵と」である。
 
９５
 十重田裕一「内務省と
GHQ／
SCAP
の検閲と文学――一九四二ー四〇年代日本のメディア規則と表現の
葛藤」 （ 『検閲・メディア・文学――江戸から戦後まで』新曜社
 
二〇一二・三）は川端が占領期に発表し
検閲を受けた作品「生命の樹」 （ 「婦人公論」第 巻第三号
 
一九四六・七）を取り上げ、その「国家主義
的プロパガンダ」であるという理由から削除命令が出たこ につ て言及した。ここは初刊本『朝雲』（一九四五・一〇）の発表時期と削除内容から同じ理由に基づく削除だと判断される。
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９６
 長期戦と物資不足が懸念されていた日中戦争及び太平洋戦争において、国民の戦意昂揚のために「欲
しがりません勝つまでは」 「ぜいたくは敵だ」 「足ら
ぬ足らぬは工夫が足らぬ」などの戦時標語が掲げられ
た。
 
９７
 註８９に同じ。
 
９８
 拙稿「川端康成『十七歳』論――妹の悲しみの内実――」 （ 「論究日本文学」第一〇三号
 
二〇一五・
一二）参照。
 
９９
 「補遺十編」 （牧春雄編『戦時下の新結婚』朝日書房
 
一九四四・二）は「わが国今日の結婚年齢の
平均は男廿八歳強、女廿四歳強てあるが三年づゝ早めて男廿五歳、女廿一歳を標準として出産適齢期を逃さずキヤツチして増殖を講ずることが第一で」あると述べている。
 
１００
 「婦人公論」と「新女苑」小品欄「選評」は、そ
れぞれ一九三七（昭和一二）年一月より一二月ま
でと一九三八（昭和一三）年一二月より一九四三（昭和一八）年一一月までである。
 
１０１
 「江寿賀子「 『新女苑』考――一九三一年から四五年
まで――」 （ 『戦争と女性雑誌――一九三一年〜
一九四五年――』ドメス出版
 
二〇〇一・五）
 
１０２
 「婦人文庫」読者文芸欄小品 選の言葉」昭和二一年八月号
 
１０３
 
第三六六号（一九四五・四・一一）から終刊まではＡ四版・一六頁で定価二〇銭であった。
 
１０４
 「朝日新聞」朝刊（一九三九・二・二〇付）
 
１０５
 古川隆久『昭和史』 ちくま新書
 
二〇一六・五）
 
１０６
 註７６に同じ。
 
１０７
 田村嘉勝「 『さと』論――何故銃後の女性を小説に （ 『論集
 
川端康成ー掌の小説』おうふう
 
二〇〇一・三）
 
１０８
 一九三四（昭和九）年一二月、北黒線（北安―辰清間）が開通した。翌年二月、辰黒線（辰清―黒
河間）が開通して仮営業していたが、一一月に北黒線
に編入され、北黒線（北安―黒河間）として運行開
始したのである。 『北黒線案内』 （哈爾濱建設事務所
 
一九三四・一一）に参照すると、北黒線が開通した
当時沿線に日本人居住者のいる町は次のようになる。
安（八九〇戸） 、訥謨爾（七戸） 、龍鎮（二七
戸） 、辰清（二五戸） 、孫呉（一〇戸） 、愛琿（七戸） 、黒河（四一一戸）である。
 
１０９
 香川幹一『満州国』 （古今書院
 
一九四〇・六）
 
１１０
 『満洲建国十年史』 （満洲帝国政府編
 
原書房
 
一九六九・三）に参考すると これらの観象機関は
次のようになる。
 
一九三四（昭和九）年
 
海拉爾
 
黒河
 
一九三五（昭和一〇）年
 
満洲里
 
克山
 
富錦
 
綏芬河
 
哈爾濱
 
赤峰
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一九三六（昭和一一）年
 
牡丹江
 
延吉
 
東安
 
承徳
 
索倫
 
 
一九三七（昭和一二）年
 
奇克特
 
多倫
 
勃利
 
佳木斯
 
阿穆古朗
 
高嶺子
 
林西
 
春化
 
奉天
 
营
囗
 
四平
 
 
一九三八（昭和一三）年
 
嫩江
 
通河
 
饒河
 
虎林
 
通化
 
連山関
 
锦
州
 
開
鲁
 
札蘭屯
 
老爺嶺
 
奈勒穆図
 
 
一九三九（昭和一四）年
 
一面坡
 
安達
 
斉斉哈爾
 
依蘭
 
湖南営
 
大孤山
 
山海関
 
葉柏壽
 
白城
 
 
一九四〇（昭和一五）年
 
八面通
 
春陽
 
鷗浦
 
呼瑪
 
佛山
 
羅子溝
 
宝清
 
額穆索
 
一九四 （昭和一六）年
 
阜新
 
綏化
 
漠河
 
鲁
北
 
通遼
 
朝陽鎮
 
萬家嶺
 
孫呉
 
鉄驪
 
北安
 
１１１
 「戦前期アジア諸国写真コレクション」一橋大学付属図書館所蔵
 
１１２
 金丸精哉『満洲の四季』 （博文館
 
一九四一・一二）
 
１１３
 『満洲の苦力』 （南満洲鉄道株式会社経済調査会
 
一九三三・七）
 
１１４
 「異郷にいて、故郷を懐かしく思う気持ち。懐郷の思い」と『日本国語大辞典』第四巻（小学館
 
二〇〇一・四）で解釈されている。ここでは「満洲」という日本の本土以外の「外地」にいて「母国」を懐かしく思う気持ちである。
 
１１５
 安藤英夫『北辺紀行』 （西東社
 
一九四三・九）
 
１１６
 太田平治『満ソ国境風物誌』 （山雅房
 
一九四一・五）
 
１１７
 註１１０に同じ。
 
１１８
 註１０５に同じ。
 
１１９
 
太平洋戦争研究会『 「写真週報」に見る戦時下の日本』 （世界文化社
 
二〇一一・一一）
 
 
１２０
 註１１９に同じ。
 
１２１
 註１０７に同じ。
 
１２２
 「写真週報」第七四号（一九三九・七・一二）
 
１２３
 林武志は「 『掌の小説』論――基本的性格をめぐる試論――」 （ 『論集
 
川端康成―掌の小説』おうふ
う
 
二〇〇一・三）において、掌の小説の「基本的性格」について、 「末尾に極めて特徴的なことは、今ま
での流れからする予測の範囲を超えた結末であり、そ
の意味づけを探るより先に慄然とした謂わば皮膚に
鳥肌の立つ感懐におそわれることである」と述べ、 「作者康成が、目論んだのは、実は解釈を斥けたある種の《皮膚感覚》ではなかったか。従って、構成・筋などから導き出される分析的な主題や意味 なく、前提となる描写を潜り抜けることによって辿りつく、極めて身体的な感懐だと言ってよ のではないか」
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指摘している。
 
１２４
 川端康成は『川端康成全集』 （全一六巻）第一一巻（新潮社
 
一九五〇・八）の「あとがき」 （のち
に「独影自命」 ）で自作に言及し、 「 『さと』 、 『紅梅』 、 『足袋』 、 『笹舟』は婦人雑誌の小品投書の選外作をもとにして、私流に書き変へた」と述べている。 「五拾銭銀貨」は「婦人雑誌の小品投書」で活字になっている小品「特売場 をもとに書かれた作品である。
 
１２５
 森晴雄「川端康成『伍拾銭銀貨』論―平島愛子「特賣場」に触れつつ―」 （前掲）
 
１２６
 「文鉄・お札とコインの資料館」
http://www.buntetsu.net/mbc/m05.htm
最終閲覧日：二〇一六・
七・六
 
１２７
 『京都符町村会七十年史』 （京都符町村会
 
一九九一・一一）
 
１２８
 初出『光と風と夢』 （筑摩書房
 
一九四二・七）
 
１２９
 川端康成「天授の子」 （ 「文学界」第四巻第二号
 
一九五〇・二）
 
１３０
 註１２９に同じ。
 
１３１
 「朝日新聞」朝刊（一九六九・四・二八付）
 
１３２
 註７９に同じ。
 
１３３
 田村嘉勝「 『さざん花』小論」 （ 『 研究』川端文学研究会
 
一九七九・九）
 
１３４
 吉村貞司「解説」 （川端康成著『掌の小説』新潮社
 
一九七一・三）
 
１３５
 新憲法（日本国憲法）は一九四六 昭和二一）年一一月三日に公布され、一九四七 昭和二二）年五
月三日に実施された。 「基本的人権」の尊重を掲げて
各種の憲法上の権利を保障し、 「戦争の放棄」という
平和主義を定める画期的なものである。その中に「法の下
の平等」 （第一四条） 、 「両性の本質的平等」 （第
二四条）の条項もあり、女性の地位向上が望まれるのだと国民の関心を誘った。 「新憲法の産物」は、男女同権に呼応して女の子がたくさん生まれたことを意味する。
 
１３６
 石川則夫「小説の時間―「ざくろ」と 笹舟」に触れて―」 （川端康成学会編 川端文学への視界』
銀の鈴社
 
二〇一二・六）
 
 
１３７
 「笹舟」について、川端は「さと」 、 紅梅 、 「足袋」 共に「婦人雑誌の小品投書の選外作をもと
にして、私流に書き換へた」 （ 「独影自命」 ）と誌している。それに関して、森晴雄は『川端康成『掌の小説』論―「貧者の恋人その他」 』 （龍書房
 
二〇〇〇・一一）において、 「このことは、この『笹舟』の元
になった小品投書の作品世界が、川端が執筆したと思
われる昭和二十五年ではなく、戦後それ程経ってい
ない時点であることを予想させる」と述べているが 「だが、それだからといって、 『笹舟』の世界を敗戦
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直後にまで引き下げることはないと思われる。なぜなら、終末部分の新築の場面を書き足すことで、川端が執筆当時の時代の変化を書き込んだのではないかと想像させるからである」と指摘している。
 
１３８
 註１３６に同じ。
 
１３９
 谷口幸代「川端康成の戦後――廃墟からの出発――」 （ 「国文」第八三号
 
お茶の水女子大学国語国
文学会
 
一九九五・七）
 
１４０
 川端は「女流作家への手紙――林芙美子氏へ――」 （ 「文芸」第三巻第三号
 
一九三四・八）の中
で、 「あなたへの手紙の形で、思ひ浮ぶことども、身 ま りのこ どもを とりとめなく書き綴るのは、私にとつてなんとなく楽しいものとみえます。あ たへの手紙を頼まれました時、なにか書くことがあるか、なにを書かうかなどと、殊更めかしく考へる前に ほ かな安ら さにつつまれてしまつて、例へば思ひ出さう すれば幾らでも自ら浮び出て来る思ひ出を前にして、反つてその絲口を解き惜み がらぼんやりしてゐるやうな、また例へば遠い眺 野にぼかりぼかりと花が沢山気楽に咲く夢を見 ゐるやうな、そんな気持ちだつたのでありませうか」と述べたことがある。
 
１４１
 林芙美子『めし』 （毎日新聞社
 
一九五一・一〇）
 
１４２
 川端康成「林芙美子名言集」 （ 『日本文学全集』第五七巻「林芙美子集」 〈付録〉新潮社
 
一九六一・
八）において、 「芙美子さんがなく つた後、私は遺作を大方読みか した そ そのなかの名言 ノオトに書き抜いておいた」と述べている。
 
１４３
 川端康成「林芙美子さんの死」 「朝日新聞」一九五一・六・二九）
 
１４４
 片岡鉄兵（一九四四・一二・二五没）をはじめとして
、以後島木健作（一九四五・八・一没） 、武田
麟太郎（一九四六・三・三一没） 、横光利一（一九四七・一二・三〇没） 、菊池寛（一九四八・三・六没）など相次いで死んだ。
 
１４５
 林武志「川端における『戦争』 」 （ 「国文学解釈と鑑賞」至 堂
 
一九八一・四）
  
１４６
 「島木健作追悼」 （ 「新潮」第四二巻第四号
 
一九四五・一一）
 
１４７
 「横光利一弔辞」 （ 「人間」第三巻第二号
 
一九四八・二）
 
１４８
 「 『明月』の兎の絵は私蔵である」と川端は単行本『たまゆら』 （角川書店
 
一九五五・七）のあと
がきで言及している。石浜恒夫は「美の殉死者――回想の〝川端美術館〟――」 （ 『川端康成作品論集成』第六巻
 
二〇一一・一一）において、川端家の美術品について回想し、 「その宗達の墨画の〝兎〟も、川
端家の座敷の床の間で、それこそ無言の川端さんとふたりで、見慣れたものである」 述べている。
 
１４９
 石浜恒夫は前掲の文章で友人の美術家とされてい
るのが宗達の研究家徳川義恭のことかもしれない
と言及している。
 
１５０
 三浦卓「単行本『哀愁』の追悼テクスト群―― 続）川端康成の戦前／戦後再考にむけて」 （川端康
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１５５
 川端康成「字のことなど」 （ 「産業経済新聞」朝刊
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二〇〇七・二）
 
 - 135 - 
 
引用文献
 
横光利一「近頃の雑筆」 （ 「文芸春秋」一九二六・八）
 
片岡鉄兵『モダンガアルの研究』 （金星堂
 
一九二七・六）
 
高橋桂二『新社交 ス』 （高瀬書房
 
一九三三・五）
 
『満洲の苦力』 （南満洲鉄道株式会社経済調査会
 
一九三三・七）
 
『北黒線案内』 （哈爾濱建設事務所
 
一九三四・一一）
 
『ホーム・ライフ 大阪毎日新聞・東京日日新聞
 
一九三五・八）
 
小野薫『ダンスホール 東学社
 
一九三五・一〇）
 
『川端康成選集』第一巻「あとがき」 （改造社
 
一九三八・七）
 
島木健作『川端康成選集』第一巻月報 前掲）
 
香川幹一 満州国』 （古今書院
 
一九四〇・六）
 
太田平治『満ソ国境風物誌』 （山雅房
 
一九四一・五）
 
金丸精哉『満洲の四季』 （博文館
 
一九四一・一二）
 
「前線将兵への慰問誌」 （ 「郷土のたより（第六輯） 山形市銃後奉公会
 
一九四二・九）
 
江馬務「日本女装 変遷」 （中田秀夫編 新女性文化
 
家庭編』日本出版配給株式会社
 
一九四三・七）
 
安藤英夫『北辺紀行』 （西東社
 
一九四三・九）
 
「新女性美の十則」 （牧春雄編『戦時下の新結婚 朝日書
 
一九四四・二）
 
「補遺十編」 （牧春雄編『戦時下の新結婚 前掲）
 
逸見広「七月創作評」 （ 『早稲田文学』一九四四・八・一）
 
川端康成 島木健作追悼 「新潮」第四二巻第 号
 
一九四五・一一）
 
川端康成「横光利一弔辞 「人間」第三巻第 号
 
一九四八・二）
 
『川端康成全集』第一 巻「あとがき」 （新潮社
 
一九五〇・八）
 
林芙美子『めし』 （毎日新聞社
 
一九五一・一〇）
 
『杉田久女句集』 （角川書店
 
一九五二・一〇）
 
 - 136 - 
 
川端康成『たまゆら』 （角川書店
 
一九五五・七）
 
渋川驍「 『掌の小説』 」 「国文学
 
解釈と鑑賞」第二二巻第二号
 
至文堂
 
一九五七・二）
 
河上徹太郎『川端康成全集』第六巻月報（新潮社
 
一九六〇・九）
 
川端康成「林芙美子名言集」 （ 『日本文学全集』第五七巻「林芙美子集」 〈付録〉新潮社
 
一九六一・八）
 
三好行雄「禽獣（一） （川端康成ー現代文学鑑賞十二） 」 （ 国文学解釈と鑑賞」至文堂
 
一九六三・二）
 
羽鳥徹哉「一九三〇年代の （上）
―『淺草紅団』から『雪国』まで―」
 
 
 
 
 
（ 「国語と国語文学」第四四巻第八号
 
東京大学国語国文学会
 
一九六七・八）
 
トーマス・
E・スワン「千羽鶴」 （ 「国文学
 
解釈と教材の研究」学燈社
 
一九六八・一二）
 
『満洲建国十年史』 （満洲帝国政府編
 
原書房
 
一九六九・三）
 
長谷川泉「川端康成文学概説」 （ 『 文学―海外の評価―』早稲田大 出版部
 
一九六九・四）
 
今井泰子注釈『石川啄木集〈日本近代文学大系
23〉 』 （角川書店
 
一九六九・一二）
 
吉村貞司「解説」 （ 端康成著『掌の小説』新潮社
 
一九七一・三）
 
森本穫「ざくろ」 （ 『詩魂の源流』教育出版センター
 
一九七七・三）
 
岩田光子「 『禽獣』 」 （ 「学苑」昭和女子大学近代文化研究所
 
一九七八・一）
 
田村嘉勝「 『さ ん花 小論」 （ 『川端文学研究』川端文学研究会
 
一九七九・九）
 
田村嘉勝「 『ざくろ』小論 文学研究」一四、一九八〇・一）
 
森本穫「 『住吉』連作論――『反橋』から『隅田川 まで――」
 
 
 
 
（川端康成研究叢書７『鎮魂の哀歌』教育出版センター
 
一九八〇・四）
 
『昭和国勢総覧
 
下巻』 （東洋経済新報社
 
一九八〇・一一）
 
林武志「川端における『戦争』 」 （ 「国文学解釈と鑑賞」第四六巻第 号
 
至文堂
 
一九八一・四）
 
羽鳥徹哉「川端康成と戦争」 （ 国文学
 
解釈と鑑賞」第四六巻第四号
 
至文堂
 
一九八一・四）
 
鶴田欣也「 伊豆の踊子』 」 （ 『川端康成の芸術―純粋 救済―』明治書院
 
一九八一・一一）
 
川端秀子『川端康成ととも 』 （新潮社
 
一九八三・四）
 
松坂俊夫「掌の小説―研究への序章」
 
 - 137 - 
 
（ 『川端康成『掌の小説』研究』教育出版センター
 
一九八三・一〇）
 
松坂俊夫「掌の小説―川端文学の源流」
 
（ 『川端康成『掌の小説』研究』教育出版センター
 
一九八三・一〇）
 
森晴雄「 『母の眼』論――『温泉場の事』に触れつつ」
 
（ 「川端文学への視界」教育出版センター
 
一九八五・一）
 
鶴田欣也「まぼろしからうつつへ―『山の音』の錯覚と発見」
 
 
 
 
 
（鶴田欣也・平川祐弘編『川端康成『山の音』研究 明治書院
 
一九八五・九）
 
鷹橋信夫『昭和世相流行辞典』 （旺文社
 
一九八六・一一）
 
森晴雄「川端康成『伍拾銭銀貨』論―平島愛子「特賣場」に触れつつ―」
 
 
 
 
（ 「芸術至上主義文芸」一九八九・一一）
 
田中実「 「戦争」と川端文学―〈日本的超越〉のなかの ざくろ ―」
 
 
 
 
（ 「国語通信」三二一
 
筑摩書房
 
一九九〇・六）
 
長谷川泉は「 『掌の小説』論」 （ 『川端康成論考』明治書院
 
一九九一・一一）
 
長谷川泉「川端文学五十の知識」 （ 『川端康成論考 前掲）
 
長谷川泉「川端康成入門」 （ 『 論考』前掲）
 
『京都符町村会七十年史』 （京都符町村会
 
一九九一・一一）
 
岩城之徳『石 啄木必携』 （ 燈社
 
一九九三・六）
 
谷口幸代「川端康成の戦後――廃墟から 出発――
 
 
 
 
 
（ 「国文」第八三号
 
お茶の水女子大学国語国文学会
 
一九九五・七）
 
羽鳥徹哉「川端康成の「さざん花」 」 「新大国語 一九九六・三）
 
石川巧は「 〈掌の小説〉論序説……
康成論（三） 」 （ 「叙説」花書院
 
一九九七・一）
 
松坂俊夫「川端康成の〈掌の小説〉の特徴とその意義」
 
 
 
 
 
（ 「国文学
 
解釈と鑑賞」第六二巻第四号
 
至文堂
 
一九九七・四）
 
武田勝彦「十七歳」 （ 『川端康成全作品研究事典』勉誠出版
 
一九九八・六）
 
 - 138 - 
 
野末明「小切」 （ 『川端康成全作品研究事典』前掲）
 
武田佐知子『娘が語る母の昭和』 （朝日新聞社
 
二〇〇〇・六）
 
森晴雄「 『さと』―据った重み」
 
（ 『川端康成『掌の小説』論「貧者の恋人」その他』龍書房
 
二〇〇〇・一一）
 
上田博『石川啄木歌集全歌鑑賞』 おうふう
 
二〇〇一・一）
 
羽鳥徹哉「 「掌の小説」について 論集
 
川端康成―掌の小説』おうふう
 
二〇〇一・三）
 
林武志は「 『掌の小説』論――基本的性格をめぐる試論――」 （ 『論集
 
川端康成―掌の小説』前掲）
 
大坪利彦「 十七歳」について （ 『論集
 
川端康成―掌の小説』前掲）
 
田村嘉勝「 『さと』論――何故銃後の女性を小説に――」 （ 『論集
 
川端康成ー掌の小説』前掲）
 
羽鳥徹哉「 〈掌の小説〉一覧表」 （ 論集
 
川端康成―掌の小説』前掲）
 
「江寿賀子「 『新女苑』考――一九三一年から四五年まで― 」
 
 
 
 
 
 
（ 『戦争と女性雑誌――一九三一年〜一九四五年――』ドメス出版
 
二〇〇一・五）
 
「東京都区部の占領軍接収地リスト」 （佐藤洋一著 図説
 
占領下の東京』河出書房新社、二〇〇六・七）
 
太平洋戦争研究会編・水島吉隆解説『写説
 
戦時下の子どもたち』 （ビジネス社
 
二〇〇六・一二）
 
松原知生 古美術の／というメディウム――戦後の川端文学の一側面」
 
 
 
 
 
（ 「国際文化論集」第二一巻第二号
 
二〇〇七・二）
 
稲垣恭子『女学校と女学生』 （中央公論新社
 
二〇〇七・二）
 
田村嘉勝「 小切』のリアリティ――「文芸春秋」 （昭１９・７） 軌跡 」
 
 
 
 
 
（ 「芸術至上主義文芸」二〇〇九・一 ）
 
『 「写真週報」に見る戦時下 日本』 （世界文化社
 
二〇一一・一一）
 
 
石浜恒夫は「美の殉死者――回想の〝川端美術館〟――」
 
（ 『川端康成作品論集成』第六巻
 
二〇一一・一一）
 
十重田裕一「内務省と
GHQ／
SCAP
の検閲と文学――一九四二―四〇年
代日本のメディア規則と表現の葛
藤」 （ 『検閲・メディア・文学――江戸から戦後まで』新曜社
 
二〇一二・三）
 
 - 139 - 
 
石川則夫「小説の時間―「ざくろ」と「笹舟」に触れて―」
 
 
 
 
 
（川端康成学会編『川端文学への視界』銀の鈴社
 
二〇一二・六）
 
『写真で見る教育百年史』 （日本図書センター
 
二〇一四・六）
 
読売新聞昭和時代プロジェクト『昭和時代
 
戦前・戦中期』 （中央公論社
 
二〇一四・七）
 
川端香男里「川端康成と『永遠の少女』 」 （ 「文芸春秋」二〇一四・八）
 
三浦卓「単行本『哀愁』の追悼テクス 群― （続）川端康成の戦前／戦後再考にむけて」
 
（川端康成学会編『川端文学への視界』
 
銀の鈴社
 
二〇一五・六）
 
森晴雄「研究余滴
 
川端康成『掌の小説』論」
 
 
 
 
（ 『川端康成『掌の小説』論――「雪」 「夏の靴」その他』 （龍書房
 
二〇一六・三）
 
 
古川隆久『昭和史』 （ちくま 書
 
二〇一六・五）
 
 
 
参考文献
 
『女性文章』 （満州文芸春秋社
 
一九四五・一）
 
羽鳥一英「一九三〇年代の川端康成（下
）―『浅草紅団』から『雪国』まで―」
 
 
 
 
 
（ 「国語と国語文学」第四四巻第九号
 
東京大学国語国文学会
 
一九六七・九）
 
中村明「川端文学における比喩表現」 （ 「言語生活」第二〇八号
 
筑摩書房
 
一九六九・一）
 
武田勝彦・長谷川泉編『川端文学―海外の評価―』 （早稲田大学出版部
 
一九六九・四）
 
『川端康成』 （有精堂
 
一九七三・二）
 
『傷魂の青春
 
十六歳の日記・伊豆の踊り子』 （教育出版センター
 
一九七六・八）
 
『詩魂の源流
 
掌の小説』 （教育出版センター
 
一九七七・三）
 
『実存の仮象
 
招魂祭一景・浅草紅団 戦後中間小説
 
一九七七・一二）
 
長谷川泉 川端康成―その愛と美と死』 （株式会社主婦の友社
 
一九七八・四）
 
『非常の交感
 
水晶幻想・禽獣』 （教育出版センター
 
一九七八・八）
 
 - 140 - 
 
『虚実の皮膜
 
雪国・高原・牧歌』 （教育出版センター
 
一九七九・三）
 
『風韻の相剋
 
山の音・千羽鶴 波千鳥』 （教育出版センター
 
一九七九・九）
 
『鎮魂の哀歌
 
抒情歌・住吉三部作 名人
 
一九八〇・四）
 
岩城之徳 石川啄木』 （桜楓社
 
一九八〇・四）
 
丸谷才一 文章読本』 （中央公論
 
一九八〇・九）
 
『哀艶の雅歌
 
古都・舞姫・天授の子他』 （教育出版センター
 
一九八〇・一一）
 
『魔界の彷徨
 
みづうみ 眠れる美女・片腕 たんぽぽ』 （教育出版センター
 
一九八一・五）
 
『孤影の哀愁
 
哀愁・美しい日本の私・少年 落花流水他』 （教育出版センター
 
一九八一・一〇）
 
松坂俊夫 川端康成『掌の小説』研究 教育出版センター
 
一九八三・一〇）
 
鶴田欣也「川端康成作品分析『化粧 ざくろ』 『水月』 」
 
（ 「国文学研究資料館紀要」第一〇号
 
一九八四・三）
 
 
鶴田欣也『川端康成論』 （明治書院
 
一九八八・三）
 
『値段史年表
 
明治・大正・昭和
 
週刊朝日編』 （朝日新聞社
 
一九八八・六）
 
『フォトグラフ・戦時下の日本
 
原誌『写真週報』 』 （大空社
 
一九八九・三〜一九九〇・五）
 
『川端康成・日本の美学』 （有精堂
 
一九九〇・六）
 
柄谷行人 近代日本の批評・昭和編〔上〕 』 （福武書店
 
一九九〇・一二）
 
松島芳昭「 ざくろ』における〝ざくろ〟の意味するもの」 （ 「解釈学」第五輯
 
一九九一・六）
 
長谷川泉『川端康成論考』 （明治書院
 
一九九一・一一）
 
羽鳥徹哉『作家 の展開』 （教育出版センター
 
一九九三・三）
 
『満蒙地理歴史風俗誌叢書（
23）満洲の四季
 
黎明の北満』 （景仁文化社
 
一九九五・一二）
 
『満蒙地理歴史風俗誌叢書（
41）満州で働く日本人』 （景仁文化社
 
一九九五・一二）
 
『満蒙地理歴史風俗誌叢書（
67）満州国① 州国②』 （景仁文化社
 
一九九五・一二）
 
『満蒙地理歴史風俗誌叢書（
81）北辺紀行』 （景仁文化社
 
一九九五・一二）
 
深澤晴美「 新女苑』における川端康成―戦時下の一側面」
 
 - 141 - 
 
 
 
 
 
（ 「紀要」第五号
 
和洋九段女子中学校・高等学校
 
一九九七・三）
 
羽鳥徹哉「中国と川端」 （ 「成蹊大学文学部紀要」第三二号
 
一九九七・三）
 
森晴雄『川端康成『掌の小説』論―「心中」その他』 （龍書房
 
一九九七・四）
 
山中正樹「川端康成の戦後・序 ―川端康成と敗戦―」
 
（ 「桜花学園大学研究 一
 
一九九九・三）
 
『世界の中の川端文学』 （おうふう
 
一九九九・一一）
 
森晴雄『川端康成『掌の小説』論―「貧者の恋人」その他』 （龍書房
 
二〇〇〇・一一）
 
『論集
 
川端康成―掌の小説』 （おうふう
 
二〇〇一・三）
 
森晴雄『川端康成『掌の小説』論―「雨傘」その他』 （龍書房
 
二〇〇三・五）
 
山中正樹「 『十五年戦争』と作家『 』 （
覚え書き）―昭和十年代の「作品」を中心に―」
 
 
 
 
 
（ 「桜花学園大学人文学部研究紀要」第七号
 
二〇〇五・三）
 
『女学生手帖
 
大正・昭和
 
乙女らいふ』 （河出書房新社
 
二〇〇五・四）
 
羽鳥徹哉『作家の魂――日本の近代文学――』 （勉誠出版
 
二〇〇六・四）
 
岩瀬彰『 『月給百円』サラリーマン』 （講談社
 
二〇〇六・九）
 
早稲田大学図書館編『新女苑』マイクロフィッシュ版（ 松堂フイルム出版
 
二〇〇七・七）
 
森晴雄『川端康成 掌の小説』論 向」その他 （龍書房
 
二〇〇七・一二）
 
『戦時日本の国民意識
 
国策グラフ誌『写真週報』とその時代』 （慶應義塾大学出版会
 
二〇〇八・一）
 
瀬崎圭二『流行と虚栄の生成―消費文化を映す 近代文学―』 世界思想社
 
二〇〇八・三）
 
周閲『川端康成文学的文化 研究 以東方文化為中心』 （北京大学出版社
 
二〇〇八・九）
 
仁平政人「他者としての 過去』――戦後の川端康成における〈記憶‐忘却〉 方法――
 
 
 
 
 
（ 「日本文芸論稿」第三二号
 
東北大学文芸談話会
 
二〇〇八・一〇）
 
仁平政人「無言のまはりを廻る―― 「無言」論――」
 
 
 
 
 
（ 「日本文芸論稿」第三三号
 
東北大学文芸談話会
 
二〇〇九・一 ）
 
堀内京「 『ざくろ』論―混沌する生と死 」 （ 「芸術至上主義文芸」第三 号
 
二〇〇九・一一）
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鈴木伸一、山田吉郎編『川端康成作品論集成
 
第一巻
 
招魂祭一景・伊豆の踊子』
 
（おうふう
 
二〇〇九・一一）
 
石川巧、吉田秀樹編『川端康成作品論集成
 
第二巻
 
浅草紅団・水晶幻想』 （おうふう
 
二〇〇九・一二）
 
須藤宏明、高根沢紀子 『川端康成作品論集
 
第三巻
 
禽獣・抒情歌』 （おうふう
 
二〇一 ・三）
 
李聖傑「川端康成における戦争体験について―『敗戦のころ』を手がかりに―」
 
 
 
 
（ 「ソシオサイエンス」第一七号
 
早稲田大学大学院社会科学研究科
 
二〇一〇・三）
 
深澤晴美、細谷博編『川端康成作品論集成
 
第五巻
 
十六歳の日記・名人』 （おうふう
 
二〇一〇・九）
 
片山倫太郎編『川端康成作品論集
 
第四巻
 
雪国』 （おうふう
 
二〇一一・二）
 
常思佳「川端康成と唐代伝奇小説」 （ 「日本近代文学会北海道支部会報」第一四号
 
二〇一一・五）
 
福田淳子、野末明編 成
 
第六巻
 
『反橋』連作・舞姫』 （おうふう
 
二〇一一・一一）
 
馬場重行編『川端康成作品論集成
 
第七巻
 
千羽鶴』 （おうふう
 
二〇一二・一）
 
森晴雄『川端康成『掌の小説』 ―「有難う」その他』 （龍書房
 
二〇一二・三）
 
田村充正編 作品論集成
 
第八巻
 
山の音』 （おうふう
 
二〇一三・一 ）
 
小谷野敦『川端康成伝――双面 人』 （中央公論新社
 
二〇一三・五）
 
『戦争と女性』 （ 『時代が求めた『女性像』第一八
−一九巻
 
ゆまに書房
 
二〇一三・一一』
 
魏晨「川端康成と綴方―戦 中の帝国主義とつながる回路」
 
（ 「
JunCture 超越的日本文化研究」第五号
 
名古屋大学大学院文学研究科附属「アジアの中の日
本文化」研究センター
 
二〇一四・三）
 
山中正樹「川端文学における〈救済〉と〈コミュニケーション〉 」
 
 
 
 
 
（ 「日本語日本文学」第二四号
 
創価大学日本語日本文学会
 
二〇一四・三）
 
森本穫『魔界の住人
 
川端康成』 （勉誠出版
 
二〇一四・九）
 
三浦卓「川端康成『生命の樹』と『婦人文庫』という場―かつての 少女の友』読者の戦後―」
 
 
 
 
（ 「藝文研究」第一〇九
−一号
 
慶應義塾大学藝文学会
 
二〇一五・一二）
 
森晴雄『川端康成『掌の小説』論―「雪」 「夏の靴」その他』 （龍書房
 
二〇一六・三）
 
 - 143 - 
 
  参考文献と併せて、本論文の元となった拙稿を左に挙げておく。
 
 
第一章第一節
 
 
 
「川端康成『令嬢日記』論」 （ 「論究日本文学」第一〇五号
 
二〇一六・一二）
 
 
第一章第二節
 
 
 
「川端康成『ざくろ』論――きみ子の内的世界――」 （ 「日本文芸学」第五一号
 
二〇一五・三）
 
 
第二章 節
 
 
 
「川端康成『十七歳』論――妹の悲し の内実――」
 
（ 論究日本文学」第一〇三号
 
二〇一五・一二）
 
 
第二章第二節
 
 
 
「川端康成『小切』論」 （ 『川端文学への視界』第三一号
 
二〇一六・六）
 
 
第四章 節
 
 
 
「戦後に残された心の傷痕――川端康成の掌の小説「さざん花」 笹舟」を中心に――」
 
 
 
（ 『日本語言文化研究
 
第四輯（上） 』 （延辺大学出版社
 
二〇一六・六）
 
 
第五章
 
 
 
「川端康成 明月』論――〈死〉から〈不死〉へ」
 
（ 芸術至上主義文芸」第四二号
 
二〇一六・一一）
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作品別異同一覧表 
 
初出 初刊 決定稿
風なし 風無し
日記帳を開いたが 日記帳を開いたが、
かゝはり かかはり
よごしやしなかつた。 よごしやしなかつた？
かゞめて かがめて
たゝむ たたむ
胸算に用より 胸算用より
割りありてて 割りあてて
何分よろしく 何分よろしく。
スキー スキイ
いたゞく いただく
下さい 下さい。
スキー場 スキイ場
出来ますように 出来ますやうに
たゞ ただ
Ｄ子は手紙には Ｄ子の手紙には
クリーム クリイム
楽さう 楽しさう
―少女の手記より― ―少女の手記より― なし
縁先 縁先 縁先き
糸 糸 絲
見合せて 見合せて 見合はせて
伸す 伸す 伸ばす
きみ子に、母は一向 きみ子に、母は一向 きみ子に母は、一向
令
嬢
日
記
ざ
く
ろ
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ルビがない ルビがある ルビがある
あわてて連れて あわてて連れて あわてて、連れて
「イヤデス。」（改行）
と、言つた。
「イヤデス。」と言つ
た。
「イヤデス。」と言つ
た。
「イヤデス。」さん 「イヤデスさん」 「イヤデスさん」
（一字空け）白い敷布の
上を、黒い米粒ほど
白い敷布の上を黒い米粒
ほど
白い敷布の上を黒い米粒
ほど
（一字空け）蟻は鉛筆の
心といつしょに
蟻は鉛筆の心といつしょ
に
蟻は鉛筆の心といつしょ
に
こはかつた こはかつた 恐かつた
…した。（改行）下の妹
はそこにしゃがんで、つ
まむとくづれてしまふ灰
を一心に拾つた。下の妹
も…
…した。下の妹はそこに
しゃがんで、つまむとく
づれてしまふ灰を一心に
拾つた。（改行）下の妹
も…
…した。下の妹はそこに
しゃがんで、つまむとく
づれてしまふ灰を一心に
拾つた。（改行）下の妹
も…
姿ばかりでなく、夜露 姿ばかりでなく夜露 姿ばかりでなく夜露
首を振つて、枕の下 首を振つて枕の下 首を振つて枕の下
あまへて あまへて あまえて
壇の前 壁の前 壁の前
姉は妹に渡した （一字空け）姉は妹に渡
した
（一字空け）姉は妹に渡
した
久しぶりのことで、 久しぶりのことで、 久しぶりのことで
伸び上ると、 伸び上ると 伸び上ると
洩す 漏す 漏らす
着物を惜しがつてゐる姉
を妬んでゐるやうな自分
着物を惜しがつてゐるや
うな、姉を妬んでゐるや
うな自分
着物を惜しがつてゐるや
うな、姉を妬んでゐるや
うな自分
帰らない方 帰らない方 帰らないはう
噴き出して来て、 噴き出して来て 噴き出して来て
叱るのを、 叱るのを 叱るのを
しかし心が （一字空け）しかし心が （一字空け）しかし心が
小さい蟻 小さい蟻 小さい姉
合せる 合せる 合はせる
十
七
歳
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着られるのだつた。袖幅
が
着られるのだつた、袖幅
が
着られるのだつた、袖幅
が
「あら、持ち出しにして
ある。」（改行）と、美
也子は
「あら、持ち出しにして
ある。」と、美也子は
「あら、持ち出しにして
ある。」と、美也子は
「さうね、一月に一度く
らゐ出してます。」
「さうね、一月に一度く
らゐ出してます。」と三
分の一ほどに減らして答
へた。
「さうね、一月に一度く
らゐ出してます。」と三
分の一ほどに減らして答
へた。
「さうね。だから勝つま
で着てませう。」
「さうね。」 「さうね。」
戦争の年月、 戦争の年月 戦争の年月
紹介しておいて 紹介しておいて、 紹介しておいて、
あまり言はれるんで あまり言はれるんで あんまり言はれるんで
かんばれ がんばれ。
見せると 見せようと
汚い水だ 汚い水だ。
入る はいる
今はもう、 今はもう
（改行）と、隣の奥さん と、隣の奥さん
じやぶ〳〵 じやぶじやぶ
いゝでせう いいでせう。
隣さん 隣りの奥さん
出す 出すだらう
温く 温かく
南方の空 南洋の空
これが日本だ これが今の日本だ
ぱら〳〵 ぱらぱら
小
切
初出時のすべての『』は「」に直された。また、初出時は改行前の句読点はす
べて省略された
さ
と
初出時のすべての『』は「」に直された。また、初出時は改行前の句読点はす
べて省略された
水
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挿話 挿話 五拾銭銀貨
堂堂と 堂堂と 堂々と
入つたり 入つたり はいつたり
悧巧 利巧 利巧
珍しく 珍しく 珍らしく
入つて行く 入つて行く はいつて行く
先を争ふ 先を争ふ 先きを争ふ
見合せた 見合せた 見合はせた
（Ｈ女の手記より） （Ｈ女の手記より） なし
四組あつた 四組あつた 四組もあつた
剰つて あまつて あまつて
入るまい 入るまい はいるまい
平和に歓喜と祝福とを加
へる力ともなるだらう
平和が祝福出来れば幸ひ
である
平和が祝福出来れば幸ひ
である
どうしても出ない どうしても尿が出ない どうしても尿が出ない
部屋へ入つて 部屋へ入つて 部屋へはいつて
そんなことない そんなことはない そんなことはない
耳に入つた 耳に入つた 耳にはいつた
出た三日間 帰つた三日間 帰つた三日間
生理的なまた心理的な 生理的なまた心理的な 生理的なまたは心理的な
口に入つて 口に入つて 口にはいつて
爪先 爪先 爪先き
咲き初めて 咲き初めて 咲き始めて
あはれんで あはれむ一方 あはれむ一方
それがなにかに 私のそれがなにかに 私のそれがなにかに
あるのだらうか あるだらうか あるだらうか
五
拾
銭
銀
貨
さ
ざ
ん
花
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ルビがない ルビがある ルビがない
お利口さん お利口さん お利巧さん
鼻緒づれ 鼻緒ずれ 鼻緒ずれ
植はつた 植わつた 植わつた
色糸で 色絲で 色絲で
色糸の 色絲の 色絲の
ほんとうに ほんたうに ほんたうに
少し入れてある 入れてある 入れてある
感じれる 感じられる 感じられる
それらこころみた それらをこころみた それらをこころみた
月子にはおくる 月子におくる 月子におくる
間に合ふよう 間に合ふやう 間に合ふやう
明
月
笹
舟
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本論文を閉じるに際して、これまでお世話になった方々への謝辞を述べさせていただきます。
 
 
本研究を遂行し学位論文をまとめるに当たり、終始親
切なご指導と力強い励ましを賜りました、立命
館大学文学部の瀧本和成教授に心より感謝を申し上げます。先生に教えられた緻密かつ柔軟な研究方法は、この論 を書き上げるうえでなくてはならないものであったと実感しています。また、学問だけでなく、先生 身の処し方や生活態度などから多く学ばせていただきました。
 
 
博士後期課程特別研究におきま ては、拙い私の研究発表について丁寧にご指導してくださった中川
成美教授、花﨑育代教授に感謝 意を表します。また、授業で適切なご助言をくださり、研究生活でお互い支え合い がら共に学ぶ大 院生達にも深く感謝
いたします。特に、先輩の深町博史氏には、複数
の投稿論文の修正において大変有意義かつ的確なご意見をい だいたことに深く感謝しております。
 
 
私にとって、学会参加も非常に刺激的なものであり、そこで、研究の喜びと厳しさを実感できました。
殊に日本文芸学会と川端康成学会では多く 人と出会い、様々 教えを受け、励まされてきま た。学会は私 自己 研究をアピールする場を与えただけでなく、私の研究の視野をも広げてく ました。
 
 
そして、日本で留学し いる三年間におけるすべての出会いに感謝いた す。それはきっと私のこ
れからの人生にとって 大きな財産になると信じております。
 
 
最後に、これまで思う道を進む私のことを、温かく見守りそして辛抱強く支援してくださった家族に
万感の思いを捧げます。
 
 
 
二〇一六年一一月一八日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
劉
 
文娟
 
